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第 1 章

Cisco Jabber の概要

• Cisco Jabber について, 3 ページ

• Cisco Jabber の機能, 3 ページ

Cisco Jabber について
Cisco Jabberは、あらゆる場所から連絡先とのシームレスな対話を実現するUnifiedCommunications
アプリケーション スイートです。Cisco Jabber は、IM、プレゼンス、音声およびビデオ通話、ボ

イスメール、および会議を提供します。

Cisco Jabber 製品ファミリには、次のようなアプリケーションが含まれています。

• Cisco Jabber for Android

• Cisco Jabber for iPhone and iPad

• Cisco Jabber for Mac

• Cisco Jabber for Windows

Cisco Jabber製品スイートの詳細については、http://www.cisco.com/go/jabberを参照してください。

Cisco Jabber の機能
Cisco Jabber はあらゆるクライアントで幅広い機能を発揮します。これらの機能は次のとおりで

す。

• インスタントメッセージ

• プレゼンス

• 音声およびビデオ通話

• ボイスメール

• Cisco WebEx Meetings の統合

Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
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• プレディクティブな連絡先の検索

• シングル サインオン

• 自動アップグレード

• インスタント メッセージの暗号化

• 音声およびビデオの暗号化

• 複数リソースのログイン

• Expressway Mobile and Remote Access

• サービス ディスカバリ

• URI ダイヤル

• テレメトリ

個々のクライアントには、すべてのクライアントでは利用できない特定の機能があります。これ

には次が含まれます。

• Cisco Jabber for Windows

◦ 永続的なチャット

◦ Hunt Group

◦ コール ピックアップ

◦ カスタム連絡先

◦ ビデオ デスクトップ共有（BFCP）

• Cisco Jabber for Android および Cisco Jabber for iPhone and iPad

◦ Dial via Office：リバース

◦ 携帯電話への送信

• Cisco Jabber for Mac

◦ ビデオ デスクトップ共有（BFCP）

関連トピック

テレメトリ, （4 ページ）

テレメトリ

Cisco Jabber 分析

適用：すべてのクライアント
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要件
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• ハードウェア要件, 45 ページ

• ソフトウェア要件, 50 ページ
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プランニングの考慮事項

Expressway Mobile and Remote Access の展開
Cisco Unified Communications Manager 用の Expressway for Mobile and Remote Access を使用するこ

とで、ユーザは VPN クライアントを使用しなくても、企業のファイアウォールの外からコラボ

レーションツールにアクセスできます。シスコのコラボレーションゲートウェイを使用して、ク
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ほとんどの場合、ユーザは最初に Expressway for Mobile and Remote Accessを使用してクライア

ントにサインインして、企業のファイアウォールの外からサービスに接続できます。ただし、

次の場合にユーザは最初のサインインを社内ネットワーク内で実行する必要があります。

重要

• 音声サービス ドメインがサービス ドメインとは異なる場合。この場合、ユーザは Jabber
config.xmlファイルから正しい音声サービスドメインを取得するために、社内ネットワー

ク内にいる必要があります。

• クライアントが CAPF 登録プロセス（セキュア モードまたは混合モードのクラスタを使

用する場合に必要）を完了する必要がある場合。

次の図は、Expressway forMobile andRemoteAccess環境のアーキテクチャを図に示したものです。

図 1：クライアントが、Expressway for Mobile and Remote Access に接続する方法

関連トピック

Cisco Expressway 設定ガイド

Cisco VCS 設定ガイド

サポートされるサービス

次の表に、クライアントが Expressway for Mobile and Remote Access を使用してリモートで Cisco
Unified Communications Manager に接続した場合にサポートされるサービスと機能の概要を示しま

す。

表 1：Expressway for Mobile and Remote Access でサポートされるサービスの概要

非サポート対象サポート対象サービス

ディレクトリ

Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
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非サポート対象サポート対象サービス

XUDS ディレクトリ検索

XLDAP ディレクトリ検索

X

*Cisco Expressway-C
上でHTTPホワイト

リストを使用

ディレクトリ写真解決

X

* 連絡先検索のサ

ポートはコンタクト

ID の形式に依存し

ます。詳細について

は、以下の注記を参

照してください。

ドメイン内フェデレーション

Xドメイン間フェデレーション

インスタントメッセージおよびプレゼンス

Xオンプレミス

Xクラウド

Xチャット（Chat）

Xグループ チャット

Xハイ アベイラビリティ：オンプレミス展

開

Xファイル転送：オンプレミス展開

X

デスクトップ クラ

イアント。一部の

ファイル転送機能は

モバイル クライア

ントでサポートされ

ます。

ファイル転送：クラウド展開

   Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
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非サポート対象サポート対象サービス

X（モバイルクライ

アント向け Cisco
Jabber は BFCP 受信

のみをサポートしま

す）。

ビデオ デスクトップ共有：BFCP

オーディオとビデオ

X

* Cisco Unified
Communications
Manager 9.1(2) 以降

音声コールとビデオ コール

Xデスクフォン制御モード（CTI）

Xリモート デスクトップ制御

XExtend and Connect

XDial via Office：リバース

Xセッションの永続性

Xアーリー メディア

Xセルフケアポータル アクセス

ボイスメール

X

*Cisco Expressway-C
上でHTTPホワイト

リストを使用

ビジュアル ボイスメール

Cisco WebEx Meetings

Xオンプレミス

Xクラウド

XCisco WebEx デスクトップ共有

インストール

Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
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非サポート対象サポート対象サービス

X

*Cisco Expressway-C
上でHTTPホワイト

リストを使用

インストーラ更新

カスタマイゼーション

X

*Cisco Expressway-C
上でHTTPホワイト

リストを使用

（デスクトップ ク

ライアントのみ）

カスタム HTML タブ

セキュリティ

Xエンドツーエンド暗号化

XCAPF 登録

トラブルシューティング

X問題レポートの生成

X問題レポートのアップロード

ハイアベイラビリティ（フェールオーバー）

X音声およびビデオ サービス

Xボイスメール サービス

XIM and Presence サービス

ディレクトリ

クライアントが Expressway for Mobile and Remote Access を使用してサービスに接続した場合は、

次の制限付きでディレクトリ統合がサポートされます。

• LDAP を使用した連絡先解決：企業ファイアウォールの外側のクライアントは連絡先解決に

LDAPを使用することができません。代わりに、連絡先解決にUDSを使用する必要がありま

す。

ユーザが企業ファイアウォールの内側にいる場合は、クライアントは連絡先解決に UDS と

LDAPのいずれかを使用できます。企業ファイアウォールの内側にLDAPを展開する場合は、

LDAP ディレクトリ サーバを Cisco Unified Communications Manager と同期させ、ユーザが企

   Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
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業ファイアウォールの外側にいるときにクライアントを UDS に接続できるようにすること

をお勧めします。

• ディレクトリ写真解決：クライアントが連絡先写真を確実にダウンロードできるようにする

には、Cisco Expressway-C サーバのホワイト リストに、連絡先写真をホストするサーバを追

加する必要があります。CiscoExpressway-Cホワイト リストにサーバを追加するには、[HTTP
サーバ許可（HTTP server allow）] 設定を使用します。詳細については、関連する Cisco
Expressway のマニュアルを参照してください。

• ドメイン内フェデレーション：ドメイン内フェデレーションを展開して、クライアントが

ファイアウォールの外側から Expressway for Mobile and Remote Access に接続した場合は、連

絡先 IDに次の形式のいずれかが使用されている場合にのみ連絡先検索がサポートされます。

• sAMAccountName@domain

• UserPrincipleName（UPN）@domain

• EmailAddress@domain

• employeeNumber@domain

• telephoneNumber@domain

• XMPP を使用したドメイン間フェデレーション：クライアントがファイアウォールの外側か

ら Expressway for Mobile and Remote Access に接続した場合は、Google Talk などの XMPP 標

準ベースの環境を使用したドメイン間フェデレーションがサポートされません。

インスタントメッセージおよびプレゼンス

クライアントが Expressway for Mobile and Remote Access を使用してサービスに接続した場合は、

次の制限付きでインスタント メッセージングおよびプレゼンスがサポートされます。

ファイル転送：クライアントは、Cisco Unified CommunicationsManager IM and Presenceサービス展

開を使用した画面キャプチャを含むファイル転送をサポートしません。ファイル転送は、Cisco
WebEx クラウド展開でデスクトップ クライアントを使用する場合にのみサポートされます。マ

ネージド ファイル転送は、Cisco Jabber が Expressway を使用して Cisco Unified サービスに接続さ

れている場合に Cisco Unified Communication IM and Presence でサポートされます。ピアツーピア

ファイル転送はサポートされません。

音声コールとビデオコール

クライアントが Expressway for Mobile and Remote Access を使用してサービスに接続した場合は、

次の制限付きで音声およびビデオ通話がサポートされます。

• Cisco Unified Communications Manager：Expressway for Mobile and Remote Access は、Cisco
Unified Communications Manager バージョン 9.1.2 以降でビデオおよび音声通話をサポートし

ます。Cisco Unified Communications Manager バージョン 8.x では Expressway for Mobile and
Remote Access がサポートされません。

• デスクフォン制御モード（CTI）：クライアントは、エクステンション モビリティを含むデ

スクフォン制御モード（CTI）をサポートしません。
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• Extend and connect：クライアントを以下の目的に使用することはできません。

• オフィスの Cisco IP Phone でコールを発信および受信する。

• 自宅電話、ホテルの電話、またはオフィスの Cisco IP Phone で、保留と復帰などの通話

中制御を実行する。

• Dial via Office - リバース：クライアントは、ファイアウォールの外側から Dial via Office - リ

バース コールを発信できません。

• セッション永続性：クライアントが使用するネットワークが切り替わると、音声コールおよ

びビデオコールが切断され、復帰できません。たとえば、ユーザがオフィス内でCisco Jabber
コールを開始してから、建物を出て Wi-Fi 接続が切断されると、クライアントが Expressway
for Mobile and Remote Access を使用するように切り替わるため、コールが切断されます。

• アーリー メディア：アーリー メディアを使用すれば、クライアントは、接続が確立される

前にエンドポイント間でデータを交換できます。たとえば、ユーザが同じ組織に属さない通

話者にコールを発信し、相手側がこれを拒否したまたはコールに応答しなかった場合、アー

リー メディアによってユーザがビジー トーンを受け取るか、ボイスメールがユーザに送信

されます。

Expressway for Mobile and Remote Access を使用している場合は、電話の相手がコールを拒否

するか、応答しないと、ビジートーンが鳴りません。代わりに、ユーザは、コールが終了す

るまで約 1 分無音を受信します。

• セルフケアポータルアクセス：ユーザは、ファイアウォールの外側にいるときにCiscoUnified
CommunicationsManagerのセルフケアポータルにアクセスできません。外部からCiscoUnified
Communications Manager のユーザ ページにアクセスできません。

CiscoExpressway-Eは、ファイアウォールの内側のクライアントとユニファイドコミュニケー

ション サービス間のすべての通信をプロキシします。ただし、Cisco Expressway-E は Cisco
Jabberアプリケーションではないブラウザからアクセスされるサービスをプロキシしません。

ボイスメール

ボイスメール サービスは、クライアントが Expressway for Mobile and Remote Access を使用して

サービスに接続した場合にサポートされます。

クライアントがボイスメール サービスに確実にアクセスできるようにするには、Cisco
Expressway-C サーバのホワイト リストにボイスメール サーバを追加する必要があります。

Cisco Expressway-Cホワイト リストにサーバを追加するには、[HTTPサーバ許可（HTTP server
allow）] 設定を使用します。詳細については、関連する Cisco Expressway のマニュアルを参照

してください。

（注）

Cisco WebEx Meetings

クライアントが Expressway for Mobile and Remote Access を使用してサービスに接続した場合は、

Cisco WebEx Meeting Center を使用したクラウドベースの会議だけをサポートします。
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クライアントは、Cisco WebEx Meetings Server にアクセスしたり、Cisco WebEx の社内会議に参加

したり、開始したりできません。

インストール

クライアントが Expressway for Mobile and Remote Access を使用してサービスに接続した場合は、

インストーラ更新がサポートされます。

クライアントがインストーラ更新を確実にダウンロードできるようにするには、Cisco
Expressway-C サーバのホワイト リストにインストーラ更新をホストするサーバを追加する必

要があります。Cisco Expressway-C ホワイト リストにサーバを追加するには、[HTTPサーバ許

可（HTTP server allow）]設定を使用します。詳細については、関連するCisco Expresswayのマ

ニュアルを参照してください。

（注）

カスタマイゼーション

クライアントが Expressway for Mobile and Remote Access を使用してサービスに接続した場合は、

デスクトップ クライアント用のカスタム HTML タブ設定がサポートされます。

クライアントがカスタム HTML タブ設定を確実にダウンロードできるようにするには、Cisco
Expressway-C サーバのホワイト リストにカスタム HTML タブ設定をホストするサーバを追加

する必要があります。CiscoExpressway-Cホワイトリストにサーバを追加するには、[HTTPサー

バ許可（HTTP server allow）] 設定を使用します。詳細については、関連する Cisco Expressway
のマニュアルを参照してください。

（注）

セキュリティ

クライアントが Expressway for Mobile and Remote Access を使用してサービスに接続した場合は、

次の制限付きでほとんどのセキュリティ機能がサポートされます。

• 初期CAPF登録：Certificate Authority Proxy Function（CAPF）登録は、Cisco Jabber（または他

のクライアント）に証明書を発行する Cisco Unified Communications Manager Publisher 上で動

作するセキュリティ サービスです。正常にCAPFを登録するために、クライアントはファイ

アウォールの内側から接続するか VPN 接続を使用する必要があります。

• エンドツーエンド暗号化：ユーザが Expressway for Mobile and Remote Access 経由で接続し、

コールに参加する場合：

• メディアは、Cisco Expressway-C と、Cisco Unified Communications Manager に登録され

たデバイスの間のコール パス上で、Expressway for Mobile and Remote Accessを使用して

暗号化されます。

• Cisco Jabber または内部デバイスが暗号化セキュリティ モードに設定されていない場合

は、メディアは Cisco Expressway-C と、Cisco Unified Communications Manager にローカ

ルに登録されたデバイスの間のコール パス上で暗号化されません。
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• Cisco Jabber と内部デバイスの両方が暗号化セキュリティ モードに設定されている場合

は、メディアは Expressway-Cと、Cisco Unified CommunnicationManagerにローカルに登

録されたデバイスの間のコール パス上で暗号化されます。

トラブルシューティング

問題レポート アップロード：デスクトップ クライアントがExpressway forMobile andRemoteAccess
を使用してサービスに接続した場合は、問題レポートが HTTPS 経由で指定された内部サーバに

アップロードされるため、問題レポートを送信できません。

この問題を回避するには、ユーザはレポートをローカルに保存し、別の方法でレポートを送信で

きます。

ハイアベイラビリティ（フェールオーバー）

ハイアベイラビリティとは、クライアントがプライマリサーバに接続できない場合に、サービス

をほとんどまたは全く中断させることなく、セカンダリ サーバにフェールオーバーすることを意

味します。Expressway for Mobile and Remote Access 上でサポートされるハイ アベイラビリティの

場合は、フェールオーバーする Cisco Expressway-E サーバではなく、特定のサービスをセカンダ

リサーバ（インスタントメッセージおよびプレゼンスなど）にフェールオーバーするサーバを意

味します。

ハイ アベイラビリティについてサポートされない一部のサービスが Expressway for Mobile and
RemoteAccess上で使用できます。これは、ユーザが社内ネットワークの外部からクライアントに

接続している場合に、Instant Messaging and Presence サーバがフェールオーバーしても、サービス

が通常どおり提供されることを意味します。ただし、音声およびビデオ サーバまたはボイスメー

ルサーバがフェールオーバーした場合は、関連するサーバがハイアベイラビリティをサポートし

ないため、それらのサービスは提供されません。

仮想環境での展開

次のソフトウェアを使用して、Cisco Jabber for Windows を仮想環境に展開できます。

• Citrix XenDesktop7.5

• Citrix XenDesktop7.1

• Citrix XenDesktop7.0

• Citrix XenDesktop5.6

• Citrix XenApp 7.5 Enterprise Edition for Windows Server 2008 R2 Standard Service Pack 1 64 bit,
published desktop

• Citrix XenApp 6.5 Feature Pack 2 Enterprise Edition for Windows Server 2008 Service Pack 2 64 bit,
published desktop

• Citrix XenApp 6.5 Feature Pack 1 Enterprise Edition for Windows Server 2008 R2 Standard Service
Pack 1 64 bit, published desktop

• Citrix XenApp 6.5 Enterprise Edition for Windows Server 2008 R2 Standard Service Pack 1 64 bit,
published desktop
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• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence：フル UC または IM のみでのオンプレ

ミス展開。

• Cisco Unified Communications Manager：電話機モードでのオンプレミス展開。

• Cisco WebEx Messenger サービス：クラウドベースまたはハイブリッド クラウドベースの展

開。

最初の起動シーケンス

インストール後の最初の起動時、Cisco Jabberはデフォルトの製品モードを開始します。クライア

ントは、オーセンティケータを取得し、ユーザをログインさせます。サインイン後、クライアン

トは製品モードを判定します。

次の図は、最初の起動シーケンスを示しています。

クライアントによるオーセンティケータの取得方法

Cisco Jabber は、次のようにオーセンティケータを検索します。

1 クライアントが手動設定のキャッシュを確認します。

ユーザは、クライアント ユーザ インターフェイスを使用して手動でオーセンティケータを入

力できます。

2 クライアントは、ユーザのドメインがWebEx組織であるかどうかを検出するためにキャッシュ

を確認します。

クライアントは、オーセンティケータとして WebEx を選択します。
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1 ユーザは ウィンドウに手動で接続設定を入力します。

2 クライアントが Cisco Unified Communications Manager を認証し、設定を取得します。
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3 クライアントは、デバイスおよびクライアント設定を取得します。

クラウド ベースの展開における手動接続設定

ユーザは、[Advanced settings（詳細設定）]ウィンドウで、CiscoWebExMessengerサービスをオー

センティケータとして設定し、ログイン用の CAS URL を指定できます。

次の図は、クラウド ベースの展開において、クライアントが手動接続設定をどのように使用でき

るかを示したものです。

1 ユーザが [詳細設定（Advanced settings）] ウィンドウで手動で接続設定を入力します。

2 クライアントが Cisco WebEx Messenger サービスの認証を受けます。

3 クライアントは、設定およびサービスを取得します。

サービス ディスカバリの自動接続設定

[詳細設定（Advanced settings）] ウィンドウで [自動（Automatic）] オプションを選択することに

よって、サーバを自動で検出できます。

この自動オプションにより、ユーザがサービス接続の詳細を手動で設定する方法から、サービス

ディスカバリを使用する方法に変更することができます。たとえば、最初の起動時に、[詳細設定

（Advanced settings）] ウィンドウで、手動でオーセンティケータを設定し、サーバ アドレスを指

定します。

クライアントは、手動設定のキャッシュを常にチェックします。手動設定は、SRV レコードより

優先され、Cisco Jabber for Windows ではブートストラップ ファイルより優先されます。したがっ

てSRVレコードを配置し、サービスディスカバリを使用する場合は、最初の電源投入から手動設

定を上書きする必要があります。
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ユーザがクライアントを初めて起動する際に、次が実行されます。

1 クライアントは、ブートストラップ ファイルから設定を取得します。

クライアントは、デフォルト モードで開始され、Cisco Unified Communications Managerがオー

センティケータであることを決定します。クライアントは、サービスディスカバリの結果によ

り、その他の指示がなされない限り、TFTP および CTI サーバのアドレスを取得します。

クライアントは、デフォルト モードで開始され、Cisco Unified Communications Managerがオー

センティケータであることを決定します。クライアントは、サービスディスカバリの結果によ

り、その他の指示がなされない限り、TFTP サーバのアドレスを取得します。

2 クライアントが Cisco Unified Communications Manager を認証し、設定を取得します。

3 クライアントは、デバイスおよびクライアント設定を取得します。

クラウド ベースの展開におけるのブートストラップの設定

インストール中に、次のように引数の値を設定します。
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ハードウェア要件

Cisco Jabber for Windows のハードウェア要件

搭載されている RAM

Microsoft Windows 7 の 2 GB の RAM および Windows 8

物理メモリの空き容量

128 MB

ディスクの空き容量

256 MB

CPU の速度およびタイプ

モバイル AMD Sempron プロセッサ 3600+（2 GHz）
Intel Core2 CPU T7400（2.16 GHz）

GPU

DirectX11 Microsoft Windows 7

I/O ポート

USB 2.0（USB カメラおよび音声デバイス用）

Cisco Jabber for Mac のハードウェア要件

搭載されている RAM

2 GB RAM

物理メモリの空き容量

1 GB

ディスクの空き容量

300 MB
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CPU の速度およびタイプ

Intel Core 2 Duo もしくはそれ以降の次のいずれの Apple ハードウェアのプロセッサ

• Mac Pro

• MacBook Pro（Retina Display モデルを含む）

• MacBook

• MacBook Air

• iMac

• Mac Mini

I/O ポート

USB 2.0（USB カメラおよび音声デバイス用）

Cisco Jabber for Android のデバイス要件

デバイスサポート

Cisco Jabber for Android は Google Play Store から入手できます。

シスコは、特に次の Android デバイスとオペレーティング システムの組み合わせにおいて、音声

およびビデオで Cisco Jabber for Android をサポートしています。

• Samsung Galaxy SII（Android OS 4.1.2 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Samsung Galaxy SIII（Android OS 4.1.2 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Samsung Galaxy S4（Android OS 4.2.2 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Samsung Galaxy S4 mini（Android OS 4.2.2 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Samsung Galaxy S5（Android OS 4.4.x）

• Samsung Galaxy Note II（Android OS 4.2 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Samsung Galaxy Note III（Android OS 4.3 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Samsung Galaxy Rugby Pro（Android OS 4.2.2 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Samsung Galaxy Note Pro 12.2（Android OS 4.4.x）

• Google Nexus 5（Android OS 4.4.x および Android OS 5.0）

• Google Nexus 10（Android OS 4.4.x および Android OS 5.0）

• Sony Xperia Z1（Android OS 4.2 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Sony Xperia ZR/A（Android OS 4.1.2 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Sony Xperia Z2（Android OS 4.4.x）
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• Sony Xperia M2（Android OS 4.3）

• LG G2（Android OS 4.2.2 ～ Android OS 4.4 最新バージョン）

• Motorola Moto G（Android OS 4.4.x）

シスコは、次の最小限の仕様を満たすすべての Android デバイスで IM 専用モードを使用する

Cisco Jabber for Android をサポートします。

（注）

• Android OS 4.1.2 以降～ Android OS 4.4.x

• 1.5 GHz デュアルコア以上（クアッドコアを推奨）

• 320 X 480 以上のディスプレイ

• Cisco Jabber for Android は Tegra 2 チップセットをサポートしません

シスコは、テスト済みの Android デバイスで Cisco Jabber for Android をサポートします。他の

デバイスは正式にサポートされていませんが、それらのデバイスでも Cisco Jabber for Android
を使用できる場合があります。

一般的には、次の最小限の仕様を満たす任意の Android デバイスで Cisco Jabber for Android を

実行できます。

（注）

• IM and Presenceの最小要件

• Android OS 4.1.2 以降～ Android OS 4.4.x

• 1.5 GHz デュアルコア以上（クアッドコアを推奨）

• 320 x 480 以上のディスプレイ

• Cisco Jabber for Android は Tegra 2 チップセットをサポートしません

•双方向ビデオの最小要件

• Android OS 4.1.2 以降～ Android OS 4.4.x

• 1.5 GHz デュアルコア以上（クアッドコアを推奨）

• 480 x 800 以上のディスプレイ

• Cisco Jabber for Android は Tegra 2 チップセットをサポートしません
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Bluetooth デバイスのサポート

シスコは、特に次の Bluetooth デバイスを Cisco Jabber for Android でテスト済みでありサポートし

ます。

• Jabra Motion

• Jawbone ICON（Cisco Bluetooth ヘッドセット用）

• Plantronics BackBeat 903+

• Jabra Wave+

• Jabra Easygo

シスコはテスト済みの Bluetooth デバイスで Cisco Jabber for Android をサポートします。他の

Bluetooth デバイスは正式にサポートされませんが、それらのデバイスでも Cisco Jabber for
Android を使用できる場合があります。

（注）

Samsung Galaxy SIII で Bluetooth デバイスを使用すると、呼出音と通話の音声にヒズミが生じ

る可能性があります。

Samsung Galaxy S4 を Jawbone ICON for Cisco Bluetooth Headset または Plantronics BackBeat 903+
と共に使用すると、デバイスの互換性の問題によって障害が発生することがあります。

重要

リモートアクセス

管理者は、VPN または Expressway for Mobile and Remote Access を使用してリモート アクセス

を設定できます。管理者が Expressway for Mobile and Remote Access を設定する場合は、VPN
アクセスを設定する必要はありません。

（注）

Cisco AnyConnect Secure Mobility Client

VPN に接続する場合、ユーザは Google Play Store から入手できる、最新バージョンの Cisco
AnyConnect Secure Mobility Client を使用できます。

Cisco Jabber for iPhone and iPad のデバイス要件

デバイスサポート

Cisco Jabber for iPhone and iPad は、Apple App Store から入手できます。

シスコは、次の iOS デバイスで Cisco Jabber for iPhone and iPad をサポートします。

• iTouch 5

• iPhone モデル 4、4S、5、5C、および 5S
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iPhone モデル 4 ではビデオ コールはサポートされません。（注）

• iPad 第 2、第 3、第 4 世代、Retina ディスプレイ搭載の iPad mini、および iPad Air

デバイスは、Wi-Fi または VPN を使用して社内ネットワークにアクセスできる必要があります。

デバイスのオペレーティングシステムサポート

iOS サポート：iOS 7

Bluetooth ヘッドセットのサポート

iTouch：サポート有（任意）

iPhone：サポート有（任意）

iPad：サポート有（任意）

ソフトウェア要件

適切な導入のため、クライアントワークステーションがソフトウェア要件を満たしていることを

確認します。

オペレーティングシステム要件

Cisco Jabber for Windows のオペレーティングシステム

次のオペレーティング システムに Cisco Jabber for Windows をインストールできます。

• Microsoft Windows 8.1（32 ビット）

• Microsoft Windows 8.1（64 ビット）

• Microsoft Windows 8（32 ビット）

• Microsoft Windows 8（64 ビット）

• Microsoft Windows 7（32 ビット）

• Microsoft Windows 7（64 ビット）

Cisco Jabber for Windows には、Microsoft .NET Framework または Java モジュールは必要ではあ

りません。

（注）
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Microsoft Windows 7 または 8.x の場合は、デスクフォン ビデオで使用するために Cisco Media
Services Interface（MSI）4.1.2 をダウンロードできます。

（注）

Cisco Jabber for Windows は、デスクトップ モードのみで Microsoft Windows 8 をサポートしま

す。

重要

Cisco Jabber for Mac のオペレーティングシステム

Cisco Jabber for Mac は、次のオペレーティング システムへインストール可能です。

• Apple OS X Yosemite 10.10（以降）

• Apple OS X Mavericks 10.9（以降）

• Apple OS X Mountain Lion 10.8.1（以降）

オンプレミスサーバのソフトウェア要件

Cisco Jabber for Windows および Cisco Jabber for Mac 向けのオンプレミスサーバ

Cisco Jabber は、開始中にドメイン ネーム システム（DNS）サーバを使用します。Cisco Jabber に

は DNS サーバが必要です。

Cisco Jabber は次のオンプレミス サーバをサポートします。

• Cisco Unified Communications Manager リリース 8.6(2) 以降

• Cisco Unified Presence リリース 8.6(2) 以降

• Cisco Unity Connection リリース 8.6(2) 以降

• Cisco WebEx Meetings Server バージョン 1.5 以降（Windows のみ）

• Cisco WebEx Meetings Server バージョン 2.0 以降（Mac のみ）

• Cisco Expressway Series for Cisco Unified Communications Manager

◦ Cisco Expressway-E バージョン 8.1.1 以降

◦ Cisco Expressway-C バージョン 8.1.1 以降

• Cisco TelePresence Video Communications Server

◦ Cisco VCS Expressway バージョン 8.1.1 以降

◦ Cisco VCS Control バージョン 8.1.1 以降
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• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service リリース 10.5(2)

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service リリース 11.0

ビデオ会議ブリッジ

• Cisco TelePresence MCU 5310

• Cisco Telepresence Server 7010

• Cisco Telepresence Server MSE 8710

• Cisco サービス統合型ルータ（パケット音声/データ モジュール（PVDM3）対応)

Expressway for Mobile and Remote Access は、シスコサービス統合型ルータ

（PVDM3 を搭載）ではサポートされません。

（注）

Cisco Unity Connection

• Cisco Unity Connection リリース 8.6(2) 以降

Cisco WebEx Meetings Server

• Cisco WebEx Meetings Server バージョン 2.0 以降

Cisco WebEx Meetings Client

Cisco WebEx Meetings Client（4.5 よりも新しいバージョン）

Cisco WebEx Meetings Server クライアント バージョン 8.0 は、コラボレーション会議室とパー

ソナル会議室をサポートしています。

（注）

Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony

モバイル クライアント向けCisco Jabberは、CiscoUnified Survivable Remote Site Telephonyバージョ

ン 8.5 で次の機能をサポートします。

Cisco Expressway Series for Cisco Unified Communications Manager（オプション）

クライアントに対してモバイルアクセスとリモートアクセスをセットアップするには、次のサー

バを使用します。Expressway サーバは Cisco Jabber にコール制御を提供しません。クライアント

は、コール制御に Cisco Unified Communications Manager を使用します。

• Cisco Expressway-E バージョン 8.5

• Cisco Expressway-C バージョン 8.5
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• Cisco Expressway バージョン 8.2

• Cisco Expressway バージョン 8.2.1

現在 Cisco TelePresence Video Communications Server（VCS）環境を展開している場合は、Cisco
Expressway for Mobile and Remote Access をセットアップできます。VCS 環境には、Cisco VCS
Expressway バージョン 8.1.1 と Cisco VCS Control バージョン 8.1.1 が必要です。

Cisco Adaptive Security Appliance（オプション）

• Cisco Adaptive Security Appliance（ASA）5500 シリーズ、バージョン 8.4(1) 以降

• Cisco Adaptive Security Device Manager（ASDM）バージョン 6.4 以降

• Cisco AnyConnect SecureMobility Client Integration（オプション）：AndroidデバイスはGoogle
Play ストアから入手可能な Cisco AnyConnect Secure Mobility Client の最新バージョンを実行

する必要があります。

Samsung で AnyConnect を使用している場合、サポートされるバージョンは

4.0.01128 です。

（注）

• ASA のライセンス要件：次の組み合わせのいずれかを使用します。

◦ AnyConnect Essentials と AnyConnect Mobile ライセンス

◦ AnyConnect Premium と AnyConnect Mobile ライセンス

• 証明書ベースの認証を使用する場合の認証局（CA）：Cisco IOS Certificate Server、Microsoft
Windows Server 2008 R2 Enterprise Certificate Authority、または Microsoft Windows Server 2003
Enterprise Certificate Authority

Cisco Jabber for iPhone and iPad 向けのオンプレミスサーバ

Cisco Jabber for iPhone and iPad は次のオンプレミス サーバをサポートします。

Cisco Jabber は、開始中にドメイン ネーム システム（DNS）サーバを使用します。Cisco Jabber に

は DNS サーバが必要です。

Cisco Unified Communications Manager

• Cisco Unified Communications Manager リリース 8.6(2)

• Cisco Unified Communications Manager リリース 9.1(2)

• Cisco Unified Communications Manager リリース 10.0(1)

• Cisco Unified Communications Manager リリース 10.5(1)

• Cisco Unified Communications Manager リリース 10.5(2)
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Cisco Unified Presence

• Cisco Unified Presence リリース 8.6(1)

• Cisco Unified Presence リリース 8.6(2)

Cisco Unified Communications Manager Release IM and Presence Service

Cisco Unified CommunicationsManager IM and Presence Serviceは、以前は、Cisco Unified Presence
と呼ばれていました。

（注）

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service リリース 9.1(1)

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service リリース 9.1(2)

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service リリース 10.0(1)

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service リリース 10.5(1)

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service リリース 10.5(2)

Cisco Unity Connection

• Cisco Unity Connection リリース 8.5

• Cisco Unity Connection リリース 8.6(1)

• Cisco Unity Connection リリース 8.6(2)

• Cisco Unity Connection リリース 9.1(1)

• Cisco Unity Connection リリース 9.1(2)

• Cisco Unity Connection リリース 10.0(1)

• Cisco Unity Connection リリース 10.5(1)

• Cisco Unity Connection リリース 10.5(2)

Cisco WebEx Meetings Server

• Cisco WebEx Meetings Server バージョン 1.5

• Cisco WebEx Meetings Server バージョン 2.0

• Cisco WebEx Meetings Server バージョン 2.5

• Cisco WebEx Meetings Client バージョン 4.5 ～ 6.5
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再ログインパラメータの設定

Cisco Unified CommunicationsManager IM and Presenceサービスでは、Cisco Jabberがサーバへ

の再ログインを試みるまでに待機する最大秒数と最小秒数を設定できます。サーバで、次の

フィールドに再ログイン パラメータを指定します。

• クライアントの再ログインの下限（Client Re-Login Lower Limit）

• クライアントの再ログインの上限（Client Re-Login Upper Limit）

関連トピック

Cisco Unified Communications Manager 設定ガイド

Cisco Unified Presence 設定ガイド

サポートされるサービス, （9 ページ）

フェールオーバー中のクライアントの動作

次の図は、Cisco Unified CommunicationsManager IM and Presenceサービスがフェールオーバーした

場合のクライアントの動作を示しています。

図 5：フェールオーバー中のクライアントの動作

1 クライアントがアクティブ サーバから切断されると、クライアントは XMPPCONNECTED 状

態から FAILOVER 状態になります。
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2 FAILOVER状態から、クライアントは（プライマリサーバとして）SOAPCONNECT_SESSION_P
を試み、それが失敗すると、（セカンダリ サーバとして）SOAPCONNECT_SESSION_S を試

みることによって、SOAPCONNECTED 状態に移行しようとします。

• SOAPCONNECT_SESSION_P または SOAPCONNECT_SESSION_S に移行できなかった場

合は、クライアントが再び FAILOVER 状態になります。

• FAILOVER状態から、クライアントはSOAPCONNECT_P状態に移行しようとし、それが

失敗すると、SOAPCONNECT_S 状態に移行しようとします。

• クライアントが SOAPCONNECT_P または SOAPCONNECT_S 状態に移行できなかった場

合は、ユーザがログイン試行を開始するまで、それ以上 IM&Pサーバへの自動接続を試み

ません。

3 SOAPCONNECT_SESSION_P、SOAPCONNECT_SESSION_S、SOAPCONNECT_P、または

SOAPCONNECT_S 状態から、クライアントは現在のプライマリ セカンダリ XMPP サーバ ア

ドレスを取得します。このアドレスはフェールオーバー中に変化します。

4 SOAPCONNECTED 状態から、クライアントは XMPPCONNECT_P 状態に接続することによっ

てXMPPCONNECTED状態に移行しようとし、それが失敗すると、XMPPCONNECT_S状態を

試みます。

• クライアントがXMPPCONNECT_PまたはXMPPCONNECT_S状態に移行できなかった場

合は、ユーザがログイン試行を開始するまで、それ以上 IM&Pサーバへの自動接続を試み

ません。

5 クライアントが XMPPCONNECTED 状態に移行すると、IM&P 機能を使用できます。

クラウドベースサーバ

Cisco Jabber は、次のホストされているサーバとの統合をサポートします。

• Cisco WebEx Messenger サービス

• Cisco WebEx Meeting Center、最低限のサポート対象バージョンは WBS27 以降

ディレクトリサーバ

次のディレクトリを Cisco Jabber で使用できます。

Cisco Jabber for Mac、Cisco Jabber for iPhone and iPad、および Cisco Jabber for Android は、ディ

レクトリ統合用のLDAPv3標準をサポートしています。この標準をサポートするディレクトリ

サーバは、これらのクライアントと互換性がある必要があります。

（注）

• Windows Server 2012 R2 の Active Directory Domain Services

• Windows Server 2008 R2 の Active Directory Domain Services
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• Microsoft Office 2010（32 ビットと 64 ビット）

Office 365

Microsoft Office 365 は、プランまたはサブスクリプション タイプによって異なる設定タイプをサ

ポートします。Cisco Jabber for Windows は Microsoft Office 365 のSmall Business プラン P1 でテス

ト済みです。このプランにはオンプレミス Active Directory サーバが必要です。

Microsoft Office 365 とのクライアント側統合は、次のアプリケーションでサポートされます。

• Microsoft Office 2013（32 ビットおよび 64 ビット）

• Microsoft Office 2010（32 ビットおよび 64 ビット）

• Microsoft SharePoint 2010

SharePoint

次のバージョンの SharePoint との統合がサポートされます。

• Microsoft SharePoint 2013

• Microsoft SharePoint 2010

Microsoft SharePoint サイトのアベイラビリティ ステータスは、ユーザが Microsoft Internet Explorer
を使用してこのサイトにアクセスしている場合にのみサポートされます。Microsoft InternetExplorer
で信頼済みサイトのリストに Microsoft SharePoint サイトを追加する必要があります。

カレンダーの統合

予定表の統合のために、次のクライアント アプリケーションを使用できます。

• Microsoft Outlook 2013（32 ビットおよび 64 ビット）

• Microsoft Outlook 2010（32 ビットおよび 64 ビット）

• IBM Lotus Notes 9（32 ビット）

• IBM Lotus Notes 8.5.3（32 ビット）

• IBM Lotus Notes 8.5.2（32 ビット）

• IBM Lotus Notes 8.5.1（32 ビット）

• Google Calendar

MAC アドレス帳のローカル連絡先
Cisco Jabberを使用すれば、Macアドレスブック内のローカル連絡先を検索または追加することが

できます。

クライアントで MAC アドレス帳のローカル連絡先を検索するために、ユーザはアドレス帳プラ

グインをインストールする必要があります。
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ポートおよびプロトコル

デスクトップクライアントのポートとプロトコル

次の表に、Cisco Jabber で使用される発信ポートとプロトコルを示します。

説明プロトコルポート

WebExMessengerサービスへのXMPPトラフィック。

クラウドベース導入のみで、クライアントはこのポー

トを介して XMPP トラフィックを送信します。ポー

ト443がブロックされた場合、クライアントはポート

5222 にフォールバックします。

Cisco Jabberは、以下についてもこのポート

を使用できます。

（注）

• Cisco Unity Connection および Cisco
WebEx Meetings Server への HTTPS ト

ラフィック。

• Microsoft Exchange サーバへのチャッ

トの保存。

TCP

（Extensible
Messaging and
Presence Protocol
（XMPP）と

HTTPS）

443

クライアントは遠端カメラ制御にこのポートを使用し

ます。

FECC30000 ～ 39999

Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）ディレ

クトリ サーバ

UDP/TCP389

LDAP ディレクトリ サーバ（セキュア）LDAPS636

デスク フォンの制御に使用される コンピュータ テレ

フォニー インターフェイス（CTI）。

TCP2748

グローバル カタログ サーバTCP3268

グローバル カタログ サーバ（セキュア）LDAPS3269

ビデオ デスクトップ共有機能の Binary Floor Control
Protocol（BFCP）

UDP5070 ～ 6070

Cisco Unified Presence または Cisco Unified
Communications Manager IM and Presence Service への

XMPP トラフィック。

TCP

（XMPP）

5222
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説明トランスポー

ト層プロトコ

ル

アプリケー

ション層プロ

トコル

[ポート
（Port）]

会議用の Cisco WebEx Meeting Center やボイス

メール用のCiscoUnityConnectionなどのサービ

スに接続します。

TCPHTTP80

LDAP ディレクトリ サービスに接続する。TCP、UDPLDAP389

連絡先を検索するためにグローバル カタログ

サーバに接続する。

TCPLDAP3268

会議用の Cisco WebEx Meeting Center やボイス

メール用のCiscoUnityConnectionなどのサービ

スに接続します。

TCPHTTPS443

LDAPディレクトリサービスにセキュアに接続

する。

TCPLDAPS636

グローバル カタログ サーバにセキュアに接続

する。

TCPLDAPS3269

Session Initiation Protocol（SIP）コール シグナ

リングを提供する。

TCPSIP[5060]

セキュアな SIP コール シグナリングを提供す

る。

TCPSIP over
Transport Layer
Security
（TLS）

5061

インスタントメッセージングとプレゼンス用の

Cisco Unified Presence または Cisco Unified
Communications Manager IM and Presence Service
に接続します。

TCPXMPP5222

XMPP フェデレーションを有効化します。TCPXMPP5269

SimpleObject Access Protocol（SOAP）Webサー

ビスを提供するためにローカルポートに接続す

る。

TCPSOAP8191
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サポートされるコーデック

Cisco Jabber for Windows と Cisco Jabber for Mac でサポートされるコーデック

サポートされるオーディオコーデック

• G.722

• G.722.1：32kおよび 24k。G.722.1は Cisco Unified Communications Manager 8.6.1以降でサポー

トされます。

• G.711：a-law および u-law

• G.729a

サポートされるビデオコーデック

• H.264/AVC

Cisco Jabber for Android、iPhone、および iPad でサポートされるコーデック

サポートされるオーディオコーデック

注記コーデックタイプコーデック

通常モードをサポートします。mu-law

a-law

G.711

通常モードをサポートします。G.722.1

狭帯域幅で使用するための最小要件です。

狭帯域幅モードをサポートするコーデックだけです。

通常モードをサポートします。

G.729a

G.722

Opus

音声品質に問題が発生した場合、ユーザはクライアント設定の狭帯域幅モードをオン/オフにする

ことができます。
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3 ファイルをダウンロードします。

連絡先ソース

オンプレミス展開では、クライアントはユーザ情報のディレクトリ ルックアップを解決するため

に連絡先ソースを必要とします。次を連絡先ソースとして使用できます。

拡張ディレクトリ統合

拡張ディレクトリ統合（EDI）は、LDAP ベースの連絡先ソースです。

基本ディレクトリ統合

基本ディレクトリ統合（BDI）は、LDAP ベースの連絡先ソースです。
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Cisco Unified Communications Manager User Data Service

CiscoUnifiedCommunicationsManagerUserData Service（UDS）は、CiscoUnifiedCommunications
Manager 上の連絡先ソースです。

UDS は連絡先の解決に次の状況で使用されます。

• クライアント設定ファイルの DirectoryServerType パラメータを “UDS” を使用するよう

設定した場合。

この設定では、企業のファイアウォールの内側または外側の場合に、クライアントは

連絡先の解決に UDS を使用します。

• Expressway Mobile and Remote Access を導入した場合。

この設定では、企業のファイアウォールの内側または外側の場合に、クライアントは

連絡先の解決に自動で UDS を使用します。

Cisco Jabberは、次のCisco Unified CommunicationsManagerバージョン

を使用して UDS をサポートします。

（注）

• Cisco Unified Communications Manager Version 9.1(2) 以降（COP
ファイル cmterm-cucm-uds-912-5.cop.sgn を使用）。

• Cisco Unified Communications Manager Version 10.0(1)。COP ファ

イルは必要ありません。

ご使用の Cisco Unified Communications Manager ノードがサポートする

Cisco Jabber クライアントの最大数の約 50 % を展開できます。

たとえば、Cisco Unified Communications Manager ノードが LDAP ベー

スのコンタクト ソースを使用して 10,000の Cisco Jabberクライアント

をサポート可能な場合、同じノードは UDS をコンタクト ソースとし

て使用して 5,000 の Cisco Jabber クライアントをサポートできます。

拡張ディレクトリ統合

EDIは、ネイティブなMicrosoft Windows APIを使用してディレクトリ サービスから連絡先データ

を取得します。

EDI を使用したオンプレミス展開用のデフォルト設定は次のとおりです。

• Cisco Jabber は連絡先ソースとして Active Directory と統合します。

• Cisco Jabber は自動的にグローバル カタログを検出して接続します。
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http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc771849
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc738121
http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc731744
http://support.microsoft.com/gp/gp_namespace_master


4 クライアントが Cisco Unified Communications Manager ノードからクライアント コンフィギュ

レーション ファイルをダウンロードします。

クライアントの設定ファイルには、ディレクトリの場所が含まれます。設定によっては、クラ

イアントの設定ファイルにディレクトリで認証を受けるためのクレデンシャルが含まれる場合

もあります。

5 クライアントはディレクトリの場所と認証クレデンシャルを使用し、ディレクトリに接続しま

す。

連絡先ソースを使用した認証

BDI では、ユーザが連絡先を解決するためにディレクトリ ソースで認証を受ける必要がありま

す。優先度順に連絡先ソースと認証するには、次の方法を使用できます。

• Cisco Unified Presence または Cisco Unified Communications Manager でクレデンシャルを指定

する：サーバ上のプロファイルでクレデンシャルを指定します。その後、クライアントは

ディレクトリの認証を受けるためにサーバからクレデンシャルを取得できます。この方法

は、クレデンシャルを保存および送信する最も安全なオプションです。

• クライアント コンフィギュレーション ファイルで共通のクレデンシャルを設定する：クラ

イアント コンフィギュレーション ファイルで共有されているユーザ名とパスワードを指定

します。その後、クライアントはディレクトリ サーバで認証を受けます。
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クライアントは、これらのクレデンシャルをプレーン テキストとして転送し

て保存します。

読み取り専用権限を持っているアカウントの既知のまたは公開されているク

レデンシャルのセットを使用します。

重要

• 匿名バインドを使用する：匿名バインドを使用してディレクトリソースに接続するようにク

ライアントを設定します。

Cisco Unified Presence での LDAP ディレクトリ設定の指定

ご使用の環境に Cisco Unified Presenceリリース 8.xが含まれている場合は、LDAPプロファイルで

ディレクトリ設定を指定できます。その後、クライアントはディレクトリ ソースの認証を受ける

ためにサーバからディレクトリ設定を取得できます。

次の手順を完了して認証クレデンシャルを含む LDAP プロファイルを作成し、そのプロファイル

をユーザに割り当てます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [LDAP プロファイル

（LDAP Profile）] を選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 4 プロファイルの名前とオプションの説明を指定します。

ステップ 5 LDAP サーバに対してクエリーを実行する権限を持つユーザ ID の識別名を指定します。Cisco
Unified Presence は、LDAP サーバとの認証されたバインディングにこの名前を使用します。

ステップ 6 クライアントが LDAP サーバで認証を受けるために使用可能なパスワードを指定します。

ステップ 7 [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）] を選択し、対象ユーザをプロファイルに追

加します。

ステップ 8 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

クライアント設定ファイルで追加 BDI 情報を指定します。

Cisco Unified Communications Manager での LDAP ディレクトリ設定の指定

環境に Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x 以降が含まれている場合は、ディレク

トリ サービスの追加時にクレデンシャルを指定できます。その後、クライアントはディレクトリ

ソースの認証を受けるためにサーバから設定を取得できます。
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ディレクトリ サービスを追加する手順を完了し、サービス プロファイルにディレクトリ サービ

スを適用し、ディレクトリ サービスの LDAP 認証設定を指定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UC サービス（UC Service）]
を選択します。

[UC サービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[UC サービスの設定（UC Service Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービス タイプ（UCService Type）]
ドロップダウン リストから [ディレクトリ（Directory）] を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）] を選択します。

ステップ 6 ディレクトリ サービスの詳細を入力します。

• [製品タイプ（Product Type）]：[ディレクトリ（Directory）] を選択します。

• [名前（Name）]：ディレクトリ サービスの一意の名前を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：ディレクトリ サーバのホスト名、IP アドレ

ス、または FQDN を入力します。

• [プロトコルタイプ（Protocol Type）]：ドロップダウン リストから、以下を選択します。

• Cisco Jabber for Windows の場合は [TCP] または [UDP]

• Cisco Jabber for iPhone（または iPad）の場合は [TCP] または [TLS]

• Cisco Jabber for Android の場合は [TCP] または [TLS]

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 8 サービス プロファイルにディレクトリ サービスを次のように追加します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [サービス プロファイル

（Service Profile）] の順に選択します。

[サービス プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Service Profiles）]ウィンドウが開きま

す。

b) 目的のサービス プロファイルを検索し、それを選択します。

[サービス プロファイルの設定（Service Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

c) [ディレクトリ プロファイル（Directory Profile）]セクションで、[プライマリ（Primary）]、[セ
カンダリ（Secondary）]、および [ターシャリ（Tertiary）]の各ドロップダウン リストから、最

大 3 つのサービスを選択します。

d) 次のフィールドで、クライアントが LDAP サーバで認証を受ける場合に使用する [ユーザ名

（Username）] と [パスワード（Password）] を指定します。
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[ミーティング中（個人用のカレン
ダーより）（In a meeting (according
to my calendar)）]を選択しません。

[ミーティング中（個人用のカレ
ンダーより）（In a meeting
(according to my calendar)）]を
選択します。

導入シナリオ

アベイラビリティ ステータスは変

更されません。

Cisco Unified Communication
Manager IM and Presence によっ

てアベイラビリティステータス

が設定されます。

Cisco Unified
Communication Manager IM
and Presence と Microsoft
Exchange 間の統合を有効

にする

アベイラビリティ ステータスは変

更されません。

クライアントにより、アベイラ

ビリティステータスが設定され

ます。

Cisco Unified
Communication Manager IM
and Presence と Microsoft
Exchange 間の統合を有効

にしない

アベイラビリティ ステータスは変

更されません。

クライアントにより、アベイラ

ビリティステータスが設定され

ます。

クラウドベース展開

また、次の表に、展開シナリオ別にサポートされるアベイラビリティの説明を示します。

Cisco Unified Communication Manager IM and Presence
と Microsoft Exchange の統合によって有効にされた
アベイラビリティ

クライアントで有効にされたアベイラビリ

ティ

[オフライン（ミーティング中）（Offline in a
meeting）]アベイラビリティがサポートされます。

[オフライン（ミーティング中）（Offline in
a meeting）] アベイラビリティはサポートさ

れません。

非予定表イベントに対して [ミーティング中（In a
meeting）] アベイラビリティはサポートされませ

ん。

非予定表イベントに対して [ミーティング中

（In a meeting）] アベイラビリティがサポー

トされます。

[オフライン（ミーティング中）（Offline in a meeting）] アベイラビリティは、ユーザ

がクライアントにログインしていないが、ユーザの予定表にイベントが存在している

ことを意味します。

非予定表イベントとは、インスタント ミーティング、[オフライン（Offline）]、[電話

中（On a call）]などのユーザの予定表に表示されないイベントを意味します。

（注）

関連トピック

カレンダーの統合, （61 ページ）
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複数リソースのログイン

ユーザがシステムにログインすると、すべてのCisco Jabberクライアントが中央の IM and Presence
サービス ノードに登録されます。これは、オンプレミス展開では Cisco Unified Communications
Manager IM and Presence Service ノードで、クラウド ベース展開では Cisco WebEx です。このノー

ドは、IM and Presence サービス環境のアベイラビリティ、連絡先リスト、およびその他の側面を

追跡します。

この IM and Presence サービス ノードは、一意のネットワーク ユーザに関連付けられた登録済み

クライアントのすべてを追跡します。2人のユーザ間で新しい IMセッションが開始されると、最

初の着信メッセージが受信ユーザのすべての登録済みクライアントにブロードキャストされます。

その後で、IM and Presence サービス ノードが登録済みクライアントのいずれかからの最初の応答

を待機します。応答する最初のクライアントは、着信メッセージの残りを受け取りますが、これ

は、別に登録されているクライアントを使用して応答を開始するまで継続されます。その後で、

ノードが以降のメッセージをこの新しいクライアントに再ルーティングします。

AdamはAnitaと IMの会話を始めたいと思っています。Anitaは、Cisco Jabber forWindowsとCisco
Jabber for Android にすでにログインしています。また、Anita は、2 つのクライアントを IM and
Presence サービス ノードに登録しています。Adam は次のようなメッセージを送信して会話を開

始します。「こんにちは、Anita。今時間がありますか?」

ノードはAnitaが 2つの登録済みクライアントを使用していることを特定して、Adamの メッセー

ジを両方にブロードキャストします。

Anita は自分のデスクで、ノートパソコンと電話の両方に表示される Adam の メッセージを見ま

す。Anitaはノートパソコンを使用して応答することを選択し、次のようなメッセージを返信しま

す。「数分後に会議がありますが、短時間ならチャットできます。」

IM and Presence サービス ノードは、Anita が Cisco Jabber for Windows を使用して応答したことを

特定して、それを会話で以降のすべてのメッセージをルーティングするクライアントとしてマー

キングします。Adam が「This will only take a minute」と返信すると、この返信が Cisco Jabber for
Windows に直接ルーティングされます。会話のある時点から Anita が電話を使用して Adam に応

答し始めると、IM and Presence サービス ノードは以降のメッセージを Cisco Jabber for Windows で

はなく、電話にルーティングします。

インスタントメッセージの暗号化

Cisco Jabber は、Transport Layer Security（TLS）を使用して、クライアントとサーバ間のネット

ワーク上で Extensible Messaging and Presence Protocol（XMPP）トラフィックを保護します。Cisco
Jabber は、ポイント ツー ポイントのインスタント メッセージを暗号化します。

オンプレミス暗号化

次の表に、オンプレミス展開におけるインスタント メッセージ暗号化の詳細を示します。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cups/8_0/english/compliance/guide/CUPIMCompliance.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cups/8_6/english/configAdmin/CUPdeploy/dgcerts.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/im_presence/im_compliance/9_0_1/CUP0_BK_C74F2ECE_00_imp-im-compliance-guide-90.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/im_presence/deployment/9_0_1/CUP0_BK_D41159BD_00_deployment-guide-for-cup_chapter_0111.html
http://www.ietf.org/rfc/rfc2459.txt
http://www.cisco.com/web/about/security/intelligence/nextgen_crypto.html


http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/17428.htm
http://www.ietf.org/rfc/rfc2459.txt
http://www.cisco.com/web/about/security/intelligence/nextgen_crypto.html


リモートクライアント

が AES 暗号化をサポー
トしていない場合

リモートクライアント

が AES 暗号化をサポー
トしている場合

クライアン

ト間の暗号

化

ポリシーの組み合わせ

Cisco Jabberは暗号化さ

れていないインスタン

トメッセージを送受信

します。

Cisco Jabberは暗号化さ

れていないインスタン

トメッセージを送信し

ます。

Cisco Jabberはキー交換

をネゴシエートしませ

ん。そのため、他のク

ライアントは Cisco
Jabber の暗号化された

インスタントメッセー

ジを送信しません。

なし[IMのAES符号化をサポートする

（Support AES Encoding For IM）]
= false

[IM の符号化をサポートしない

（Support No Encoding For IM）] =
true

Cisco Jabberは暗号化さ

れたインスタントメッ

セージを送信します。

Cisco Jabberは暗号化さ

れていないインスタン

トメッセージを受信し

ます。

Cisco Jabberは暗号化さ

れたインスタントメッ

セージを送受信しま

す。

Cisco Jabberには、イン

スタントメッセージが

暗号化されていること

を示すアイコンが表示

されます。

○[IMのAES符号化をサポートする

（Support AES Encoding For IM）]
= True

[IM の符号化をサポートしない

（Support No Encoding For IM）] =
true

Cisco Jabberは、リモー

トクライアントに対し

てインスタント メッ

セージの送受信を行い

ません。

ユーザがリモートクラ

イアントにインスタン

トメッセージを送信し

ようとすると、Cisco
Jabber にエラー メッ

セージが表示されま

す。

Cisco Jabberは暗号化さ

れたインスタントメッ

セージを送受信しま

す。

Cisco Jabberには、イン

スタントメッセージが

暗号化されていること

を示すアイコンが表示

されます。

○[IMのAES符号化をサポートする

（Support AES Encoding For IM）]
= True

[IM の符号化をサポートしない

（Support No Encoding For IM）] =
false
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http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_6_1/ccmcfg/b06siprf.html
http://www.cisco.com/en/us/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/9_0_1/ccmcfg/cucm_bk_cdf59afb_00_admin-guide_chapter_01001110.html


• ポート範囲の上半分は、ビデオ ストリーム用

たとえば、3000 のスタート メディア ポートおよび 4000 のエンド メディア ポートを使用する場

合、クライアントはポート経由で次のようにメディアを送信します。

• オーディオ ストリームのポート：3000 ～ 3501

• ビデオ ストリームのポート：3502 ～ 4000

オーディオメディアおよびビデオメディアのポート範囲を分割する結果として、クライアントに

より識別可能なメディア ストリームが作成されます。IPパケットのヘッダー内のDSCP値を設定

することで、それらのメディア ストリームを分類し、優先させることができます。

DSCP 値を設定するオプション

次の表に、DSCP 値の設定に関するオプションを示します。

Microsoft Windows 7DSCP 値を設定する方式

○Microsoft グループ ポリシーを用いた DSCP 値

の設定

○ネットワーク スイッチおよびルータでのDSCP
値の設定

なしCiscoUnified CommunicationsManagerでのDSCP
値の設定

Cisco Unified Communications Manager での DSCP 値の設定

Cisco Unified Communications Manager で音声メディアとビデオ メディアの DSCP 値を設定できま

す。そうすれば、Cisco Jabber は、デバイス設定から DSCP 値を取得して、それらを RTP メディ

ア パケットの IP ヘッダーに直接適用できます。

Microsoft Windows 7 などの新しいオペレーティング システムには、アプリケーションで IP パ

ケットヘッダーのDSCP値が設定できないようにするセキュリティ機能が実装されています。

そのため、Microsoft グループ ポリシーなどの DSCP 値をマーキングするための代替方式を使

用する必要があります。

制約事項

フレキシブル DSCP 値の設定の詳細については、『Configure Flexible DSCP Marking and Video
Promotion Service Parameters』を参照してください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービス パラメータ（Service Parameters）] の順に選択します。
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http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc771283%28v=ws.10%29.aspx


手順

Cisco Jabber for Mac で、[Jabber] > [設定（Preferences）] > [コール（Calls）] > [詳細（Advanced）]
に移動し、[コールの Diffserv の有効化（Enable Differentiated Service for Calls）] を選択します。

ネットワーク内の DSCP 値の設定

スイッチおよびルータを設定し、RTP メディアの IP ヘッダーで DSCP 値をマーキングします。

ネットワーク内の DSCP 値を設定するには、クライアント アプリケーションからの異なるスト

リームを識別する必要があります。

• メディア ストリーム：クライアントは音声ストリームとビデオ ストリームに別々のポート

範囲を使用するため、それらのポート範囲に基づいて音声メディアとビデオメディアを区別

できます。SIP プロファイルのデフォルトのポート範囲を使用して、次のようにメディア パ

ケットをマーキングする必要があります。

• 音声メディアは、EF として、16384 ～ 24574 のポートでストリーミング

• ビデオ メディアは、AF41 として、24575 ～ 32766 のポートでストリーミング

• シグナリング ストリーム：SIP、CTI QBE、および XMPP に必要なさまざまなポートに基づ

いて、クライアントとサーバ間のシグナリングを識別できます。たとえば、Cisco Jabber と

Cisco Unified Communications Manager 間の SIP シグナリングはポート 5060 を介して行われま

す。

AF31 としてシグナリング パケットをマーキングする必要があります。

プロトコルハンドラ

Cisco Jabber は、次のプロトコル ハンドラをオペレーティング システムに登録し、クリックツー

コールまたはクリックツー IM 機能を Web ブラウザやその他のアプリケーションから使用できる

ようにします。

• XMPP: または XMPP://

Cisco Jabber でインスタント メッセージを開始し、チャット ウィンドウを開きます。

• IM: または IM://

Cisco Jabber でインスタント メッセージを開始し、チャット ウィンドウを開きます。

• TEL: または TEL://

Cisco Jabber で音声またはビデオ コールを開始します。

TEL は Apple 純正の電話機に登録されます。Cisco Jabber for iPhone and iPad を

相互起動するために使用することはできません。

（注）

• CISCOTEL: または CISCOTEL://

Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
95

QoS の設定







音声およびビデオのパフォーマンス参照

次のデータは、ラボ環境でのテストに基づいています。このデータは、帯域幅の使用状況の点

で予想できる内容を提供することを目的としています。このトピックの内容は、完全な内容を

示したり、帯域幅の使用状況に影響を与える可能性があるすべての メディア シナリオを反映

したりするものではありません。

注目

Cisco Jabber デスクトップクライアントの音声ビットレート

次の音声ビット レートが Cisco Jabber for Windows と Cisco Jabber for Mac に適用されます。

注記実際のビットレート（kbit/秒）RTP（kbit/秒）コー

デック

高品質な圧縮54/6224/32G.722.1

標準的な非圧縮8064G.711

低品質な圧縮388G.729a

Cisco Jabber モバイルクライアントの音声ビットレート

次の音声ビット レートが、Cisco Jabber for iPad and iPhone と Cisco Jabber for Android に適用されま

す。

利用ネットワーク帯域幅（kbit/秒）コーデックビットレート（kbit/
秒）

コーデック

8064g.711

4832g.722.1

4024g.722.1

248g.729a

Cisco Jabber デスクトップクライアントのビデオビットレート

次のビデオ ビット レート（g.711音声を使用）は、Cisco Jabber for Windowsと Cisco Jabber for Mac
に適用されます。この表は、想定される解像度をすべて網羅しているわけではありません。
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g.711 音声で測定されたビットレート（kbit/秒）ピクセル解像度

156256 x 144w144p

320512 x 288w288p

これが Cisco Jabberのビデオ レ

ンダリングウィンドウのデフォ

ルト サイズです。

570768 x 448w448p

8901024 x 576w576p

13001280 X 720720p

測定されたビットレートは、実際の使用帯域幅（RTPペイロード+IPパケットのオーバーヘッ

ド）です。

（注）

Cisco Jabber for Android のビデオビットレート

クライアントは 15 fps でビデオをキャプチャして送信します。

g.711 音声でのビットレート（kbit/秒）ピクセル解像度

290256 x 144w144p

340512 x 288w288p

415640 X 360w360p

Cisco Jabber for iPhone and iPad のビデオビットレート

クライアントは 20 fps でキャプチャおよび送信します。

g.711 音声でのビットレート（kbit/秒）ピクセル解像度

290256 x 144w144p

340512 x 288w288p

415640 X 360w360p

10241280 X 720w720p
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プレゼンテーションのビデオビットレート

Cisco Jabber は 8 fps でキャプチャし、2 ～ 8 fps で送信します。

この表の値には、音声は含まれていません。

8 fps でのワイヤビットレートの概算値（kbit/秒）2 fps でのワイヤビットレー
トの概算値（kbit/秒）

ピクセル

16441720 x 480

18847704 x 576

320801024 X 768

364911280 X 720

4001001280 x 800

ネゴシエートされた最大ビットレート

Cisco Unified Communications Manager の [リージョンの設定（Region Configuration）] ウィンドウ

で、最大ペイロードビットレートを指定します。この最大ペイロードビットレートには、パケッ

トオーバーヘッドは含まれません。したがって、使用される実際のビットレートは、指定した最

大ペイロード ビット レートよりも大きくなります。

次の表に、Cisco Jabber による最大ペイロード ビット レートの割り当て方法に関する説明を示し

ます。

双方向ビデオ（メインビデオ）音声

Cisco Jabber は次のように残りのビット レートを割り当て

ます。

ビデオ コールの最大ビット レートから音声のビット レー

トを引きます。

Cisco Jabber は最大音声ビット レー

トを使用します。

Cisco Jabber デスクトップクライアントの帯域幅パフォーマンス予測

Cisco Jabber for Mac は、音声用のビット レートを分離してから、残りの帯域幅をインタラクティ

ブビデオとプレゼンテーションビデオに均等に分割します。次の表では、帯域幅ごとに達成でき

るパフォーマンスを理解するのに役立つ情報について説明します。
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音声 + インタラクティブビデ
オ（メインビデオ）

音声アップロード速度

帯域幅はビデオ用に不十分で

す。

g.711 の帯域幅のしきい値レベルで

す。帯域幅は g.729aおよび g.722.1用

に十分です。

125 kbps（VPN）

w288p（512x288）（30 fps）帯域幅は音声コーデック用に十分で

す。

384 kbps（VPN）

w288p（512x288）（30 fps）帯域幅は音声コーデック用に十分で

す。

384 kbps（企業ネットワー

ク）

w576p（1024x576）（30 fps）帯域幅は音声コーデック用に十分で

す。

1000 kbps

w720p30（1280 x 720）（30
fps）

帯域幅は音声コーデック用に十分で

す。

2000 kbps

Cisco Jabber for Windows は、音声用のビット レートを分離してから、残りの帯域幅をインタラク

ティブビデオとプレゼンテーションビデオに均等に分割します。次の表では、帯域幅ごとに達成

できるパフォーマンスを理解するのに役立つ情報について説明します。

音声 + インタラク
ティブビデオ + プ
レゼンテーション

ビデオ

音声 + プレゼン
テーションビデオ

（デスクトップ共

有ビデオ）

音声 + インタラク
ティブビデオ（メ

インビデオ）

音声アップロード速度

帯域幅はビデオ用

に不十分です。

帯域幅はビデオ用

に不十分です。

帯域幅はビデオ用

に不十分です。

g.711 の帯域幅の

しきい値レベルで

す。帯域幅は

g.729a および

g.722.1用として十

分です。

.

125 kbps（VPN）

w144p（256 x
144）（30 fps）+
1280 x 720（2 fps
以上）

1280 x 800（2 fps
以上）

w288p（512x288）
（30 fps）

帯域幅は音声コー

デック用に十分で

す。

384 kbps（VPN）

w144p（256 x
144）（30 fps）+
1280 x 800（2 fps
以上）

1280 x 800（2 fps
以上）

w288p（512x288）
（30 fps）

帯域幅は音声コー

デック用に十分で

す。

384 kbps（企業

ネットワーク）
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音声 + インタラク
ティブビデオ + プ
レゼンテーション

ビデオ

音声 + プレゼン
テーションビデオ

（デスクトップ共

有ビデオ）

音声 + インタラク
ティブビデオ（メ

インビデオ）

音声アップロード速度

w288p（512 x
288）（30 fps）+
1280 x 800（8
fps）

1280 x 800（8
fps）

w576p
（1024x576）（30
fps）

帯域幅は音声コー

デック用に十分で

す。

1000 kbps

w288p（1024 x
576）（30 fps）+
1280 x 800（8
fps）

1280 x 800（8
fps）

w720p30（1280 x
720）（30 fps）

帯域幅は音声コー

デック用に十分で

す。

2000 kbps

VPN でペイロードのサイズを大きくすると、帯域幅の消費が増えることに注意してください。

Cisco Jabber for Android の帯域幅パフォーマンス予測

VPN でペイロードのサイズを大きくすると、帯域幅の消費が増えることに注意してください。

音声 + インタラクティブビデオ（メインビ
デオ）

音声アップロード速

度

帯域幅はビデオ用に不十分です。g.711 の帯域幅のしきい値レベ

ルです。帯域幅はビデオ用に不

十分です。

帯域幅は g.729a および g.722.1
用に十分です。

125 kbps（VPN）

送信レート（Tx）：15 fps で 256 X 144

受信レート（Rx）：30 fps で 256 X 144

帯域幅は音声コーデック用に十

分です。

256 kbps

Tx：15 fps で 640 X 360

Rx：30 fps で 640 X 360

帯域幅は音声コーデック用に十

分です。

384 kbps（VPN）

Tx：15 fps で 640 X 360

Rx：30 fps で 640 X 360

帯域幅は音声コーデック用に十

分です。

384 kbps（企業

ネットワーク）
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デバイスの機能上の制限により、SamsungGalaxy SIIおよびSamsungGalaxy SIIIデバイスでは、

この表に示す最大解像度を達成できません。

（注）

Cisco Jabber for iPhone and iPad の帯域幅パフォーマンス予測

クライアントは音声のビットレートを分けてから、インタラクティブビデオとプレゼンテーショ

ン ビデオの間で残りの帯域幅を均等に分けます。次の表では、帯域幅ごとに達成できるパフォー

マンスを理解するのに役立つ情報について説明します。

VPN でペイロードのサイズを大きくすると、帯域幅の消費が増えることに注意してください。

音声 + インタラクティブビデオ（メイ
ンビデオ）

音声アップロード速度

帯域幅はビデオ用に不十分です。g.711 の帯域幅のしきい値レベルで

す。帯域幅はビデオ用に不十分です。

帯域幅は g.729a および g.722.1 用に十

分です。

125 kbps（VPN）

256 X 144（20 fps）帯域幅は音声コーデック用に十分で

す。

290 kbps

640 x 360（20 fps）帯域幅は音声コーデック用に十分で

す。

415 kbps

1280 x 720（20 fps）帯域幅は音声コーデック用に十分で

す。

1024 kbps

ビデオレートアダプテーション

Cisco Jabber は、ビデオ レート アダプテーションを使用して、最適なビデオ品質を調整します。

ビデオ レート アダプテーションは、ビデオのビット レートのスループットを動的に増減して、

有効な IP パスの帯域幅でリアルタイムの変動を処理します。

Cisco Jabberユーザは、ビデオ コールが低解像度で始まり、短時間で高解像度になることを期待し

ているはずです。Cisco Jabberは、後続のビデオ コールが最適な解像度で開始されるように、履歴

を保存します。
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クライアントによる利用可能なサービスの検出方法

次の図は、クライアントがサービスへの接続に使用するフローを示しています。

図 6：サービスディスカバリのログインフロー

使用可能なサービスを検出するため、クライアントは次の処理を実行します。

1 ネットワークがファイアウォールの内側に存在するのか、外側に存在するのか、Expressway for
Mobile and Remote Access が展開されているかどうかを確認します。ネーム サーバにクエリを

送信して、DNS サービス（SRV）レコードを取得します。

2 ネットワーク変更のモニタを開始します。

Expressway for Mobile and Remote Access が展開されている場合、クライアントはネットワーク

をモニタして、ネットワークがファイアウォールの内側または外側から切り替わったときに再

接続できるようにします。

3 Cisco WebEx Messenger サービス用の CAS URL に対して HTTP クエリを発行します。
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単一ドメイン（スプリット ブレイン）

次の図は、スプリット ブレイン ドメインがある単一ドメイン設計を示しています。

図 10：単一ドメイン（スプリットブレイン）

2 つの DNS ゾーンが同一のドメインを表します。内部ネーム サーバ内の DNS ゾーンと外部ネー

ム サーバ内の DNS ゾーンです。

内部ネームサーバと外部ネームサーバは、どちらも単一ドメインに対して権限がありますが、異

なるホスト コミュニティに対応します。

• 社内ネットワーク内のホストは、内部ホスト ネーム サーバだけにアクセスします。

• パブリック インターネットのホストは、外部ネーム サーバだけにアクセスします。

• 社内ネットワークとパブリック インターネットを行き来するホストは、時によって異なる

ネーム サーバにアクセスします。

単一ドメイン（非スプリット ブレイン）

次の図は、スプリット ブレイン ドメインがない単一ドメイン設計を示しています。

図 11：単一ドメイン（非スプリットブレイン）

単一ドメイン（非スプリット ブレイン）設計では、内部および外部ホストは 1 セットのネーム

サーバとして扱われ、同じ DNS 情報にアクセスできます。
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この設計は、内部ネットワークに関する多くの情報を公開し攻撃にさらすことになるため、一

般的ではありません。

重要

SRV レコードの導入
クライアントは、サービス ドメインでレコードのネーム サーバをクエリーします。サービス ド

メインは、クライアントによる利用可能なサービスの検出方法, （106ページ）で説明されている

方法で判定されます。

異なるサービスドメインを使用するユーザのサブセットが組織に複数存在する場合、サービスド

メインの各 DNS ゾーンに SRV レコードを導入する必要があります。

独立ドメイン構造での SRV レコード導入

独立ネーム設計では、内部ドメインと外部ドメインの 2 つのドメインがあります。クライアント

は、サービス ドメインで SRV レコードをクエリーします。内部ネーム サーバがサービス ドメイ

ンのレコードを扱う必要があります。しかし、独立ネーム設計では、サービス ドメイン用のゾー

ンが内部ネーム サーバにない可能性があります。

サービス ドメインが内部ドメイン ネーム サーバで現在扱われていない場合、次のように処理で

きます。

• サービス ドメイン用の内部ゾーンにレコードを導入する。

• 内部ネーム サーバ上のピンポイント サブドメイン ゾーンにレコードを導入する。

サービス ドメインへの内部ゾーンの使用

内部ネーム サーバにサービス ドメイン用のゾーンがまだない場合、作成できます。この方式で

は、内部ネーム サーバにサービス ドメインに対する権限を持たせます。内部ネーム サーバは権

限を持っているので、他のネーム サーバにクエリーを転送しません。

この方式は、ドメイン全体のフォワーディング関係を変え、内部DNS構造を混乱させることがあ

ります。サービスドメインの内部ゾーンを作成できない場合、内部ネームサーバにピンポイント

サブドメイン ゾーンを作成できます。

ピンポイント サブドメイン ゾーンの使用

シスコの内部固定ピンポイントサブドメインでのDNSレコードの検索は、次のバージョンのCisco
Jabber でのみ使用可能なサービス ディスカバリ用のレガシー機能です。

• Cisco Jabber for Windows 9.6 x

• Cisco Jabber for iPhone and iPad 9.6.0

固定ピンポイント サブドメインのサポートは、新バージョンの Cisco Jabber では、新しい

VoiceServicesDomain 設定キーのサポートに置き換わりました。

サービス ディスカバリを使用してピンポイント サブドメインを置き換える場合の設定例：
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第 3 章

導入シナリオ

• クラウドベース展開, 121 ページ

• オンプレミス展開, 124 ページ

• Cisco AnyConnect の展開, 128 ページ

• シングル サインオンを使用した展開, 137 ページ

クラウドベース展開

クラウドベース展開は、Cisco WebEx がサービスをホストする展開の 1 つです。Cisco WebEx 管理

ツールでクラウドベース展開を管理および監視します。
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クラウドベースの図

次の図は、クラウドベース展開のアーキテクチャを図示したものです。

図 12：クラウドベースのアーキテクチャ

以下は、クラウドベース展開で使用できるサービスです。

• 連絡先ソース：Cisco WebEx Messenger サービスが連絡先を解決します。

• プレゼンス：CiscoWebExMessengerサービスを使用すれば、ユーザは自分の対応可否を公開

し、他のユーザの対応可否にサブスクライブできます。

• インスタント メッセージング：Cisco WebEx Messenger サービスを使用すれば、インスタン

ト メッセージを送受信することができます。

• 会議：Cisco WebEx Meeting Center がホスト型ミーティング機能を提供します。
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ハイブリッドクラウドベースの図

次の図は、ハイブリッド クラウドベース展開のアーキテクチャを図示したものです。

図 13：ハイブリッドクラウドベースのアーキテクチャ

以下は、ハイブリッド クラウドベース展開で使用できるサービスです。

• 連絡先ソース：Cisco WebEx Messenger サービスが連絡先を解決します。

• プレゼンス：CiscoWebExMessengerサービスを使用すれば、ユーザは自分の対応可否を公開

して、他のユーザの対応可否にサブスクライブできます。

• インスタント メッセージング：Cisco WebEx Messenger サービスを使用すれば、インスタン

ト メッセージを送受信することができます。

• 会議：Cisco WebEx Meeting Center がホスト型ミーティング機能を提供します。

• 音声コール：ユーザは、デスクフォン デバイスを介して、または、コンピュータ上で Cisco
Unified Communications Manager を介して音声コールを発信します。

• ビデオ：Cisco Unified Communications Manager 経由でビデオ コールを発信します。
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• ボイスメール：Cisco Unity Connection 経由でボイス メッセージを送受信します。

オンプレミス展開

オンプレミス展開とは、社内ネットワークのすべてのサービスをセットアップ、管理、保守する

展開です。

製品モード

デフォルト製品モードは、ユーザのプライマリ認証が IM and Presence サーバで行われるモードで

す。

次のモードでクライアントを展開できます。

• フル UC：フル UC モードを展開するには、インスタント メッセージングとプレゼンス機能

を有効にし、ボイスメールと会議機能をプロビジョニングし、ユーザに音声とビデオ用のデ

バイスをプロビジョニングします。

• IM専用：IM専用モードを展開するには、インスタント メッセージングとプレゼンス機能を

有効にします。デバイスを使用してユーザをプロビジョニングしないでください。

• 電話機モード：電話機モードでは、ユーザのプライマリ認証が Cisco Unified Communications
Manager で行われます。電話機モードを展開するには、音声とビデオ機能用のデバイスを使

用してユーザをプロビジョニングします。また、ボイスメールなどの追加サービスを持つ個

人をプロビジョニングできます。

デフォルトモードの図

デフォルトの製品モードでのオンプレミス展開のためのアーキテクチャ図を確認します。

Unified Communications の全体図
このセクションでは、UnifiedCommunicationsのすべての機能を備えたオンプレミス展開のアーキ

テクチャ図について説明します。

完全な Unified Communications の展開、および IM 専用の展開のいずれも、ユーザのプライマ

リ認証ソースとして IM and Presence Service ノードが必要です。ただし、IM 専用の展開では

IM and Presence Service 機能のみが必要です。IM 専用の展開では、デバイスをユーザにプロビ

ジョニングする必要はありません。

メモ
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Cisco Unified Presence

次の図は、Cisco Unified Presence を含むオンプレミス展開のアーキテクチャを示しています。

図 14：オンプレミスアーキテクチャ

以下は、オンプレミス展開で使用できるサービスです。

• プレゼンス：Cisco Unified Presence 経由で対応可否を公開し、他のユーザの対応可否をサブ

スクライブします。

• IM：Cisco Unified Presence 経由で IM を送受信します。

• 音声コール：卓上電話機または Cisco Unified Communications Manager 経由のコンピュータを

使用して音声コールを発信します。

• ビデオ：Cisco Unified Communications Manager 経由でビデオ コールを発信します。

• ボイスメール：Cisco Unity Connection 経由でボイス メッセージを送受信します。

• 会議：次のいずれかと統合します。

• Cisco WebEx Meeting Center：ホスト型会議機能を提供します。

• Cisco WebEx Meetings Server：オンプレミス会議機能を提供します。
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Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service

次の図は、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service が含まれている、オンプ

レミス展開のアーキテクチャを示します。

図 15：オンプレミスアーキテクチャ

以下は、オンプレミス展開で使用できるサービスです。

• プレゼンス：Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service 経由で対応可否を

公開し、他のユーザの対応可否をサブスクライブします。

• IM：CiscoUnified CommunicationsManager IM and Presence Service経由で IMを送受信します。

• 音声コール：卓上電話機または Cisco Unified Communications Manager 経由のコンピュータを

使用して音声コールを発信します。

• ビデオ：Cisco Unified Communications Manager 経由でビデオ コールを発信します。

• ボイスメール：Cisco Unity Connection 経由でボイス メッセージを送受信します。

• 会議：次のいずれかと統合します。

• Cisco WebEx Meeting Center：ホスト型会議機能を提供します。
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• Cisco WebEx Meetings Server：オンプレミス会議機能を提供します。

電話モード

次の図は、電話モードでのオンプレミス展開のアーキテクチャを示します。

図 16：電話モードのアーキテクチャ

電話モードの展開で使用できるサービスは次のとおりです。

• 音声コール：卓上電話機または Cisco Unified Communications Manager 経由のコンピュータを

使用して音声コールを発信します。

• ビデオ：Cisco Unified Communications Manager 経由でビデオ コールを発信します。

• ボイスメール：Cisco Unity Connection 経由でボイス メッセージを送受信します。

• 会議：次のいずれかと統合します。

• Cisco WebEx Meeting Center：ホスト型会議機能を提供します。

• Cisco WebEx Meetings Server：オンプレミス会議機能を提供します。

このモードでは、Cisco Jabber for Android による会議はサポートされません。
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Cisco AnyConnect の展開
Cisco AnyConnect は、クライアントが Wi-Fi ネットワークやモバイル データ ネットワークなどの

リモートの場所から社内ネットワークに安全に接続できるようにするサーバ/クライアントインフ

ラストラクチャを意味します。

Cisco AnyConnect 環境は、次のコンポーネントで構成されます。

• Cisco 適応型セキュリティ アプライアンス：リモート アクセスを保護するためのサービスを

提供します。

• Cisco AnyConnect セキュア モビリティ クライアント：ユーザのデバイスから Cisco 適応型セ

キュリティ アプライアンスへのセキュアな接続を確立します。

このセクションでは、Cisco AnyConnect セキュア モビリティ クライアントを使用して Cisco 適応

型セキュリティ アプライアンス（ASA）を展開する場合に考慮すべき情報を提供します。Cisco
AnyConnect は、Cisco Jabber for Android と Cisco Jabber for iPhone and iPad 用にサポートされている

VPNです。サポートされていないVPNクライアントを使用している場合は、該当するサードパー

ティのマニュアルを使用してVPNクライアントがインストールされ、設定されていることを確認

します。

Cisco AnyConnectは、Cisco 5500シリーズASAへのセキュアな IPsec（IKEv2）または SSL VPN接

続をリモート ユーザに提供します。また、Cisco AnyConnectは、ASA からまたは社内ソフトウェ

ア展開システムを使用してリモートユーザに展開できます。ASAから展開する場合は、リモート

ユーザが、クライアントレス SSL VPN 接続を許可するように設定された ASA のブラウザで IP ア

ドレスまたはDNS名を入力することによって、ASAへの初期SSL接続を確立します。その後で、

ASAが、ブラウザウィンドウにログイン画面を表示し、ユーザがログインと認証を満たした場合

に、コンピュータのオペレーティング システムにマッチするクライアントをダウンロードしま

す。ダウンロード後、クライアントは自動的にインストールおよび設定され、ASA への IPsec
（IKEv2）接続または SSL 接続が確立されます。

Cisco 適応型セキュリティ アプライアンスと Cisco AnyConnect セキュア モビリティ クライアント

の要件については、「ソフトウェア要件」のトピックを参照してください。

関連トピック

Cisco ASA シリーズ ドキュメント一覧

Cisco AnyConnect Secure Mobility Client

アプリケーションプロファイル

CiscoAnyConnectセキュア モビリティ クライアントをデバイスにダウンロードした後で、ASAは

このアプリケーションに対してコンフィギュレーション プロファイルをプロビジョニングする必

要があります。

Cisco AnyConnect セキュア モビリティ クライアントのコンフィギュレーション プロファイルに

は、会社の ASA VPN ゲートウェイ、接続プロトコル（IPSec または SSL）、オンデマンド ポリ

シーなどの VPN ポリシー情報が含まれています。
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CiscoUnifiedCommunicationsManagerをドメイン名（IPアドレスではなく）経由でア

クセスするように設定し、このドメイン名がファイアウォールの外側で解決できな

いことを確認します。

•

• Cisco AnyConnectクライアント接続のConnect on Demandドメイン リストで、このド

メインを「必要に応じて接続（Connect If Needed）」リストに追加します。

• 常に接続する（Always Connect）

• 存在しないドメインにステップ 4 のパラメータを設定します。存在しないドメイン

はユーザがファイアウォールの内部または外部にいるときに、DNS クエリーが失敗

する原因となります。

• Cisco AnyConnectクライアント接続のConnect on Demandドメイン リストで、このド

メインを“常に接続（Always Connect）”リストに追加します。

URL は、ドメイン名だけを含む必要があります。プロトコルまたはパスは含めない

でください（たとえば、「https://cm8ondemand.company.com/vpn」の代わりに

「cm8ondemand.company.com」を使用します）。

b) Cisco AnyConnect で URL を入力し、このドメインに対する DNS クエリーが失敗することを確

認します。

ステップ 2 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 3 ユーザのデバイス ページに移動します。

ステップ 4 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）] セクションの [オンデマンドVPN
のURL（On-Demand VPN URL）] フィールドに、ステップ 1 で Cisco AnyConnect で特定して使用

した URL を入力します。

URLは、ドメイン名だけを含む必要があります。プロトコルやパスを含まないようにしてくださ

い。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

Cisco Jabber が開くと、URL への DNS クエリを開始します（たとえば、ccm-sjc-111.cisco.com）。

このURLが、この手順で定義したOnDemandのドメインリストのエントリ（たとえば、cisco.com）

に一致する場合、Cisco Jabber は間接的に AnyConnect VPN 接続を開始します。

次の作業

• この機能をテストしてください。

◦ このURLを iOSデバイスのインターネット ブラウザに入力し、VPNが自動的に起動す

ることを確認します。ステータス バーに、VPN アイコンが表示されます。

◦ VPNを使用して、iOSデバイスが社内ネットワークに接続できることを確認します。た

とえば、社内イントラネットのWebページにアクセスしてください。iOSデバイスが接

続できない場合は、ご利用の VPN 製品のプロバイダーに問い合わせてください。
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/SAML_SSO_deployment_guide/10_5_1/CUCM_BK_S52C3A64_00_saml-sso-deployment-guide-105.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/SAML_SSO_deployment_guide/10_5_1/CUCM_BK_S52C3A64_00_saml-sso-deployment-guide-105.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/10x/administration/guide/10xcucsagx/10xcucsag112.html
http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/index.htm?toc.htm?27036.htm
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/collaboration/webex-connect/Messenger_Administration_Guide.html?toc.htm?17443.htm
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/10x/administration/guide/10xcucsagx.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
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第 4 章

設定およびインストールのワークフロー

• クラウド ベースの展開におけるサーバ設定のワークフロー, 141 ページ

• オンプレミス展開におけるサーバ設定のワークフロー, 143 ページ

• ユーザ ベースの構成におけるサーバ設定のワークフロー, 145 ページ

クラウドベースの展開におけるサーバ設定のワークフロー

CUCM 9.x 以降を使用するクラウドベースの展開

手順

目的コマンドまたはアクション

クラウドベース展開用の IMandPresenceサービスの設

定, （171 ページ）。

ステップ 1   

オンプレミス展開用の音声およびビデオ通信の設定,
（176 ページ）。

ステップ 2   

Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x 以

降を使用したオンプレミス展開用のボイスメールの設

定, （282 ページ）。

ステップ 3   

クラウドベースの展開における会議の設定, （315ペー

ジ）。

ステップ 4   

クライアントの設定, （373 ページ）..ステップ 5   

これらの証明書が

サーバに存在する

クラウドベースのサーバの証明書要件, （368ページ）.ステップ 6   

ことを確認しま

す。

Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
141



目的コマンドまたはアクション

サービス ディスカバリを設定します。ステップ 7   

クライアントのインストール, （457 ページ）.ステップ 8   

CUCM 8.x を使用するクラウドベースの展開

手順

目的コマンドまたはアクション

クラウドベース展開用の IMandPresenceサービスの設

定, （171 ページ）。

ステップ 1   

オンプレミス展開用の音声およびビデオ通信の設定,
（176 ページ）。

ステップ 2   

Cisco Unified Communications Manager リリース 8.6 を

使用したオンプレミス展開用のボイスメールの設定,
（293 ページ）。

ステップ 3   

クラウドベースの展開における会議の設定, （315ペー

ジ）。

ステップ 4   

クライアントの設定, （373 ページ）。ステップ 5   

これらの証明書が

サーバに存在する

クラウドベースのサーバの証明書要件, （368 ペー

ジ）。

ステップ 6   

ことを確認しま

す。

サービス ディスカバリを設定します。ステップ 7   

クライアントのインストール, （457 ページ）.ステップ 8   
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オンプレミス展開におけるサーバ設定のワークフロー

CUCM 9.x 以降のオンプレミス展開における展開とインストールのワークフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Manager 9.x 以降を使

用したオンプレミス展開に関する IM and Presence
サービスの設定, （152 ページ）。

ステップ 1   

WebEx により設定。クラウドベースの展開における音声およびビデオ

通信の設定, （175 ページ）。

ステップ 2   

WebEx により設定。クラウドベースの展開におけるボイスメールの設

定, （281 ページ）.
ステップ 3   

会議の設定。ステップ 4   

• オンサイトの設定方法：WebExMeetingsServer
を使用したオンプレミス会議の設定, （303
ページ）。

• オフサイトの設定方法：WebExMeetingCenter
を使用したクラウドベースの会議の設定, （

309 ページ）。

クライアントの設定, （373 ページ）。ステップ 5   

CSRの要求後に遅延が発生

した場合は、サービスを設

認証局により署名された証明書の取得, （364ペー

ジ）。

ステップ 6   

定する前に CSR を要求し

ておいて、クライアントを

インストールする前に証明

書を適用できます。

サービス ディスカバリを設定します。ステップ 7   

クライアントのインストール, （457 ページ）.ステップ 8   
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CUCM 8.6.x および CUP でのオンプレミス展開における展開とインストールのワーク
フロー

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Unified Communications Manager 8.x および

CiscoUnified Presenceを使用したオンプレミス展開

ステップ 1   

に関する IM and Presence サービスの設定, （153
ページ）。

WebEx により設定。クラウドベースの展開における音声およびビデオ

通信の設定, （175 ページ）。

ステップ 2   

WebEx により設定。クラウド ベースの展開におけるボイスメールの設

定, （281 ページ）

ステップ 3   

会議の設定。ステップ 4   

• オンサイト会議の設定方法：WebEx Meetings
Server を使用したオンプレミス会議の設定,
（303 ページ）。

• オフサイト会議の設定方法：WebEx Meeting
Center を使用したクラウドベースの会議の設

定, （309 ページ）。

クライアントの設定, （373 ページ）。ステップ 5   

CSRの要求後に遅延が発生

した場合は、サービスを設

認証局により署名された証明書の取得, （364ペー

ジ）。

ステップ 6   

定する前に CSR を要求し

ておいて、クライアントを

インストールする前に証明

書を適用できます。

サービス ディスカバリを設定します。ステップ 7   

クライアントのインストール, （457 ページ）.ステップ 8   
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CUCM 9.x 以降の電話限定モードでの展開とインストールのワークフロー

手順

目的コマンドまたはアクション

社内ディレクトリ サーバとの同期および認

証を設定します。

ディレクトリ同期および認証の

セットアップ, （432 ページ）。

ステップ 1   

展開に応じた音声およびビデオ通信を設定し

ます。

音声およびビデオ通信の設定, （

175 ページ）.
ステップ 2   

展開に応じたボイスメールを設定します。ボイスメールの設定, （281 ペー

ジ）.
ステップ 3   

展開に応じた会議機能を設定します。会議の設定, （303 ページ）.ステップ 4   

ユーザ エクスペリエンスとクライアントの

機能は、設定ファイルにより制御されます。

クライアントの設定, （373 ペー

ジ）.
ステップ 5   

設定ファイルの作成は、アプリケーション展

開の重要な部分です。

追加クライアントのカスタマイズは、Cisco
Jabber for Windows や Cisco Jabber for Mac の

インストール時に実行できます。

クライアントのインストール, （

457 ページ）.
ステップ 6   

ユーザベースの構成におけるサーバ設定のワークフロー

このセクションでは、Cisco Unified Communications Manager 9.x 以降を使用して Cisco Jabber のオ

ンプレミス展開を設定する方法について、ユーザ作成の主要作業を基にして説明します。このセ

クションは、次の 3 段階から構成されています。

• ユーザ作成前のタスク

• ユーザ作成タスク

• ユーザ作成後のタスク

ユーザ作成前のワークフロー

はじめる前に

このワークフローでは、Cisco Unified Communications Manager、Cisco Unity Connection、およびそ

の他のサポート サービスがすべて正常にインストール済みであることを前提としています。それ
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目的コマンドまたはアクション

展開に応じた会議機能を設定します。会議の設定, （303 ページ）.ステップ 5   

ユーザ作成後のワークフロー

はじめる前に

ここでは、ユーザとデバイスのプロビジョニング後に実行されるタスクについて説明します。

手順

目的コマンドまたはアクション

ユーザ エクスペリエンスとクライアントの機能

は、設定ファイルにより制御されます。設定ファ

クライアントの設定, （373
ページ）.

ステップ 1   

イルの作成は、アプリケーション展開の重要な部

分です。

追加クライアントのカスタマイズは、Cisco Jabber
forWindowsやCisco Jabber for Macのインストール

時に実行できます。

クライアントのインストール,
（457 ページ）.

ステップ 2   
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第 II 部

インフラストラクチャの設定
• IM and Presence サービスの設定, 151 ページ

• 音声およびビデオ通信の設定, 175 ページ

• ボイスメールの設定, 281 ページ

• 会議の設定, 303 ページ

• ディレクトリ統合の設定, 317 ページ

• 証明書の検証設定, 363 ページ





第 5 章

IM and Presence サービスの設定

• オンプレミス展開用の IM and Presence サービスの設定, 151 ページ

• クラウドベース展開用の IM and Presence サービスの設定, 171 ページ

オンプレミス展開用の IM and Presence サービスの設定

Cisco Unified Communications Manager 10.5 以降を使用したオンプレミス展開に関する
IM and Presence サービスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

必須サービスの有効化と開始, （153 ページ）ステップ 1   

サービス プロファイルの作成, （154 ページ）ステップ 2   

連絡先リストの一括事前入力, （155 ページ）ステップ 3   

メッセージの設定の有効化, （155 ページ）ステップ 4   

ファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化, （157ペー

ジ）

ステップ 5   

プレゼンス サブスクリプション要求のプロンプト, （157
ページ）

ステップ 6   

一時プレゼンス, （159 ページ）ステップ 7   

Microsoft SharePoint 2010 および 2013 でのプレゼンスの設

定, （162 ページ）

ステップ 8   

ユーザの設定を行う, （163 ページ）ステップ 9   

予定表イベントのプレゼンスの有効化, （165 ページ）ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

パーシステント チャットの設定, （166 ページ）ステップ 11   

Cisco Unified Communications Manager 9.x 以降を使用したオンプレミス展開に関する
IM and Presence サービスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

必須サービスの有効化と開始, （153 ページ）ステップ 1   

サービス プロファイルの作成, （154 ページ）ステップ 2   

連絡先リストの一括事前入力, （155 ページ）ステップ 3   

メッセージの設定の有効化, （155 ページ）ステップ 4   

ファイル転送とスクリーンキャプチャの有効化, （157ペー

ジ）

ステップ 5   

プレゼンス サブスクリプション要求のプロンプト, （157
ページ）

ステップ 6   

一時プレゼンス, （159 ページ）ステップ 7   

IM and Presence サービスの追加, （160 ページ）ステップ 8   

IM and Presence サービスの適用, （161 ページ）ステップ 9   

Microsoft SharePoint 2010 および 2013 でのプレゼンスの設

定, （162 ページ）

ステップ 10   

ユーザの設定を行う, （163 ページ）ステップ 11   

予定表イベントのプレゼンスの有効化, （165 ページ）ステップ 12   

パーシステント チャットの設定, （166 ページ）ステップ 13   
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Cisco Unified Communications Manager 8.x および Cisco Unified Presence を使用したオ
ンプレミス展開に関する IM and Presence サービスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

必須サービスの有効化と開始, （153 ページ）ステップ 1   

連絡先リストの一括事前入力, （155 ページ）ステップ 2   

メッセージの設定の有効化, （155 ページ）ステップ 3   

機能割り当ての指定, （156 ページ）ステップ 4   

プレゼンスサブスクリプション要求のプロンプト, （157ペー

ジ）

ステップ 5   

Microsoft SharePoint 2010および 2013でのプレゼンスの設定,
（162 ページ）

ステップ 6   

一時プレゼンス, （159 ページ）ステップ 7   

予定表イベントのプレゼンスの有効化, （165 ページ）ステップ 8   

必須サービスの有効化と開始

必須サービスにより、サーバ間の通信が可能になり、クライアントにさまざまな機能が提供され

ます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified IM and Presence のサービスアビリティ（Cisco Unified IM and Presence Servicability）]
インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロール センターの機能サービス（Control Center - Feature Services）]を

選択します。

ステップ 3 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから適切なサーバを選択します。

ステップ 4 次の各サービスが開始され、かつ有効になっていることを確認します。

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Sync Agent

• Cisco XCP Authentication Service

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP Text Conference Manager
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• Cisco Presence Engine

ステップ 5 [ツール（Tools）] > [コントロール センターのネットワーク サービス（Control Center - Network
Services）] を選択します。

ステップ 6 [サーバ（Server）] ドロップダウン リストから適切なサーバを選択します。

ステップ 7 Cisco XCP Router Service が実行されていることを確認します。

次の作業

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービス リリース 9.x 以降を使用して

いる場合は、サービス プロファイルの作成, （154 ページ）。

• Cisco Unified Presence リリース 8.6 を使用している場合は、連絡先リストの一括事前入力, （

155 ページ）。

サービスプロファイルの作成

Cisco Unified Communications Manager で追加したサービスの設定を含むサービス プロファイルを

作成します。ユーザのエンドユーザ設定にサービスプロファイルを追加します。これにより、ク

ライアントは、利用可能なサービスの設定をサービス プロファイルから取得できます。

はじめる前に

必須サービスの有効化と開始, （153 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービス プロファイル（Service
Profile）] の順に選択します。

[サービス プロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[サービス プロファイルの設定（Service Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [サービス プロファイルの設定（Service Profile Configuration）] ウィンドウに次のように設定を入

力します。

a) [名前（Name）] フィールドにサービス プロファイルの一意な名前を指定します。

b) 必要に応じて、[システム デフォルトのサービス プロファイルに設定（Make this the default
service profile for the system）] を選択します。

電話モードの場合は、[IMandPresenceプロファイル（IMandPresence Profile）]セクショ

ンで、[プライマリ（Primary）] フィールドが [<なし>（<None>）] に設定されているこ

とを確認します。

（注）
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ステップ 4 他のメッセージング設定も適切に選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

Cisco Jabber は、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービス リリース

9.0.x の [プレゼンスの設定（Presence Settings）] ウィンドウで次の設定をサポートしませ

ん。

重要

• [ユーザの通話中に DND ステータスを使用する（Use DND status when user is on the
phone）]

• [ユーザがミーティングに参加しているときにDNDステータスを使用する（UseDND
status when user is in a meeting）]

次の作業

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービス リリース 9.x 以降を使用して

いる場合は、IM and Presence サービスの追加, （160 ページ）。

• Cisco Unified Presence リリース 8.6 を使用している場合は、機能割り当ての指定, （156 ペー

ジ）。

機能割り当ての指定

Cisco Unified Presence を使用する場合に、ユーザにインスタント メッセージ機能とプレゼンス機

能を提供するには、このタスクで次の手順を実行します。

はじめる前に

メッセージの設定の有効化, （155 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [ライセンス（Licensing）] > [機能割り当て（Capabilities Assignment）] の

順に選択します。

[機能割り当ての検索と一覧表示（Find andList CapabilitiesAssignments）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [機能割り当てを次の条件で検索（Find Capabilities Assignment where）]フィールドに適切なフィル

タを指定し、[検索（Find）] を選択してユーザの一覧を取得します。

ステップ 4 対象のユーザをリストから選択します。

[機能割り当ての設定（Capabilities Assignment Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [機能割り当ての設定（Capabilities Assignment Configuration）] セクションで次の両方を選択しま

す。

• CUP を有効にする（Enable CUP）
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社内の連絡先からのプレゼンス サブスクリプション要求のプロンプトを有効、無効のいずれかに

することができます。クライアントは、社外の連絡先からのプレゼンス サブスクリプション要求

には、ユーザに許可を求めるプロンプトを常に表示します。

ユーザは、クライアントのプライバシー設定を次のように指定します。

社内（Inside Your Organization）

ユーザは社内の連絡先を許可するかブロックするかを選択できます。

• ユーザがプレゼンス サブスクリプション要求を許可することを選択し、

• [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンスステータスを表示でき

るようにする（Allow users to view the availability of other users without being prompted
for approval）] を選択した場合、クライアントはユーザにプロンプトを表示せず

に、すべてのプレゼンス サブスクリプション要求を自動的に許可します。

• [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンスステータスを表示でき

るようにする（Allow users to view the availability of other users without being prompted
for approval）] を選択しない場合、クライアントはすべてのプレゼンス サブスク

リプション要求でユーザにプロンプトを表示します。

• ユーザが連絡先をブロックすることを選択した場合、既存の連絡先のみがそれらのユー

ザの在席ステータスを参照できます。つまり、ユーザのプレゼンスにサブスクライブ

済みの連絡先のみが在席ステータスを確認できます。

組織内で連絡先を検索する際は、組織内のすべてのユーザの一時的な

在席ステータスが表示されます。しかし、ユーザ A がユーザ B をブ

ロックした場合、ユーザBには、検索一覧内のユーザAの一時的な在

席ステータスは表示されません。

（注）

社外（Outside Your Organization）

ユーザは、社外の連絡先に対する処理を次のオプションから選択できます。

• クライアントがプレゼンス サブスクリプション要求ごとにプロンプトを表示する。

• 既存の連絡先のみが在席ステータスを参照できるよう、すべての連絡先をブロックす

る。つまり、ユーザのプレゼンスにサブスクライブ済みの連絡先のみが在席ステータ

スを確認できます。

はじめる前に

この機能は、オンプレミス展開でサポートされ、Cisco Unified Communications Manager リリース

8.x 以降でのみ利用できます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence の管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] イン

ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）] の順に選択します。

[プレゼンスの設定（Presence Settings）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [確認プロンプトなしで、ユーザが他のユーザのプレゼンス ステータスを表示できるようにする

（Allow users to view the availability of other users without being prompted for approval）] を選択し、プ

ロンプトを無効にして、社内からのすべてのプレゼンス サブスクリプション要求を自動的に許可

します。

このオプションには、次の値があります。

• [選択済み（Selected）]：クライアントはプレゼンスサブスクリプション要求に対してユーザ

にプロンプトを表示しません。クライアントはユーザにプロンプトを表示せずに、すべての

プレゼンス サブスクリプション要求を自動的に許可します。

• [クリア済み（Cleared）]：クライアントは、プレゼンス サブスクリプション要求を許可する

かどうか尋ねるプロンプトをユーザに表示します。この設定では、ユーザの在席ステータス

を社内のほかのユーザが見られる状態である必要があります。

ステップ 4 [保存（Save）] を選択します。

一時プレゼンス

適用：すべてのクライアント

プライバシー制御強化のために一時プレゼンスを無効化します。このパラメータを設定すると、

Cisco Jabber がユーザの連絡先リスト内の連絡先にだけアベイラビリティ ステータスを表示しま

す。

はじめる前に

この機能は、オンプレミス展開でサポートされ、Cisco Unified Communications Manager リリース

9.x 以降が必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence の管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] イン

ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）] の順に選択します。

ステップ 3 [アドホック プレゼンス サブスクリプションを有効にする（Enable ad-hoc presence subscriptions）]
チェックボックスをオフにして、[保存（Save）] を選択します。
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Cisco Jabberは一時的なプレゼンスを表示しません。ユーザは、各自の連絡先リスト内の連絡先の

みのアベイラビリティ ステータスを確認できます。

Cisco Unified Presence での一時プレゼンスの無効化
プライバシー制御強化のために一時プレゼンスを無効化します。このパラメータを設定すると、

Cisco Jabber がユーザの連絡先リスト内の連絡先にだけアベイラビリティ ステータスを表示しま

す。

はじめる前に

この機能は、オンプレミス展開でサポートされ、Cisco Unified Communications Manager リリース

8.x 以降が必要です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 [プレゼンス（Presence）] > [設定（Settings）] の順に選択します。

ステップ 3 [アドホック プレゼンス サブスクリプションを有効にする（Enable ad-hoc presence subscriptions）]
チェックボックスをオフにして、[保存（Save）] を選択します。

Cisco Jabberは一時的なプレゼンスを表示しません。ユーザは、各自の連絡先リスト内の連絡先の

みのアベイラビリティ ステータスを確認できます。

IM and Presence サービスの追加
IM and Presence サービス機能をユーザに提供します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UC サービス（UC Service）]
を選択します。

[UC サービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。
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[UC サービスの設定（UC Service Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービス タイプ（UCService Type）]
ドロップダウン リストから [IM および Presence（IM and Presence）] を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）] を選択します。

ステップ 6 次のように IM and Presence サービスの詳細を入力します。

a) [製品のタイプ（Product Type）] ドロップダウン リストから [Unified CM (IM および Presence)
（Unified CM (IM and Presence)）] を選択します。

b) [名前（Name）] フィールドにサービスの名前を入力します。

入力した名前は、プロファイルにサービスを追加する際に表示されます。入力する名前は必

ず、一意的でわかりやすく、かつ意味が通じるものにしてください。

c) 必要であれば、[説明（Description）] フィールドに説明を入力します。

d) [ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP Address）]フィールドに、インスタント メッセージ/プレ

ゼンス サービスのアドレスを入力します。

サービスのアドレスは完全修飾ドメイン名または IP アドレスである必要がありま

す。

重要

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

IM and Presence サービスの適用

Cisco Unified Communications Manager で IM and Presence サービスを追加したら、クライアントが

設定を取得できるようにそのサービスをサービス プロファイルに適用する必要があります。

はじめる前に

IM and Presence サービスの追加, （160 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービス プロファイル（Service
Profile）] の順に選択します。

[サービス プロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービス プロファイルを検索し、それを選択します。

[サービス プロファイルの設定（Service Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [IM/プレゼンス プロファイル（IM and Presence Profile）]セクションで、次のドロップダウン リス

トから、サービスを最大 3 つ選択します。

• プライマリ（Primary）

• セカンダリ（Secondary）
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• ターシャリ（Tertiary）

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

ステップ 6 ユーザをサービス プロファイルに追加します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [エンド ユーザ（End User）] を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）] ダイアログボックスが開きます。

b) [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）] を選択してユーザを検索します。

c) リスト内のユーザをクリックします。

[エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウが表示されます。

d) [サービスの設定（Service Settings）] 領域で [ホーム クラスタ（Home Cluster）] チェックボッ

クスをオンにします。

e) [Unified CM IM and Presence のユーザを有効化（関連付けられている UC サービス プロファイ

ルで IM and Presence を設定）（Enable User for Unified CM IM and Presence (Configure IM and
Presence in the associated UC Service Profile)）] チェックボックスをオンにします。

f) [UC サービス プロファイル（UC Service Profile）] ドロップダウン リストからサービス プロ

ファイルを選択します。

ステップ 7 [保存（Save）] をクリックします。

Microsoft SharePoint 2010 および 2013 でのプレゼンスの設定
IM アドレスがメール アドレスと異なる状況で組織がユーザのプロファイルを定義する場合は、

クライアントと Microsoft SharePoint 2010 および 2013 の間でプレゼンス統合を有効にする追加設

定が必要になります。

はじめる前に

• Cisco Jabber for Windows クライアント専用。

• すべてのサイトが Microsoft SharePoint Central Administration（CA）と同期していることを確

認します。

• Microsoft SharePoint と Active Directory 間の同期がセットアップされていることを確認しま

す。

手順

ステップ 1 Microsoft SharePoint 2013を使用している場合は、次の情報でユーザの SharePoint CAプロファイル

ページを更新します。

a) [SIPアドレス（SIP Address）] プロファイル フィールドを空白のままにします。
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b) [勤務先電子メール（Work email）]プロファイル フィールドに、ユーザ プロファイルを入力し

ます。たとえば、john4mail@example.pst と入力します。

ステップ 2 Microsoft SharePoint 2010を使用している場合は、次の情報でユーザの SharePoint CAプロファイル

ページを更新します。

a) [SIPアドレス（SIP Address）] プロファイル フィールドに、ユーザ プロファイルを入力しま

す。たとえば、john4mail@example.pst と入力します。

b) [勤務先電子メール（Work email）] プロファイル フィールドを空白のままにします。

ユーザの設定を行う

ユーザの設定を行う場合は、インスタントメッセージおよびプレゼンスを有効にし、サービスプ

ロファイルをユーザに追加します。

はじめる前に

Microsoft SharePoint 2010 および 2013 でのプレゼンスの設定, （162 ページ）

ユーザの設定を個別に行う

インスタントメッセージおよびプレゼンスを有効にし、個々のユーザにサービスプロファイルを

追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [エンド ユーザ（End User）] を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）] フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索

（Find）] を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 4 対象のユーザ名をリストから選択します。

[エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [サービスの設定（Service Settings）] セクションに移動し、以下の操作を行います。

a) [ユーザに対して Unified CM IM and Presence を有効にする（Enable User for Unified CU IM and
Presence）] を選択します。

b) [UC サービス プロファイル（UC Service Profile）] ドロップダウン リストからサービス プロ

ファイルを選択します。
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Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x のみ：ユーザがインスタント メッ

セージおよびプレゼンスの機能しか使用していない（IM 専用）場合は、[デフォルト

の使用（UseDefault）]を選択する必要があります。CiscoUnifiedCommunicationsManager
リリース バージョン 9.x は、[UCサービスプロファイル（UC Service Profile）] ドロッ

プダウンリストから選択された項目に関係なく、常に、デフォルトサービスプロファ

イルを適用します。

重要

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

複数ユーザの設定を一括で行う

インスタントメッセージおよびプレゼンスを有効にし、複数のユーザにサービスプロファイルを

追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [一括管理（Bulk Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ユーザの更新（Update Users）] > [クエ

リー（Query）] を選択します。

[更新するユーザの検索と一覧表示（Find and List Users To Update）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）] フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索

（Find）] を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 4 [次へ（Next）] を選択します。

[ユーザの更新（Update Users Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 2 つある [ユーザに対して Unified CM IM and Presence を有効にする（Enable User for Unified CU IM
and Presence）] チェックボックスをどちらもオンにします。

[ユーザに対して Unified CM IM and Presence を有効にする（Enable User for Unified CU IM
and Presence）]チェックボックスは 2つあります。インスタント メッセージおよびプレゼ

ンスを無効にする場合は、いずれか一方のチェックボックスを選択します。インスタント

メッセージおよびプレゼンスを有効にする場合は、両方のチェックボックスを選択しま

す。

重要

ステップ 6 [UCサービス プロファイル（UC Service Profile）]チェックボックスをオンにし、そのドロップダ

ウン リストからサービス プロファイルを選択します。

Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x のみ：ユーザがインスタント メッセー

ジおよびプレゼンスの機能しか使用していない（IM 専用）場合は、[デフォルトの使用

（Use Default）] を選択する必要があります。

IM 専用ユーザの場合：Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x は、[UC サービ

スプロファイル（UC Service Profile）] ドロップダウン リストで選択された項目に関係な

く、常に、デフォルト サービス プロファイルを適用します。

重要
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注記推奨値パーシステントチャット設定

この値は、現在パーシステント

チャットに使用されていませ

ん。

管理者指定

（Administrator
Defined）

すべてのルームの参加および終了をアーカ

イブ（Archive all room joins and exits）

有効（Enabled）すべてのルームメッセージのアーカイブ

（Archive all room messages）

シスコでは、Enterprise 環境に
Cisco Unified Personal
Communicator が導入されてい

るのでない限り、[有効

（Enabled）] を推奨します。

管理者指定

（Administrator
Defined）

グループチャットのシステム管理者のみの

パーシステントチャットルームの作成を許

可する（Allow only group chat system
administrators to create persistent chat rooms）

管理者指定

（Administrator
Defined）

許可されるパーシステントチャットルーム

の最大数（Maximumnumber of persistent chat
rooms allowed）

デフォルト値

（Default Value）
データベース接続数（Number of connections
to the database）

デフォルト値

（Default Value）
データベース接続のハートビート間隔

（秒）（Database connection heartbeat interval
(seconds)）

デフォルト値

（Default Value）
パーシステントチャットルームのタイムア

ウト値（分）（Timeout value for persistent
chat rooms (minutes)）

デフォルト値

（Default Value）
許可されるルームの最大数（Maximum
number of rooms allowed）

無効（Disabled）デフォルトではルームはメンバー専用です

（Rooms are for members only by default）

Cisco Jabber がこの値を有効に

する必要があります。

有効（Enabled）ルームのオーナーは、ルームをメンバー専

用にするかどうかを変更できます（Room
owners can change whether or not rooms are for
members only）

Cisco Jabber がこの値を有効に

する必要があります。

有効（Enabled）他のユーザをメンバー専用ルームに招待で

きるのはモデレータのみです（Only
moderators can invite people to members-only
rooms）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

有効（Enabled）ルームのオーナーは、他のユーザをメン

バー専用ルームに招待できるのはモデレー

タに限定するかどうかを変更できます

（Room owners can change whether or not only
moderators can invite people to members-only
rooms）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ユーザは自分自身をメンバーとしてルーム

に追加できます（Users can add themselves
to rooms as members）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ユーザが自分自身を

メンバーとしてルームに追加できるように

するかどうかを変更できます（Roomowners
can change whether users can add themselves
to rooms as members）

Cisco Jabber がこの値を有効に

する必要があります。

有効（Enabled）ルーム内にいないメンバーや管理者がルー

ムに表示されたままです（Members and
administrators who are not in a room are still
visible in the room）

有効（Enabled）ルームのオーナーは、ルーム内にいないメ

ンバーや管理者がルームに表示されたまま

にするかどうかを変更できます（Room
owners can change whether members and
administrators who are not in a room are still
visible in the room）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームは古いクライアントと下位互換性が

あります（Rooms are backwards-compatible
with older clients）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームが古いクライ

アントと下位互換性があるかようにするど

うかを変更できます（Room owners can
change whether rooms are
backwards-compatible with older clients）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットで

サポートされていません。Cisco
Jabberは匿名ルームに参加でき

ません。

無効（Disabled）デフォルトで、ルームは匿名です（Rooms
are anonymous by default）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットで

サポートされていません。Cisco
Jabberは匿名ルームに参加でき

ません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームを匿名にする

かどうかを変更できます（Roomowners can
change whether or not rooms are anonymous）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
他のユーザをルームに招待できるユーザの

最低参加レベル（Lowest participation level
a user can have to invite others to the room）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、他のユーザをルーム

に招待できるユーザの最低参加レベルを変

更できます（Room owners can change the
lowest participation level a user can have to
invite others to the room）

シスコはデフォルト値を使用す

ることを推奨します。

管理者指定

（Administrator
Defined）

同時にルームに入れるユーザ数（Howmany
users can be in a room at one time）

管理者指定

（Administrator
Defined）

同時にルームに入れる非表示ユーザ数

（How many hidden users can be in a room at
one time）

デフォルト値

（Default Value）
デフォルトのルームの最大キャパシティ

（Default maximum occupancy for a room）

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーは、デフォルトのルーム

の最大キャパシティを変更できます（Room
owners can change default maximumoccupancy
for a room）

デフォルト値

（Default Value）
ルーム内からプライベートメッセージを送

信できるユーザの最低参加レベル（Lowest
participation level a user can have to send a
private message from within the room）

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーは、ルーム内からプライ

ベートメッセージを送信できるユーザの最

低参加レベルを変更できます（Roomowners
can change the lowest participation level a user
can have to send a private message from within
the room）
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注記推奨値パーシステントチャット設定

モデレータ

（Moderator）
ルームの話題を変更できるユーザの最低参

加レベル（Lowest participation level a user
can have to change a room's subject）

無効（Disabled）ルームのオーナーは、ルームの話題を変更

できるユーザの最低参加レベルを変更でき

ます

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

無効（Disabled）メッセージからすべての XHTML フォー

マットを削除（Remove all XHTML
formatting from messages）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

無効（Disabled）ルームのオーナーは、XHTML フォーマッ

トの設定を変更できます（Roomowners can
change XHTML formatting setting）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

無効（Disabled）デフォルトで、ルームの議論を管理

（Rooms are moderated by default）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
ルームオーナーは、デフォルトでルームを

モデレータ管理ルームにするかどうかを変

更できます（Room owners can change
whether rooms are moderated by default）

デフォルト値

（Default Value）
アーカイブから取得できるメッセージの最

大数（Maximum number of messages that can
be retrieved from the archive）

15～50の値を推奨します。[デ
フォルトでチャット履歴に表示

されるメッセージ数（Number
of messages in chat history
displayed by default）] 設定は、

常設チャット ルームに遡及的

に適用されません。設定を変更

する前に作成されたルームで

は、もともと設定されていた値

がそのまま使用されます。

管理者指定

（Administrator
Defined）

デフォルトでチャット履歴に表示される

メッセージ数（Number of messages in chat
history displayed by default）

この値は、Cisco Jabber では現

在パーシステント チャットに

使用されていません。

デフォルト値

（Default Value）
ルームのオーナーはチャット履歴に表示さ

れるメッセージ数を変更できます（Room
owners can change the number of messages
displayed in chat history）
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パーシステント チャット ルームは、作成時に設定を継承します。部屋の作成後に変更

された値は、変更が適用された後に作成されたルームだけに適用されます。

（注）

次の作業

パーシステント チャットのクライアント固有のパラメータが設定されていることを確認します。

詳細については、「クライアント パラメータ」を参照してください。

チャットルームでのファイル転送を有効にします。詳細については、「グループチャットとチャッ

ト ルームのファイル転送とスクリーン キャプチャの有効化」を参照してください。

関連トピック

クライアント パラメータ, （396 ページ）

クラウドベース展開用の IM and Presence サービスの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

IM and Presence サービスの設定, （171 ページ）ステップ 1   

Microsoft SharePoint 2010および 2013でのプレゼンスの設定,
（162 ページ）

ステップ 2   

プライバシー オプションの設定, （172 ページ）ステップ 3   

IM and Presence サービスの設定
ユーザが CiscoWebExMessengerサービスによって認証されると、IM and Presenceサービス機能が

提供されます。オプションで、CiscoWebEx管理ツールを使用して、IMandPresenceサービスフェ

デレーションを設定できます。

Microsoft SharePoint 2010 および 2013 でのプレゼンスの設定
IM アドレスがメール アドレスと異なる状況で組織がユーザのプロファイルを定義する場合は、

クライアントと Microsoft SharePoint 2010 および 2013 の間でプレゼンス統合を有効にする追加設

定が必要になります。

はじめる前に

• Cisco Jabber for Windows クライアント専用。
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• すべてのサイトが Microsoft SharePoint Central Administration（CA）と同期していることを確

認します。

• Microsoft SharePoint と Active Directory 間の同期がセットアップされていることを確認しま

す。

手順

ステップ 1 Microsoft SharePoint 2013を使用している場合は、次の情報でユーザの SharePoint CAプロファイル

ページを更新します。

a) [SIPアドレス（SIP Address）] プロファイル フィールドを空白のままにします。

b) [勤務先電子メール（Work email）]プロファイル フィールドに、ユーザ プロファイルを入力し

ます。たとえば、john4mail@example.pst と入力します。

ステップ 2 Microsoft SharePoint 2010を使用している場合は、次の情報でユーザの SharePoint CAプロファイル

ページを更新します。

a) [SIPアドレス（SIP Address）] プロファイル フィールドに、ユーザ プロファイルを入力しま

す。たとえば、john4mail@example.pst と入力します。

b) [勤務先電子メール（Work email）] プロファイル フィールドを空白のままにします。

プライバシーオプションの設定

クラウドベースの展開では、プレゼンス サブスクリプション要求のデフォルト設定を指定できま

す。

手順

ステップ 1 Cisco WebEx 管理ツールを開きます。

ステップ 2 [設定（Configuration）] タブを選択します。

ステップ 3 [クライアントの接続（Connect Client）] セクションで、[一般 IM（General IM）] を選択します。

[一般 IM（General IM）] ペインが開きます。

ステップ 4 次のように、連絡先リストで適切なオプションを選択します。

説明オプション

クライアントがプレゼンスサブスクリプション要求をどのよ

うに処理するか設定するためのデフォルト オプションとし

て、[社内の連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept
requests automatically from contacts in my organization）] が自動

的に設定されます。ユーザは、[オプション（Options）]ウィ

ンドウでデフォルト オプションを変更できます。

[ユーザによる「連絡先リスト要求

のオプション」設定を許可する

（Allow users to set "Options for
contact list requests"）] を選択する
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説明オプション

クライアントがプレゼンスサブスクリプション要求を処理す

る方法を設定します。ユーザは設定を変更できません。これ

らの設定は、[オプション（Options）]ウィンドウで使用でき

ません。

次のオプションのいずれかを選択します。

• すべての連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept
requests automatically from all contacts）

• 社内の連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept
requests automatically from contacts in my organization）

• 要求ごとに通知する（Prompt me for each request）

[ユーザによる「連絡先リスト要求

のオプション」設定を許可する

（Allow users to set "Options for
contact list requests"）] を選択しな

い

連絡先リスト要求をクライアントがどのように処理するか設定するためのオプションを以下に示

します。

• すべての連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept requests automatically fromall contacts）：

クライアントは、自動的に、すべてのドメインからのプレゼンスサブスクリプション要求を

受け入れます。この設定を指定した場合、すべてのドメインのユーザは、ユーザを連絡先リ

ストに自動的に追加すること、および在席ステータスを表示することができます。

• 社内の連絡先からの要求を自動的に許可する（Accept requests automatically from contacts in my
organization）：クライアントは、自動的に、指定したドメイン内のユーザからのプレゼンス

サブスクリプション要求を受け入れます。ドメインを指定するには、[設定（Configuration）]
タブの [システム設定（System Settings）] セクションで [ドメイン（Domain(s)）] を選択しま

す。

組織内で連絡先を検索する際は、組織内のすべてのユーザの一時的な在席ステータ

スが表示されます。しかし、ユーザ A がユーザ B をブロックした場合、ユーザ B
には、検索一覧内のユーザ A の一時的な在席ステータスは表示されません。

（注）

• 要求ごとに通知する（Prompt me for each request）：クライアントは、プレゼンス サブスクリ

プション要求ごとに受け入れるかどうかをユーザに尋ねます。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。
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目的コマンドまたはアクション

ユーザの関連付けに関する設定,（249ペー

ジ）

ステップ 9   

TFTP サーバ アドレスの指定, （250 ペー

ジ）

ステップ 10   

Cisco Jabber for Mac をインス

トールする場合のみ

デバイスのリセット, （253 ページ）ステップ 11   

CCMCIP プロファイルの作成, （253 ペー

ジ）

ステップ 12   

ダイヤル プランのマッピング, （255ペー

ジ）

ステップ 13   

モバイル コネクトのセットアップ, （256
ページ）

ステップ 14   

携帯電話に移動, （262 ページ）ステップ 15   

Dial via Office, （267 ページ）ステップ 16   

ボイスメールの無効化, （275 ページ）ステップ 17   

ソフトフォンデバイスの作成

手順

目

的

コマンドまたはアクション

CSF デバイスを作成するには、次のいずれかを選択します。ステップ 1   

• Cisco Unified Communications Manager 9.x 以降の場合は、次

の作業を行います：CSF デバイスの作成, （178 ページ）。

• Cisco Unified Communications Manager 8.6(2) の場合は、次の

作業を行います：8.6(2)以降でのCSFデバイスの作成, （179
ページ）。

デバイス用の Cisco Options Package ファイルのインストール, （

182 ページ）

ステップ 2   

SIP プロファイルの作成, （184 ページ）ステップ 3   

システムの SIP パラメータの設定, （185 ページ）ステップ 4   
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手順

ステップ 1 デバイスの COP ファイルをダウンロードします。

a) デバイスの COP ファイルを配置します。

• ソフトウェア ダウンロード サイトに移動します。

• ご使用のリリースに対応したデバイスの COP ファイルを配置します。

b) [今すぐダウンロード（Download Now）] をクリックします。

c) MD5 チェックサムを書き留めます。

この情報は、後で必要になります。

d) [ダウンロードを進める（Proceed with Download）] をクリックして、手順に従います。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager ノードからアクセス可能な FTP または SFTP サーバに COP
ファイルを配置します。

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager クラスタ内のパブリッシャ ノードにこの COP ファイルをイ

ンストールします。

a) [Cisco Unified OS の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

b) [ソフトウェアアップグレード（Software Upgrades）] > [インストール/アップグレード

（Install/Upgrade）] を選択します。

c) COP ファイルの場所を指定し、必要な情報を入力します。

詳細については、オンライン ヘルプを参照してください。

d) [次へ（Next）] を選択します。

e) デバイス COP ファイルを選択します。

f) [次へ（Next）] を選択します。

g) 画面に表示される指示に従います。

h) [次へ（Next）] を選択します。

処理が完了するまで待ちます。このプロセスには、時間がかかる場合があります。

i) 使用率が低いときに Cisco Unified Communications Manager をリブートします。

j) システムが完全にサービスに復帰するまで待機します。

サービスの中断を避けるために、各ノードのサービスがアクティブな状態に戻った

ことを確認してから、次のサーバでのこの手順を実行するようにしてください。

（注）

ステップ 4 クラスタ内の各サブスクライバ ノードに COP ファイルをインストールします。

パブリッシャ ノードのときと同じ方法で、ノードのリブートなどの手順を実行します。
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SIP プロファイルの作成

この手順は、Cisco Unified Communications Manager リリース 9 以前のリリースを使用していて、

デバイスをモバイルクライアント用に設定している場合にのみ必要です。デスクトップクライア

ント用に提供されているデフォルトの SIP プロファイルを使用してください。

Cisco Unified Communications Manager リリース 9 以前のリリースを使用する場合、モバイル クラ

イアント用にデバイスを作成および設定する前に、Cisco Jabber が Cisco Unified Communications
Manager に接続したまま、Cisco Jabber をバックグラウンドで動作させる SIP プロファイルを作成

する必要があります。

Cisco Unified Communications Managerリリース 10を使用する場合は、モバイル クライアント用に

デバイスを作成および設定するときに、[モバイル デバイス用標準SIPプロファイル（StandardSIP
Profile for Mobile Device）] デフォルト プロファイルを選択します。

はじめる前に

デバイス用の Cisco Options Package ファイルのインストール, （182 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]の

順に選択します。

[SIP プロファイルの検索と一覧表示（Find and List SIP Profiles）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 次のいずれかを実行し、新規 SIP プロファイルを作成します。

• デフォルトの SIP プロファイルを検索し、編集可能なコピーを作成します。

• [新規追加（Add New）] を選択し、新規 SIP プロファイルを作成します。

ステップ 4 新しい SIP プロファイルに次の値を設定します。

• [レジスタの再送間隔の調整値（Timer Register Delta）] に「120」

• [レジスタのタイムアウト値（Timer Register Expires）] に「720」

• [キープアライブのタイムアウト値（Timer Keep Alive Expires）] に「720」

• [サブスクライブのタイムアウト値（Timer Subscribe Expires）] に「21600」

• [サブスクライブの再送間隔の調整値（Timer Subscribe Delta）] に「15」

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

システムの SIP パラメータの設定, （185 ページ）

   Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
184

オンプレミス展開用の音声およびビデオ通信の設定



システムの SIP パラメータの設定

狭帯域ネットワークに接続しており、モバイル デバイスで着信コールの受信が困難な場合は、シ

ステム SIP パラメータを設定して状況を改善できます。[SIP デュアル モード アラート タイマー

（SIP Dual Mode Alert Timer）] の値を大きくして、Cisco Jabber 内線へのコールがモバイル ネット

ワーク電話番号に途中でルーティングされないようにします。

はじめる前に

この設定は、モバイル クライアント専用です。

ビジネス通話を受信するには、Cisco Jabber が実行されている必要があります。

SIP プロファイルの作成, （184 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [サービス パラメータ（Service Parameters）] の順に選択します。

ステップ 3 ノードを選択します。

ステップ 4 [Cisco CallManager（アクティブ）（Cisco CallManager (Active)）] サービスを選択します。

ステップ 5 [クラスタ全体のパラメータ（システム -モビリティ）（Clusterwide Parameters (System -Mobility)）]
セクションまでスクロールします。

ステップ 6 [SIP デュアル モード アラート タイマー（SIP Dual Mode Alert Timer）] の値を 10000 ミリ秒まで増

やします。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

[SIP デュアル モード アラート タイマー（SIP Dual Mode Alert Timer）] の値を増やして

も、Cisco Jabber に到着する着信コールが引き続き切断され、モバイル コネクトを使用

して転送される場合は、[SIP デュアル モード アラート タイマー（SIP Dual Mode Alert
Timer）] の値を 500 ミリ秒単位でさらに増やします。

（注）

TCT デバイスの作成

このタスクの手順を実行し、Cisco Jabber for iPhone ユーザの TCT デバイスを作成します。

アドホック会議参加者の最大人数は、TCTデバイスのコールの最大人数である6人に制限され

ています。

制約事項

はじめる前に

Cisco Jabber および Cisco Unified Communications Manager の登録をサポートする組織の最上位ドメ

イン名を指定します。[Unified CMの管理（Unified CMAdministration）]インターフェイスで、[シ
ステム（System）] > [エンタープライズ パラメータ（Enterprise Parameters）]を選択します。[クラ
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表 7：デバイス情報（Device Information）の設定

説明設定

次のようにデバイス名を指定します。

• 1 つのデバイスだけを表すことができます。一人の

ユーザが複数のデバイス上に Cisco Jabber を持つ場

合（たとえば、iPhoneと iPodTouchなど）は、Cisco
Unified CommunicationsManager内でそれぞれに個別

の Cisco Dual Mode for iPhone デバイスを設定しま

す。

• TCT で始まらなければなりません。

• すべて大文字でなければなりません。

• 最大 15 文字です。

• 使用できる文字は、A ～ Z、0 ～ 9、ドット（.）、

ダッシュ（-）、または下線（_）のみです。

Ciscoは、覚えやすいようにデバイス名にユーザ名を含め

ることをお勧めします（たとえば、ユーザ jsmith に推奨

されるデバイス名は TCTJSMITH です）。

デバイス名（Device Name）

[Standard Dual Mode for iPhone] を選択します。電話ボタンテンプレート（Phone
Button Template）

ユーザがコールを保留にした場合に相手側に保留音が聞

こえるように保留音をセットアップします。この手順に

より、相手側を混乱させずにすみます。

ユーザがコールの音声をマージできることを確

実にするため、[メディアリソースグループリ

スト（Media Resource Group List）] オプション

を選択する必要があります。

（注）

これらの設定は、このデバイスだけに限った設定ではあ

りません。設定の詳細については、Cisco Unified
Communications Manager のマニュアルを参照してくださ

い。

メディアリソースグループリスト

（Media Resource Group List）

ユーザ保留 MOH 音源（User Hold
MOH Audio Source）

ネットワーク保留MOH音源（Network
Hold MOH Audio Source）

このユーザがデスクフォンを持つ場合は、デスクフォン

を選択します。プライマリ電話機を選択すると、そのデ

バイスはライセンシングの目的のために Cisco Unified
Communications Manager の補助として設定されます。

プライマリ Phone（Primary Phone）
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説明設定

オンデマンドVPNの開始に使用するURLを入力します。オンデマンド VPN の URL
（On-Demand VPN URL）

[大（Loud）] または [中（Normal）] を選択します。デフォルトの着信音（Default
Ringtone）

デフォルトは、ユーザがビデオ通話を発信および受信で

きるようにする [有効（Enabled）]に設定されています。

ビデオ機能（Video Capabilities）

次の[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]の設定は、このリリースでサ

ポートされていません。設定を空白のままにしてください。

• エンド ユーザによる設定の編集を許可する（Allow End User Configuration Editing）

• iPhone の国番号（iPhone Country Code）

• シスコの使用状況およびエラー追跡（Cisco Usage and Error Tracking）

• SIP ダイジェスト（SIP Digest）の設定：

◦ SIP ダイジェスト認証の有効化（Enable SIP Digest Authentication）

◦ SIP ダイジェスト ユーザ名（SIP Digest Username）

• サインイン機能（Sign In Feature）

• ボイスメール（Voicemail）の設定：

◦ ボイスメールのユーザ名（Voicemail Username）

◦ ボイスメール サーバ（Voicemail Server）

◦ ボイスメール メッセージ ストアのユーザ名（Voicemail Message Store Username）

◦ ボイスメール メッセージ ストア（Voicemail Message Store）

• ディレクトリ（Directory）の設定：

◦ ディレクトリ ルックアップ ルール URL（Directory Lookup Rules URL）

◦ アプリケーション ダイヤル ルール URL（Application Dial Rules URL）

◦ LDAP ユーザ認証の有効化（Enable LDAP User Authentication）

◦ LDAP ユーザ名（LDAP Username）

◦ [LDAPパスワード（LDAP Password）]

◦ LDAP サーバ（LDAP Server）

◦ LDAP SSL の有効化（Enable LDAP SSL）

◦ LDAP 検索ベース（LDAP Search Base）
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次の作業

モバイル アプリケーション用デバイスへの電話番号の追加, （197 ページ）

BOT デバイス構成の設定

次の表を使用し、[電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウでBOTデバイスを設定します。

これらの値には、Cisco Jabber for Androidだけを対象とするわけではない制約および要件が適用さ

れる可能性があります。[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウのオプションに関する詳

細情報が必要な場合は、[Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インター

フェイスのオンライン ヘルプを参照してください。

表 10：デバイス情報（Device Information）の設定

説明設定

次のようにデバイス名を指定します。

• 1 つのデバイスだけを表すことができます。一人の

ユーザが複数のデバイス上にCisco Jabber forAndroid
を持つ場合は、CiscoUnified CommunicationsManager
内でそれぞれに個別の Cisco Dual Mode for Android
デバイスを設定します。

• BOT で始まらなければなりません。

• すべて大文字でなければなりません。

• 最大 15 文字です。

• 使用できる文字は、A～Z、0～9、どっと（.）ダッ

シュ（-）、または下線（_）のみです。

Ciscoは、覚えやすいようにデバイス名にユーザ名を含め

ることをお勧めします（たとえば、ユーザ jsmith に推奨

されるデバイス名は BOTJSMITH です）。

デバイス名（Device Name）

[Standard Dual Mode for Android] を選択します。電話ボタンテンプレート（Phone
Button Template）
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説明設定

導入に応じて設定します。

このマニュアルで説明されていない値はCisco Jabberに固

有ではありませんが、デバイスが正しく動作するように

するために入力する必要があります。

上記セクションの他の設定

このセクションの情報は初期設定時に Android デバイスにダウンロードされ、クライアントが自

動設定されます。

表 12：プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）の設定

説明設定

このリリースでは、[緊急電話番号（EmergencyNumbers）]
の設定はサポートされません。設定を空白のままにして

ください。

リリース 9.6 では、緊急通話は Cisco Unified
CommunicationsManagerを通じて発信されます。

緊急通話が正しくルートされるよう、CiscoUnified
CommunicationsManagerが設定されていることを

確認してください。

重要

緊急電話番号（Emergency Numbers）

Cisco Jabber for Android のコールの着信音を消すことを

ユーザに許可しない場合は、オプションを選択します。

• [ネイティブ（Native）]：（デフォルト）ユーザが

Androidデバイス上で呼び出し音量を設定（消音モー

ドやバイブレーションを含む）できるようにする場

合は、このオプションを選択します。

• [小（Low）]、[中（Medium）]、[大（High）]：これ

らのオプションのいずれかを選択して、ユーザのデ

バイスにおける最小の呼び出し音量を指定します。

ユーザは、この最小の音量よりも大きい呼び出し音

量を各自のデバイスで指定できます。

デバイスの呼び出し音量（Device
Ringtone Volume）
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説明設定

次の呼び出し音のオプションを選択します。

• [ネイティブ呼び出し音（Native Ringtone）]：（デ

フォルト）Cisco Jabber for Android は、ユーザが

Androidデバイス上のネイティブ電話アプリケーショ

ンで設定した呼び出し音を使用します。

• [Ciscoの呼び出し音（CiscoRingtone）]：Cisco Jabber
for Android は、（ユーザが Android デバイス上のネ

イティブ電話アプリケーションで別の呼び出し音を

設定している場合であっても）Cisco の呼び出し音

のみを使用します。

デバイスの呼び出し音（Device
Ringtone）

デフォルトは、ユーザがビデオ通話を発信および受信で

きるようにする [有効（Enabled）]に設定されています。

ビデオ機能（Video Capabilities）

次の[プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]の設定は、このリリースでサ

ポートされていません。設定を空白のままにしてください。

• SIP ダイジェスト（SIP Digest）の設定：

• SIP ダイジェスト認証の有効化（Enable SIP Digest Authentication）

• SIP ダイジェスト ユーザ名（SIP Digest Username）

• ボイスメール（Voicemail）の設定：

• ボイスメールのユーザ名（Voicemail Username）

• ボイスメール サーバ（Voicemail Server）

• ボイスメール メッセージ ストアのユーザ名（Voicemail Message Store Username）

• ボイスメール メッセージ ストア（Voicemail Message Store）

• ディレクトリ（Directory）の設定：

• ディレクトリ ルックアップ ルール URL（Directory Lookup Rules URL）

• アプリケーション ダイヤル ルール URL（Application Dial Rules URL）

• LDAP ユーザ認証の有効化（Enable LDAP User Authentication）

• LDAP ユーザ名（LDAP Username）

• LDAPパスワード（LDAP Password）

• LDAP サーバ（LDAP Server）

• LDAP SSL の有効化（Enable LDAP SSL）
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• LDAP 検索ベース（LDAP Search Base）

• LDAP フィールド マッピング（LDAP Field Mappings）

• LDAP 画像の場所（LDAP Photo Location）

• ドメイン名（Domain Name）

• プリセット Wi-Fi ネットワーク（Preset Wi-Fi Networks）

デスクトップアプリケーション用デバイスへの電話番号の追加

Cisco Unified Communications Manager で、デバイスに電話番号を追加する必要があります。この

トピックでは、デバイスの作成後に [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]メニュー オプション

を使用して電話番号を追加する手順について説明します。このメニュー オプションから表示され

るのは、電話機モデルまたはCTIルート ポイントに適用される設定のみです。電話番号を設定す

るためのさまざまなオプションについては、Cisco Unified Communications Manager のマニュアル

を参照してください。

手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウで、[割り当て情報（Association Information）] セ

クションに移動します。

ステップ 2 [新規 DN を追加（Add a new DN）] を選択します。

ステップ 3 [電話番号（Directory Number）] フィールドで、電話番号を指定します。

ステップ 4 その他に必要な設定があれば、それらをすべて指定します。

ステップ 5 次の手順に従って、エンド ユーザに電話番号を関連付けます。

a) [回線に関連付けられているユーザ（Users Associated with Line）] セクションに移動します。

b) [エンド ユーザの関連付け（Associate End Users）] を選択します。

c) [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）] を選択してユーザのリストを取得します。

d) 対象のユーザをリストから選択します。

e) [選択項目の追加（Add Selected）] を選択します。

選択されたユーザがボイスメール プロファイルに追加されます。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）] を選択します。

ステップ 8 [設定の適用（Apply Configuration）]ウィンドウに表示されるプロンプトに従って設定を適用しま

す。

   Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
196

オンプレミス展開用の音声およびビデオ通信の設定



モバイルアプリケーション用デバイスへの電話番号の追加

はじめる前に

BOT デバイスの作成, （191 ページ）

手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウで、[割り当て情報（Association Information）] セ

クションに移動します。

ステップ 2 [新規 DN を追加（Add a new DN）] を選択します。

ステップ 3 [電話番号（Directory Number）] フィールドで、電話番号を指定します。

この DN は新しいものにすることができます。これと同じ DN を持つデスクフォンは不要です。

ステップ 4 次のオプションのいずれかを選択して、[無応答時の呼び出し時間(秒)（No Answer Ring Duration
(seconds)）] を設定します。

説明オプション

値を 12 秒に設定します。デフォルト

24 秒の値から開始します。

この値によって、Cisco Jabberがコールをボイス メールに転送する前に

呼び出し音を鳴らす時間を設定します。DVO およびリモート宛先機能

を有効にした場合、この値はローカルモバイルボイスネットワークの

接続速度に依存します。それに応じて設定を調整します。

この設定値を大きくする場合、Cisco Unified Communications
Managerのオンライン ヘルプにあるこの設定関連の注意事項

を参照してください。

（注）

DVO がイネーブルに

なっている場合

デフォルト値から開始します。

コールをボイス メールに転送する前に、ユーザが PIN を入力してコー

ルに応答するのに十分な時間を確保するため、この設定を増やす必要

があります。

この設定値を大きくする場合、Cisco Unified Communications
Managerのオンライン ヘルプにあるこの設定関連の注意事項

を参照してください。

（注）

デバイスにユーザのPIN
がある場合

ステップ 5 [デバイスの複数コール/コール待機設定（Multiple Call/Call Waiting Settings on Device）] セクショ

ンで、[ビジー トリガー（Busy Trigger）] フィールドの値が 3 に設定されていることを確認しま

す。

ステップ 6 その他に必要な設定があれば、それらをすべて指定します。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。
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次の作業

ビデオ デスクトップ共有, （198 ページ）

ビデオデスクトップ共有

Binary Floor Control Protocol（BFCP）は、ソフトフォン デバイス（CSF デバイスとも）にビデオ

デスクトップ共有機能を提供します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、ビデオ デスクトッ

プ共有機能使用時にユーザが送信するBFCPパケットを処理します。CiscoUnifiedCommunications
Managerバージョン 9.0(1)以降で、BFCPプレゼンテーション共有は自動的に有効になります。こ

のため、CSF デバイスでビデオ デスクトップ共有を有効にする手順を実行する必要はありませ

ん。

モバイル クライアント向けの Cisco Jabber は BFCP の受信のみ可能です。（注）

（注） • ビデオのデスクトップ共有はソフトフォン デバイスでのみ有効にできます。デスクフォ

ン デバイスでは、ビデオのデスクトップ共有を有効にできません。

• ユーザがビデオのデスクトップ共有を使用するには、ユーザのコールがアクティブ コー

ルである必要があります。ビデオのデスクトップ共有のセッションは、アクティブ コー

ルからのみ開始することができます。

• ハイブリッド クラウド ベースの導入環境では、CiscoWebExとCiscoUnifiedCommunications
Manager がともにデスクトップ共有機能を提供します。

• インスタントメッセージングセッション中にユーザがデスクトップ共有セッション

を開始した場合は、Cisco WebEx がデスクトップ共有機能を提供します。

• 音声またはビデオ通話中にユーザがデスクトップ共有セッションを開始した場合は、

Cisco Unified Communications Manager がデスクトップ共有機能を提供します。

• BFCPを使用したビデオデスクトップ共有は、[信頼できるリレーポイント（TrustedRelay
Point）]または [メディアターミネーションポイント（Media Termination Point）]がソフト

フォン デバイスで有効にされている場合、サポートされません。

• CiscoTelePresenceMCUが導入されていない限り、Cisco Jabber多地点電話会議中は、BFCP
を使用したビデオ デスクトップ共有はサポートされません。
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Cisco Unified CommunicationsManagerクラスタ外でビデオ デスクトップ共有機能を許可するに

は、SIP トランクで BFCP を有効にする必要があります。SIP トランクで BFCP を有効にする

には、次の手順を実行します。

ヒント

1 SIP プロファイルの [トランク固有の設定（Trunk Specific Configuration）] セクションで

[BFCPを使用するプレゼンテーション共有を許可（Allow Presentation Sharing using BFCP）]
を選択します。

2 CSF デバイス設定の [SIP プロファイル（SIP Profile）] ドロップダウン リストから SIP プロ

ファイルを選択します。

セキュア電話機能のセットアップ

必要であれば、CSF デバイスに対しセキュア電話機能をセットアップできます。セキュア電話機

能により、セキュア SIPシグナリング、セキュア メディア ストリーム、および暗号化デバイス設

定ファイルが提供されます。

必要であれば、TCT および TAB デバイスに対しセキュア電話機能をセットアップできます。セ

キュア電話機能により、セキュア SIPシグナリング、セキュア メディア ストリーム、および暗号

化デバイス設定ファイルが提供されます。

必要であれば、BOTデバイスに対しセキュア電話機能をセットアップできます。セキュア電話機

能により、セキュア SIPシグナリング、セキュア メディア ストリーム、および暗号化デバイス設

定ファイルが提供されます。

はじめる前に

ビデオ デスクトップ共有, （198 ページ）

次の作業

デスクトップ アプリケーション用デバイスへの電話番号の追加, （196 ページ）

セキュリティ モードの設定

セキュア電話機能を使用するには、CiscoCTLクライアントを使用してCiscoUnifiedCommunications
Managerセキュリティ モードを設定する必要があります。非セキュア セキュリティ モードではセ

キュア電話機能は使用できません。最低限、混合モード セキュリティを使用する必要がありま

す。

混合モード セキュリティ：

• 認証および暗号化された非セキュア電話を Cisco Unified Communications Manager に登録でき

ます。

• Cisco Unified Communications Manager は RTP と SRTP メディアの両方をサポートします。

• 認証および暗号化されたデバイスは、Cisco Unified Communications Manager に接続するため

にセキュア ポート 5061 を使用します。
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• [認証モード（Authentication Mode）]：[認証ストリング（By Authentication String）]を選択し

ます。

• [キーサイズ(ビット)（Key Size (Bits)）]：証明書に適切なキー サイズを選択します。

キー サイズは、CAPF 登録プロセス中にクライアントが生成する公開キーと秘密

キーのビット長を示します。

クライアントは、1024ビット長のキーを含む認証文字列を使用してテストされまし

た。クライアントが 2048 ビット長のキーを生成する時間は、1024 ビット長のキー

を生成する時間よりも長くなります。このため、2048を選択した場合、CAPF登録

プロセスを完了するためにより多くの時間がかかります。

Cisco Jabber for Macは、1024ビット長のキーを含む認証文字列を使用してテストさ

れました。クライアントが 2048 ビット長のキーを生成する時間は、1024 ビット長

のキーを生成する時間よりも長くなります。このため、2048を選択した場合、CAPF
登録プロセスを完了するためにより多くの時間がかかります。

Cisco Jabber for iPhone and iPad は、1024 ビット長のキーを含む認証文字列を使用し

てテストされました。クライアントが2048ビット長のキーを生成する時間は、1024
ビット長のキーを生成する時間よりも長くなります。このため、2048を選択した場

合、CAPF 登録プロセスを完了するためにより多くの時間がかかります。

クライアントは、1024ビット長のキーを含む認証文字列を使用してテストされまし

た。クライアントが 2048 ビット長のキーを生成する時間は、1024 ビット長のキー

を生成する時間よりも長くなります。このため、2048を選択した場合、CAPF登録

プロセスを完了するためにより多くの時間がかかります。

（注）

• [SIP電話ポート（SIPPhonePort）]：デフォルト値のままにします。セキュア電話プロファイ

ルを適用すると、クライアントは常にポート 5061 を使用して Cisco Unified Communications
Manager に接続します。このフィールドに指定したポートは、[デバイス セキュリティ モー

ド（Device SecurityMode）]の値として [非セキュア（Non Secure）]を選択した場合のみ有効

になります。

ステップ 3 [保存（Save）] を選択します。

CSF デバイスの設定

電話セキュリティ プロファイルをデバイスに追加し、セキュア電話機能に関するその他の設定作

業を実行します。

手順

ステップ 1 CSF デバイス設定ウィンドウを開きます。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが開きます。
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b) [電話を次の条件で検索（Find Phone where）] フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索

（Find）] を選択してデバイスの一覧を取得します。

c) リストから CSF デバイスを選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [デバイス情報（Device Information）] セクションで [CTI からのデバイスの制御を許可（Allow
Control of Device from CTI）] を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）] セクションを見つけます。

ステップ 5 [デバイス セキュリティ プロファイル（Device Security Profile）] ドロップダウン リストから電話

セキュリティ プロファイルを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

セキュア電話セットアップのこの時点では、既存のユーザは自分の CSFデバイスを使用できませ

ん。ユーザが自分の CSFデバイスにアクセスできるようにするために、セキュア電話セットアッ

プを実行する必要があります。

次の作業

証明書設定を指定し、ユーザの認証文字列を生成します。

TCT および TAB デバイスの設定

電話セキュリティ プロファイルをデバイスに追加し、セキュア電話機能に関するその他の設定作

業を実行します。

手順

ステップ 1 TCT または TAB デバイス設定ウィンドウを開きます。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが開きます。

b) [電話を次の条件で検索（Find Phone where）] フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索

（Find）] を選択してデバイスの一覧を取得します。

c) リストから TCT または TAB デバイスを選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [デバイス情報（Device Information）] セクションで [CTI からのデバイスの制御を許可（Allow
Control of Device from CTI）] を選択します。

ステップ 3 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）] セクションを見つけます。

ステップ 5 [デバイス セキュリティ プロファイル（Device Security Profile）] ドロップダウン リストから電話

セキュリティ プロファイルを選択します。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。
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セキュア電話セットアップのこの時点では、既存のユーザは自分の TCT または TAB デバイスを

使用できません。ユーザが自分のTCTまたはTABデバイスにアクセスできるようにするために、

セキュア電話セットアップを実行する必要があります。

次の作業

証明書設定を指定し、ユーザの認証文字列を生成します。

BOT デバイスの設定

電話セキュリティ プロファイルをデバイスに追加し、セキュア電話機能に関するその他の設定作

業を実行します。

手順

ステップ 1 BOT デバイスの設定ウィンドウを開きます。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが開きます。

b) [電話を次の条件で検索（Find Phone where）] フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索

（Find）] を選択してデバイスの一覧を取得します。

c) リストから BOT デバイスを選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）] セクションを見つけます。

ステップ 3 [デバイス セキュリティ プロファイル（Device Security Profile）] ドロップダウン リストから電話

セキュリティ プロファイルを選択します。

ステップ 4 [保存（Save）] を選択します。

セキュア電話セットアップのこの時点では、既存のユーザは自分のBOTデバイスを使用できませ

ん。ユーザが自分のBOTデバイスにアクセスできるようにするために、セキュア電話セットアッ

プを実行する必要があります。

次の作業

証明書設定を指定し、ユーザの認証文字列を生成します。

証明書設定の指定

CSF デバイス設定で証明書設定を指定し、ユーザに提供する認証文字列を生成します。

TCT および TAB デバイス構成で証明書設定を指定し、ユーザに提供する認証文字列を生成しま

す。

BOT デバイス構成で証明書設定を指定し、ユーザに提供する認証文字列を生成します。
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手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウで [CAPF の情報（Certification Authority Proxy
Function（CAPF）Information）] セクションを見つけます。

ステップ 2 次のように値を指定します。

• [証明書の操作（Certificate Operation）]：[インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]
を選択します。

• [認証モード（Authentication Mode）]：[認証ストリング（By Authentication String）]を選択し

ます。

• [キー サイズ（ビット）（KeySize (Bits)）]：電話のセキュリティ プロファイルの設定と同じ

キー サイズを選択します。

• [操作の完了期限（OperationCompletesBy）]：認証文字列の有効期限値を指定するか、デフォ

ルトのままにします。

ステップ 3 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 認証文字列を作成するには、次のいずれかを行うことができます。

• [CAPF の情報（Certification Authority Proxy Function（CAPF）Information）] セクションで [文
字列を生成（Generate String）] を選択します。

• [認証文字列（Authentication String）] フィールドにカスタム文字列を入力します。

次の作業

認証文字列をユーザに提供します。

ユーザへの認証文字列の提供

ユーザは、クライアントインターフェイスで認証文字列を指定してデバイスにアクセスし、Cisco
Unified Communications Manager に安全に登録する必要があります。

ユーザがクライアント インターフェイスで認証文字列を入力すると、CAPF 登録プロセスが開始

されます。

登録プロセスが完了するまでにかかる時間は、ユーザのコンピュータまたはモバイル デバイ

ス、およびCisco Unified CommunicationsManagerの現在の負荷によって異なります。クライア

ントが CAPF 登録プロセスを完了するまでに、最大 1 分間かかる場合があります。

（注）

次の場合、クライアントはエラーを表示します。

• ユーザが誤った認証文字列を入力した場合。
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ユーザは、CAPF 登録を完了するために、認証文字列の入力をもう一度試行できます。ただ

し、ユーザが連続して誤った認証文字列を入力すると、文字列が正しい場合でも、クライア

ントはユーザが入力した文字列を拒否する場合があります。その場合は、ユーザのデバイス

に対して新しい認証文字列を生成し、それをユーザに提供する必要があります。

• [操作の完了期限（OperationCompletesBy）]フィールドに設定した有効期限が過ぎた後、ユー

ザが認証文字列を入力した場合。

その場合は、ユーザのデバイスに対して新しい認証文字列を生成する必要があります。ユー

ザは、有効期間内にその認証文字列を入力する必要があります。

Cisco Unified Communications Manager でエンド ユーザを設定する場合、次のユーザ グループ

に追加する必要があります。

重要

• 標準CCMエンドユーザ（Standard CCM End Users）

• 標準CTIを有効にする（Standard CTI Enabled）

ユーザは Standard CTI Secure Connection ユーザ グループに属していてはなりません。

セキュア電話の詳細：Cisco Jabber for Windows

セキュア接続

セキュア電話機能を有効にした場合：

• CSF デバイスと Cisco Unified Communications Manager 間の SIP 接続は TLS で行われます。

• 電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（Device Security
Mode）] フィールドの値として [認証（Authenticated）] を選択すると、SIP 接続は

NULL-SHA 暗号化を使用して TLS で行われます。

• 電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（Device Security
Mode）] フィールドの値として [暗号化（Encrypted）] を選択すると、SIP 接続は AES
128/SHA 暗号化を使用して TLS で行われます。

• 相互TLSにより、正しい証明書を持つCSFデバイスのみCiscoUnifiedCommunicationsManager
に登録できます。同様に、CSF デバイスは、正しい証明書を提示する Cisco Unified
Communications Manager インスタンスにのみ登録できます。

ユーザのセキュアな電話機能を有効にした場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerへのCSF
デバイス接続がセキュアになります。他方のエンドポイントもCiscoUnifiedCommunicationsManager
へのセキュア接続を使用している場合、通話をセキュアにすることができます。ただし、他方の

エンド ポイントが Cisco Unified Communications Manager へのセキュア接続を使用しない場合、通

話はセキュアではありません。
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暗号化されたメディア

電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（DeviceSecurityMode）]フィー

ルドの値として [暗号化（Encrypted）] を選択すると、クライアントは Secure Realtime Transport
Protocol（SRTP）を使用して、以下のような暗号化されたメディア ストリームを提供します。

暗号化メディアストリーム

暗号化できますメイン ビデオ ストリーム

暗号化できますメイン音声ストリーム

暗号化できますプレゼンテーション ビデオ ストリーム

BFCPを使用したビデオ デスクトップ共有を参

照。

暗号化されませんBFCP アプリケーション ストリーム

BFCP フロー制御を参照。

メディアを暗号化できるかどうかは、次の例に示すように、他のエンド ポイントもメディアを暗

号化するかどうかにより決まります。

• ユーザ A とユーザ B に対してメディア暗号化を有効にします。つまり、これらのユーザの

CSF デバイスの電話セキュリティ プロファイルで、[デバイス セキュリティ モード（Device
Security Mode）] を [暗号化（Encrypted）] に設定します。

• ユーザCに対してはメディア暗号化を有効にしません。つまり、このユーザのCSFデバイス

の電話セキュリティプロファイルで、[デバイスセキュリティモード（DeviceSecurityMode）]
を [認証（Authenticated）] に設定します。

• ユーザAがユーザBにコールします。クライアントは、メインビデオストリームとオーディ

オ ストリームを暗号化します。

• ユーザAがユーザCにコールします。クライアントは、メインビデオストリームとオーディ

オ ストリームを暗号化しません。

• ユーザ A、ユーザ B、およびユーザ C が電話会議を開始します。クライアントは、どのユー

ザのメイン ビデオ ストリームも、オーディオ ストリームも暗号化しません。
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れます。同じ Windows アカウントを共有するユーザは、異なる Windows アカウントのセキュア

CSF デバイスを使用してコールを発信できません。

同じWindowsアカウントを共有する複数のユーザは、一意の名前を持つCSFデバイスを所有する

ように取り計らう必要があります。ユーザが同じWindowsアカウントを共有し、CSFデバイスの

名前が同じである状態で、異なるCiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタに接続する場合、

ユーザは CSF デバイスを登録できません。

たとえば、ユーザAがCSFcompanynameという名前のCSFデバイスを所有し、クラスタ 1に接続

するとします。また、ユーザBがCSFcompanynameという名前のCSFデバイスを所有し、クラス

タ 2に接続するとします。この場合、両方のCSFデバイスに対し競合が発生します。ユーザAと

ユーザ B が同じ Windows アカウントにサインインした場合、どちらも自身の CSF デバイスを登

録できません。

共有コンピュータで複数ユーザ

クライアントは、各Windowsユーザ固有の場所に、各ユーザのセキュアCSFデバイスの証明書を

キャッシュします。ユーザが共有コンピュータの Windows アカウントにログインすると、その

ユーザは、自身にプロビジョニングされているセキュア CSFデバイスにのみアクセスできます。

そのユーザは、その他の Windows ユーザのキャッシュされている証明書にはアクセスできませ

ん。

セキュア電話の詳細：Cisco Jabber for Mac

セキュア接続

セキュア電話機能を有効にした場合：

• CSF デバイスと Cisco Unified Communications Manager 間の SIP 接続は TLS で行われます。

• 電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（Device Security
Mode）] フィールドの値として [認証（Authenticated）] を選択すると、SIP 接続は

NULL-SHA 暗号化を使用して TLS で行われます。

• 電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（Device Security
Mode）] フィールドの値として [暗号化（Encrypted）] を選択すると、SIP 接続は AES
128/SHA 暗号化を使用して TLS で行われます。

• 相互TLSにより、正しい証明書を持つCSFデバイスのみCiscoUnifiedCommunicationsManager
に登録できます。同様に、CSF デバイスは、正しい証明書を提示する Cisco Unified
Communications Manager インスタンスにのみ登録できます。

ユーザのセキュアな電話機能を有効にした場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerへのCSF
デバイス接続がセキュアになります。他方のエンドポイントもCiscoUnifiedCommunicationsManager
へのセキュア接続を使用している場合、通話をセキュアにすることができます。ただし、他方の

エンド ポイントが Cisco Unified Communications Manager へのセキュア接続を使用しない場合、通

話はセキュアではありません。
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暗号化されたメディア

電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（DeviceSecurityMode）]フィー

ルドの値として [暗号化（Encrypted）] を選択すると、クライアントは Secure Realtime Transport
Protocol（SRTP）を使用して、以下のような暗号化されたメディア ストリームを提供します。

暗号化メディアストリーム

暗号化できますメイン ビデオ ストリーム

暗号化できますメイン音声ストリーム

暗号化されませんプレゼンテーション ビデオ ストリーム

BFCPを使用したビデオ デスクトップ共有を参

照。

暗号化されませんBFCP アプリケーション ストリーム

BFCP フロー制御を参照。

メディアを暗号化できるかどうかは、次の例に示すように、他のエンド ポイントもメディアを暗

号化するかどうかにより決まります。

• ユーザ A とユーザ B に対してメディア暗号化を有効にします。つまり、これらのユーザの

CSF デバイスの電話セキュリティ プロファイルで、[デバイス セキュリティ モード（Device
Security Mode）] を [暗号化（Encrypted）] に設定します。

• ユーザCに対してはメディア暗号化を有効にしません。つまり、このユーザのCSFデバイス

の電話セキュリティプロファイルで、[デバイスセキュリティモード（DeviceSecurityMode）]
を [認証（Authenticated）] に設定します。

• ユーザAがユーザBにコールします。クライアントは、メインビデオストリームとオーディ

オ ストリームを暗号化します。

• ユーザAがユーザCにコールします。クライアントは、メインビデオストリームとオーディ

オ ストリームを暗号化しません。

• ユーザ A、ユーザ B、およびユーザ C が電話会議を開始します。クライアントは、どのユー

ザのメイン ビデオ ストリームも、オーディオ ストリームも暗号化しません。
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Cisco Unified Communications Manager セキュリティを混合モードとして設定すると、クライアン

トは必ず証明書信頼リストをダウンロードし、保存します。証明書信頼リストにより、クライア

ントは Cisco Unified Communications Manager ノードの身元を確認できます。

ユーザが正常に認証コードを入力し、登録プロセスを完了した後、クライアントはローカルで有

効な証明書と秘密キーを保存します。ローカルで有効な証明書と秘密キーにより、クライアント

は Cisco Unified Communications Manager との相互 TLS 接続を確立できます。

クライアントは、秘密キーをキーチェーンに保存する前に暗号化します。（注）

会議コール

会議、または複数参加者会議、電話会議では、会議ブリッジがセキュア電話機能をサポートして

いる必要があります。会議ブリッジがセキュア電話機能をサポートしていない場合、そのブリッ

ジへのコールは安全ではありません。同様に、クライアントが電話会議でメディアを暗号化でき

るようにするために、すべての参加者が共通の暗号化アルゴリズムをサポートしている必要があ

ります。

CSF デバイスのセキュリティは、複数参加者の電話会議で使用できる最低レベルのセキュリティ

に設定されます。たとえば、ユーザ A、ユーザ B、およびユーザ C が電話会議に参加したとしま

す。ユーザ A とユーザ B がセキュア電話機能を備えた CSF デバイスを所有しています。ユーザ

C はセキュア電話機能のない CSF デバイスを所有しています。この場合、すべてのユーザについ

てコールは安全ではありません。

クライアント間でのセキュア CSF デバイスの共有

セキュア電話機能をサポートしていないクライアントは、セキュア CSFデバイスに登録できませ

ん。

“たとえば、CSF デバイスでセキュア電話機能をセットアップできます。2 種類のバージョンの

Cisco Jabber でデバイスを登録できます。ただし、1 つのバージョンの Cisco Jabber はセキュア電

話機能をサポートしていません。このシナリオでは、セキュア電話機能をサポートするCiscoJabber
用のセキュア CSF デバイスを 1 つ、他の Cisco Jabber 用のセキュアでない CSF デバイスをもう 1
つ、合計 2 つの異なる CSF デバイスを作成する必要があります。”

共有 Mac OS アカウントで複数ユーザ

複数のユーザが、クライアントの一意のクレデンシャルを所有し、同じMacアカウントを共有で

きます。ただし、セキュアCSFデバイスは、ユーザが共有するMacアカウントに制限されます。

同じ Mac アカウントを共有するユーザは、異なる Mac アカウントのセキュア CSF デバイスを使

用してコールを発信できません。

同じMacアカウントを共有する複数のユーザが、一意の名前を持つCSFデバイスを所有するよう

に取り計らう必要があります。ユーザが同じMacアカウントを共有し、同じ名前のCSFデバイス

を所有し、一方で異なる Cisco Unified Communications Manager クラスタに接続する場合、ユーザ

は CSF デバイスを登録できません。
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たとえば、ユーザAがCSFcompanynameという名前のCSFデバイスを所有し、クラスタ 1に接続

するとします。また、ユーザBがCSFcompanynameという名前のCSFデバイスを所有し、クラス

タ 2に接続するとします。この場合、両方のCSFデバイスに対し競合が発生します。ユーザAと

ユーザ B は同じ Mac アカウントにサインインした後、どちらも自分の CSF デバイスを登録でき

ません。

共有コンピュータで複数ユーザ

クライアントは、各Macユーザ固有の場所に、各ユーザのセキュアCSFデバイスの証明書をキャッ

シュします。ユーザが共有コンピュータのMacアカウントにログインすると、そのユーザは、自

分にプロビジョニングされているセキュア CSF デバイスにのみアクセスできます。そのユーザ

は、その他の Mac ユーザのキャッシュされている証明書にはアクセスできません。

セキュア電話の詳細：Cisco Jabber for iPhone and iPad

セキュア接続

セキュア電話機能を有効にした場合：

• TCT または TAB デバイスと Cisco Unified Communications Manager 間の SIP 接続は TLS で行

われます。

• 電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（Device Security
Mode）] フィールドの値として [認証（Authenticated）] を選択すると、SIP 接続は

NULL-SHA 暗号化を使用して TLS で行われます。

• 電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（Device Security
Mode）] フィールドの値として [暗号化（Encrypted）] を選択すると、SIP 接続は AES
128、AES 256、または SHA 暗号化を使用して TLS で行われます。

• 相互 TLS により、正しい証明書を持つ TCT または TAB デバイスのみ Cisco Unified
Communications Manager に登録できます。同様に、TCT または TAB デバイスは、正しい証

明書を提示する Cisco Unified Communications Manager インスタンスにのみ登録できます。

ユーザのセキュアな電話機能を有効にした場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerへのTCT
または TAB デバイス接続がセキュアになります。他方のエンド ポイントも Cisco Unified
Communications Manager へのセキュア接続を使用している場合、通話をセキュアにすることがで

きます。ただし、他方のエンド ポイントが Cisco Unified Communications Manager へのセキュア接

続を使用しない場合、通話はセキュアではありません。

暗号化されたメディア

電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（DeviceSecurityMode）]フィー

ルドの値として [暗号化（Encrypted）] を選択すると、クライアントは Secure Realtime Transport
Protocol（SRTP）を使用して、以下のような暗号化されたメディア ストリームを提供します。

暗号化メディアストリーム

暗号化できますメイン ビデオ ストリーム
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暗号化メディアストリーム

暗号化できますメイン音声ストリーム

メディアを暗号化できるかどうかは、次の例に示すように、他のエンド ポイントもメディアを暗

号化するかどうかにより決まります。

• ユーザ A とユーザ B に対してメディア暗号化を有効にします。つまり、これらのユーザの

TCTまたはTABデバイスの電話セキュリティ プロファイルで、[デバイス セキュリティ モー

ド（Device Security Mode）] を [暗号化（Encrypted）] に設定します。

• ユーザ C に対してはメディア暗号化を有効にしません。つまり、このユーザの TCT または

TAB デバイスの電話セキュリティ プロファイルで、[デバイス セキュリティ モード（Device
Security Mode）] を [認証（Authenticated）] に設定します。

• ユーザAがユーザBにコールします。クライアントは、メインビデオストリームとオーディ

オ ストリームを暗号化します。

• ユーザAがユーザCにコールします。クライアントは、メインビデオストリームとオーディ

オ ストリームを暗号化しません。

• ユーザ A、ユーザ B、およびユーザ C が電話会議を開始します。クライアントは、どのユー

ザのメイン ビデオ ストリームも、オーディオ ストリームも暗号化しません。

クライアントは、他のセキュアクライアントまたは会議ブリッジへの暗号化メディアストリー

ムに対し SRTP を使用できる場合、次のロック アイコンを表示します。

ただし、ロック アイコンを表示する機能を備えているのは、Cisco Unified Communications
Manager の一部のバージョンです。使用している Cisco Unified Communications Manager のバー

ジョンにこの機能が備わっていない場合、クライアントは、暗号化メディアを送信する場合で

も、ロック アイコンを表示できません。

（注）

Expressway for Mobile and Remote Access の使用

ユーザは、社内ネットワークの外部から登録プロセスを完了できません。

Cisco Expressway-C の証明書をインストールし、Cisco Unified Communications Manager で電話セ

キュリティ プロファイルとしてセキュア プロファイル ドメインを設定することで、セキュア電

話機能は Expressway for Mobile and Remote Access を介して使用できます。

ユーザが Expressway for Mobile and Remote Access 経由で接続し、コールに参加する場合：

• Cisco Expressway-CとCiscoUnified CommunicationsManagerにExpressway forMobile and Remote
Accessを使用して登録されたデバイスとの間のコールパスで、メディアは暗号化されます。
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セキュア電話の詳細：Cisco Jabber for Android

セキュア接続

セキュア電話機能を有効にした場合：

• BOT または TAB デバイスと Cisco Unified Communications Manager 間の SIP 接続は TLS で行

われます。

• 電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（Device Security
Mode）] フィールドの値として [認証（Authenticated）] を選択すると、SIP 接続は

NULL-SHA 暗号化を使用して TLS で行われます。

• 電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（Device Security
Mode）] フィールドの値として [暗号化（Encrypted）] を選択すると、SIP 接続は AES
128/SHA 暗号化を使用して TLS で行われます。

• 相互TLSにより、正しい証明書を持つBOTデバイスのみCiscoUnifiedCommunicationsManager
に登録できます。同様に、BOT デバイスは、正しい証明書を提示する Cisco Unified
Communications Manager インスタンスにのみ登録できます。

ユーザのセキュアな電話機能を有効にした場合は、CiscoUnifiedCommunicationsManagerへのBOT
デバイス接続がセキュアになります。他方のエンドポイントもCiscoUnifiedCommunicationsManager
へのセキュア接続を使用している場合、通話をセキュアにすることができます。ただし、他方の

エンド ポイントが Cisco Unified Communications Manager へのセキュア接続を使用しない場合、通

話はセキュアではありません。

暗号化されたメディア

電話セキュリティ プロファイルの [デバイス セキュリティ モード（DeviceSecurityMode）]フィー

ルドの値として [暗号化（Encrypted）] を選択すると、クライアントは Secure Realtime Transport
Protocol（SRTP）を使用して、以下のような暗号化されたメディア ストリームを提供します。

暗号化メディアストリーム

暗号化できますメイン ビデオ ストリーム

暗号化できますメイン音声ストリーム

メディアを暗号化できるかどうかは、次の例に示すように、他のエンド ポイントもメディアを暗

号化するかどうかにより決まります。

• ユーザ A とユーザ B に対してメディア暗号化を有効にします。つまり、これらのユーザの

BOTデバイスの電話セキュリティ プロファイルで、[デバイス セキュリティ モード（Device
Security Mode）] を [暗号化（Encrypted）] に設定します。

• ユーザ C に対してはメディア暗号化を有効にしません。つまり、このユーザの BOT デバイ

スの電話セキュリティ プロファイルで、[デバイス セキュリティ モード（Device Security
Mode）] を [認証（Authenticated）] に設定します。
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クライアントにより、デバイスの説明がユーザに表示されます。ユーザが同じモデルのデバイ

スを複数所有している場合、説明によって複数のデバイスを区別できます。

b) [CTI からデバイスを制御可能（Allow Control of Device from CTI）] を選択します。

[CTI からデバイスを制御可能（Allow Control of Device from CTI）] を選択しない場合は、ユー

ザはデスクフォンを制御できません。

ステップ 6 [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）] フィールドを適切なユーザに設定します。

Cisco Unified Communications Manager バージョン 9.x では、クライアントは [オーナーの

ユーザ ID（Owner User ID）] フィールドを使用してユーザのサービス プロファイルを取

得します。そのため、それぞれのユーザがデバイスを所有し、[オーナーのユーザID（Owner
User ID）] フィールドがユーザと関連付けられている必要があります。

ユーザとデバイスを関連付けて [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）] フィールドを適

切なユーザに設定しないと、クライアントはユーザに適用するサービス プロファイルを

取得できません。

重要

ステップ 7 次の手順を実行し、デスクフォンのビデオ機能を有効にします。

a) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）] セクションを探します。

b) [ビデオ機能（Video Capabilities）] ドロップダウン リストから [有効（Enabled）] を選択しま

す。

可能であれば、デバイス設定でデスクフォンのビデオ機能を有効にします。ただし、

一部の電話機モデルにはデバイス設定レベルでの [ビデオ機能（Video Capabilities）]
ドロップダウンリストは含まれていません。この場合、[共通の電話プロファイルの

設定（Common Phone Profile Configuration）]ウィンドウを開き、次に [ビデオ コール

（Video Calling）] ドロップダウン リストから [有効（Enabled）] を選択する必要が

あります。

（注）

デスクフォンのビデオの詳細については、「デスクフォン ビデオの設定」を参照してください。

ステップ 8 必要に応じて、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウのその他の設定も指定します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウの設定の詳細については、Cisco Unified
Communications Managerのマニュアルを参照してください。

ステップ 9 [保存（Save）] を選択します。

デバイスが正常に追加されたとのメッセージが表示されます。[電話の設定（PhoneConfiguration）]
ウィンドウで [割り当て情報（Association Information）] セクションが利用可能になります。

次の作業

デバイスに電話番号を追加し、設定を適用します。

デスクフォンビデオの設定

デスクフォンのビデオ機能を使用すると、ユーザはクライアントを介してコンピュータ上のデス

クフォン デバイスに転送されたビデオを受信できます。
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るためのさまざまなオプションについては、Cisco Unified Communications Manager のマニュアル

を参照してください。

手順

ステップ 1 [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウで、[割り当て情報（Association Information）] セ

クションに移動します。

ステップ 2 [新規 DN を追加（Add a new DN）] を選択します。

ステップ 3 [電話番号（Directory Number）] フィールドで、電話番号を指定します。

ステップ 4 その他に必要な設定があれば、それらをすべて指定します。

ステップ 5 次の手順に従って、エンド ユーザに電話番号を関連付けます。

a) [回線に関連付けられているユーザ（Users Associated with Line）] セクションに移動します。

b) [エンド ユーザの関連付け（Associate End Users）] を選択します。

c) [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）] を選択してユーザのリストを取得します。

d) 対象のユーザをリストから選択します。

e) [選択項目の追加（Add Selected）] を選択します。

選択されたユーザがボイスメール プロファイルに追加されます。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）] を選択します。

ステップ 8 [設定の適用（Apply Configuration）]ウィンドウに表示されるプロンプトに従って設定を適用しま

す。

ビデオレートアダプテーションの有効化

クライアントはビデオレートアダプテーションを利用し、最適なビデオ品質をネゴシエートしま

す。ビデオレートアダプテーションは、ネットワークの状態に合わせてビデオ品質を動的に向上

または低下させます。

ビデオ レート適合を使用するには、Cisco Unified Communications Manager で Real-Time Transport
Control Protocol（RTCP）を有効にする必要があります。

ソフトフォンデバイスでは、デフォルトでRTCPが有効になっています。ただし、デスクフォ

ン デバイスでは RTCP を有効にする必要があります。

（注）

共通の電話プロファイルに対する RTCP の有効化

共通の電話プロファイルで RTCP を有効にし、そのプロファイルを使用するすべてのデバイスで

ビデオ レート アダプテーションを有効にできます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [共通の電話プロファイル（Common
Phone Profile）] の順に選択します。

[共通の電話プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Common Phone Profiles）] ウィンドウが

開きます。

ステップ 3 [共通の電話プロファイルを次の条件で検索（Find Common Phone Profile where）] フィールドで対

象のフィルタを指定し、[検索（Find）] を選択してプロファイルの一覧を取得します。

ステップ 4 対象のプロファイルを一覧から選択します。

[共通の電話プロファイルの設定（Find and List Common Phone Profiles）] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）] セクションを探します。

ステップ 6 [RTCP] ドロップダウン リストから [有効（Enabled）] を選択します。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

デバイス設定に対する RTCP の有効化

共通の電話プロファイルの代わりに、特定のデバイス設定で RTCP を有効化できます。共通の電

話プロファイルで指定したすべての設定は、特定のデバイス設定で上書きされます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [電話を次の条件で検索（FindPhonewhere）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]
を選択して電話の一覧を取得します。

ステップ 4 対象の電話を一覧から選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）] セクションを探します。

ステップ 6 [RTCP] ドロップダウン リストから [有効（Enabled）] を選択します。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

CTI サービスを追加する

CTI サービスにより、ユーザはデバイスを制御できます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UC サービス（UC Service）]
を選択します。

[UC サービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[UC サービスの設定（UC Service Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービス タイプ（UCService Type）]
ドロップダウン リストから [CTI] を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）] を選択します。

ステップ 6 次の手順に従って、インスタント メッセージ/プレゼンス サービスの詳細情報を設定します。

a) [名前（Name）] フィールドにサービスの名前を入力します。

入力した名前は、プロファイルにサービスを追加する際に表示されます。入力する名前は必

ず、一意的でわかりやすく、かつ意味が通じるものにしてください。

b) [ホスト名/IP アドレス（Host Name/IP Address）] フィールドに、CTI サービスのアドレスを入

力します。

c) [ポート（Port）] フィールドに、CTI サービスに使用するポート番号を入力します。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

サービス プロファイルに CTI サービスを追加します。

CTI サービスの適用

Cisco Unified Communications Manager で CTI サービスを追加した後、クライアントがその設定を

取得できるようにするために、そのCTIサービスをサービス プロファイルに適用する必要があり

ます。

はじめる前に

• まだ存在していないか、CTI用に別のサービスプロファイルが必要な場合は、サービスプロ

ファイルを作成します。

• CTI サービスを追加します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービス プロファイル（Service
Profile）] の順に選択します。

ステップ 3 目的のサービス プロファイルを検索し、それを選択します。

ステップ 4 [サービスプロファイルの設定(Service Profile Configuration)] ウィンドウの [CTIプロファイル（CTI
Profile）] セクションで、次のドロップダウン リストからサービスを最大 3 つまで選択します。

• プライマリ（Primary）

• セカンダリ（Secondary）

• ターシャリ（Tertiary）

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

CTI リモートデバイスの作成
CTI リモート デバイスにより、ユーザは、ソフトフォン デバイスまたはデスクフォン デバイス

（Cisco IP Phone など）以外のデバイスでコールを制御できます。

拡張機能と接続機能

Cisco Unified Communications Manager の拡張機能および接続機能により、ユーザは、公衆電話交

換網（PSTN）の電話や構内交換機（PBX）などのデバイスへの通話を制御できます。

拡張機能および接続機能は Cisco Unified Communications Manager 9.1(1) 以降でのみ使用するこ

とを推奨します。

（注）
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CTI リモートデバイスのプロビジョニング

専用デバイス

ユーザに専用の CTI リモート デバイスをプロビジョニングできます。たとえば、各ユーザ

はワーク ステーションで PSTN 電話を使用する場合があります。ユーザが、クライアント

を使用して PSTN 電話でコールを発信できるようにしたい場合があります。ユーザに対し

て、ソフトフォン デバイスまたはデスクフォン デバイスをプロビジョニングすることは計

画していません。

専用デバイスとしてCTIリモート デバイスをプロビジョニングするには、[CiscoUnifiedCM
の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを介してリモート接続先を追

加する必要があります。これにより、クライアントの起動時に、ユーザは自動的に電話を制

御し、コールを発信できます。

代替デバイス

ユーザがソフトフォン デバイスまたはデスクフォン デバイスに代替電話番号を指定できる

ようにするために、CTIリモートデバイスをプロビジョニングできます。たとえば、各ユー

ザは自宅からリモートで作業できます。この場合、ユーザはリモート接続先として自宅の電

話番号を指定できます。これにより、ユーザはクライアントを使用して自宅の電話を制御で

きます。

代替デバイスとして CTI リモート デバイスをプロビジョニングする場合、リモート接続先

を追加しないでください。ユーザは、クライアント インターフェイスを介してリモート接

続先を追加、編集、および削除できます。

ユーザがリモート接続先を変更できるようにする

ユーザがログインすると、クライアントは Cisco Unified Communications Manager からユーザのデ

バイス リストを取得します。

そのデバイスリストにソフトフォンデバイスまたはデスクフォンデバイスが含まれている場合、

クライアントは、ユーザがクライアント インターフェイスを介してリモート接続先を追加、編

集、および削除することを自動的に許可します。

そのデバイス リストにCTIリモート デバイスのみ含まれている場合、クライアントは、ユーザが

リモート接続先を追加、編集、および削除することを許可しません。クライアントの設定でユー

ザがリモート接続先を追加、編集、および削除することを許可する必要があります。

クライアントで CTI リモートデバイスを使用する

ユーザがクライアントにサインインし、リモート デバイスをアクティブとして設定した場合、

ユーザが着信コールを受信すると、そのデバイスの呼出音が鳴ります。また、ユーザがサインイ

ンした場合、クライアントは発信コールをアクティブ デバイスにルーティングします。

ユーザがクライアントにサインインせず、そのユーザが自分の電話番号に対する着信コールを受

信した場合、リモート接続先として設定されているすべてのデバイスの呼出音が鳴ります。
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制限事項と既知の問題点

ここでは、Cisco Unified Communications Manager の拡張機能および接続機能に関する現時点での

制限事項および既知の問題点について説明します。

• ユーザ 1 人につき 1 つのリモート接続先のみ作成できます。ユーザに対して複数のリモート

接続先を追加しないでください。

• 複数のユーザが同じリモート接続先を使用することはできません。

• ユーザは、複数のデバイスに同じリモート接続先を使用できません。

• Cisco Unified Communications Manager クラスタ上のエンドポイントとして設定したデバイス

に対しては、拡張機能および接続機能をプロビジョニングすることはできません。

• 以下が発生した場合、着信コールによりリモート デバイスの呼出音が誤って鳴ります。

1 ユーザがリモート接続先の番号を追加した場合。

Cisco Unified Communications Managerは、着信コールをそのリモート接続先にルーティン

グします。ユーザは、クライアントとのコール セッションを制御できます。

2 ユーザが電話を変更した場合。たとえば、ユーザがソフトフォンを選択した場合。

Cisco Unified Communications Managerは着信コールをユーザのソフトフォンにルーティン

グします。ただし、ユーザが 4 ～ 5 秒以内にソフトフォンで着信コールに応答しない場

合、ユーザのリモート接続先の呼出音も鳴ります。

この問題を解決するには、ユーザは、自分の電話を変更するときに、リモート接続先の番号

を削除する必要があります。

ユーザモビリティの有効化

この作業は、デスクトップ クライアント専用です。

CTIリモート デバイスをプロビジョニングするには、ユーザ モビリティを有効にする必要があり

ます。ユーザのモビリティが有効でない場合、そのユーザをCTIリモート デバイスの所有者とし

て割り当てることはできません。

はじめる前に

この作業は、次の場合にのみ該当します。

• CTI リモート デバイスに Cisco Jabber for Mac または Cisco Jabber for Windows のユーザを割り

当てる予定である。

• Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x 以降である。

手順

ステップ 1 [ユーザ管理（User Management）] > [エンド ユーザ（End User）] を選択します。
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[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）] ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [ユーザを次の条件で検索（Find Users where）] フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索

（Find）] を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 3 ユーザを一覧から選択します。

[エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [モビリティ情報（Mobility Information）] セクションを探します。

ステップ 5 [モビリティの有効化（Enable Mobility）] を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

CTI リモートデバイスの作成

CTI リモート デバイスは、ユーザのリモート接続先をモニタリングし、通話を制御する仮想デバ

イスです。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 4 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから[CTI リモート デバイス（CTI Remote
Device）] を選択します。続いて [次へ（Next）] を選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）] ドロップダウン リストから対象のユーザ ID を選択しま

す。

[オーナーのユーザ ID（Owner User ID）] ドロップダウン リストには、モビリティの有

効化が利用可能なユーザのみが表示されます。詳細については、「クライアント内の

SAML SSO の有効化」を参照してください。

（注）

Cisco Unified Communications Manager は [デバイス名（Device Name）] フィールドをユーザ ID と

[CTIRD]接頭辞から生成します。例としては、[CTRIDユーザ名（CTIRDusername）]となります。

ステップ 6 必要に応じて、[デバイス名（Device Name）] フィールドのデフォルト値を編集します。

ステップ 7 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）] セクションの [再ルーティング コーリング

サーチ スペース（Rerouting Calling Search Space）] ドロップダウン リストから、適切なオプショ

ンを選択してください。

[再ルーティング コーリング サーチ スペース（Rerouting Calling Search Space）] ドロップダウン

リストは、再ルーティングのコーリング サーチ スペースを定義します。これにより、ユーザは

CTI リモート デバイスからコールを発信および受信できるようになります。
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リモート接続先の追加

リモート接続先とは、ユーザが利用できる CTI 制御可能デバイスです。

ユーザに専用CTIリモート デバイスをプロビジョニングする場合、CiscoUnifiedCMAdministration
インターフェイスを使用してリモート接続先を追加する必要があります。このタスクにより、ク

ライアントの起動時に、ユーザは自動的に電話を制御し、コールを発信できます。

ユーザにソフトフォン デバイスおよびデスクフォン デバイスとともに CTI リモート デバイスを

プロビジョニングする場合、[Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] イン

ターフェイスを使用してリモート接続先を追加しないでください。ユーザは、クライアント イン

ターフェイスを使用してリモート接続先を入力できます。

（注） • ユーザ 1 人につき 1 つのリモート接続先を作成する必要があります。ユーザに対して複

数のリモート接続先を追加しないでください。

• Cisco Unified Communications Manager は、Cisco Unified CM Administration インターフェイ

スで追加したリモート接続先がルーティング可能かどうかを確認しません。そのため、

追加するリモート接続先をCiscoUnifiedCommunicationsManagerがルーティングできるこ

とを確認する必要があります。

• Cisco Unified Communications Manager は、自動的に CTI リモート デバイスのすべてのリ

モート接続先番号にアプリケーション ダイヤル ルールを適用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [電話を次の条件で検索（FindPhonewhere）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]
を選択して電話の一覧を取得します。

ステップ 4 一覧から CTI リモート デバイスを選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）] セクションを探します。

ステップ 6 [新規リモート接続先の追加（Add a New Remote Destination）] を選択します。

[リモート接続先情報（Remote Destination Information）] ウィンドウが開きます。

ステップ 7 JabberRD を [名前（Name）] フィールドに指定します。

[名前（Name）] フィールドに JabberRD を指定する必要があります。クライアントは

JabberRDリモート接続先のみ使用します。JabberRD以外の名前を指定した場合、ユー

ザはそのリモート接続先にアクセスできません。

制約事項

ユーザがクライアント インターフェイスを使用してリモート接続先を追加すると、クライアント

は JabberRD 名を自動的に設定します。
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ステップ 8 [接続先番号（Destination Number）] フィールドに接続先番号を入力します。

ステップ 9 必要に応じて他の値をすべて指定します。

ステップ 10 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

次の手順を実行してリモート接続先を確認し、CTI リモート デバイスに設定を適用します。

1 手順を繰り返し、CTI リモート デバイスの [電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウを

開きます。

2 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）] セクションを探します。

3 リモート接続先が利用可能であることを確認します。

4 [設定の適用（Apply Config）] を選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウの [デバイス情報（Device Information）] セク

ションには、[アクティブなリモート接続先（Active Remote Destination）] フィールドが含まれ

ています。

ユーザがクライアントでリモート接続先を選択すると、そのリモート接続先は [アクティブな

リモート接続先（Active Remote Destination）] の値として表示されます。

次の場合、[アクティブなリモート接続先（Active Remote Destination）]の値として [none]が表

示されます。

（注）

• ユーザがクライアントでリモート接続先を選択しない場合。

• ユーザが退出した場合、またはクライアントにサインインしていない場合。

CTI サービスを追加する

CTI サービスにより、ユーザはデバイスを制御できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UC サービス（UC Service）]
を選択します。

[UC サービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。
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[UC サービスの設定（UC Service Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add aUCService）]セクションで、[UCサービス タイプ（UCService Type）]
ドロップダウン リストから [CTI] を選択します。

ステップ 5 [次へ（Next）] を選択します。

ステップ 6 次の手順に従って、インスタント メッセージ/プレゼンス サービスの詳細情報を設定します。

a) [名前（Name）] フィールドにサービスの名前を入力します。

入力した名前は、プロファイルにサービスを追加する際に表示されます。入力する名前は必

ず、一意的でわかりやすく、かつ意味が通じるものにしてください。

b) [ホスト名/IP アドレス（Host Name/IP Address）] フィールドに、CTI サービスのアドレスを入

力します。

c) [ポート（Port）] フィールドに、CTI サービスに使用するポート番号を入力します。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

サービス プロファイルに CTI サービスを追加します。

CTI サービスの適用

Cisco Unified Communications Manager で CTI サービスを追加した後、クライアントがその設定を

取得できるようにするために、そのCTIサービスをサービス プロファイルに適用する必要があり

ます。

はじめる前に

• まだ存在していないか、CTI用に別のサービスプロファイルが必要な場合は、サービスプロ

ファイルを作成します。

• CTI サービスを追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービス プロファイル（Service
Profile）] の順に選択します。

ステップ 3 目的のサービス プロファイルを検索し、それを選択します。

ステップ 4 [サービスプロファイルの設定(Service Profile Configuration)] ウィンドウの [CTIプロファイル（CTI
Profile）] セクションで、次のドロップダウン リストからサービスを最大 3 つまで選択します。

• プライマリ（Primary）

• セカンダリ（Secondary）

• ターシャリ（Tertiary）
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ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

CTI ゲートウェイのセットアップ
クライアントは、Cisco Unified Communications Manager と通信し、デスクフォンの制御などの特

定の機能を実行するために、CTI ゲートウェイを必要とします。

CTI ゲートウェイサーバの追加

このタスクは、CUP と CUCM 8.6 を使用している場合にのみ適用されます。

クライアントは、Cisco Unified Communications Manager と通信して、デスクフォン制御などの特

定の機能を実行するために CTI ゲートウェイを必要とします。CTI ゲートウェイをセットアップ

する最初の手順は、Cisco Unified Presence 上での CTI ゲートウェイ サーバの追加です。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [CTI ゲートウェイ サーバ（CTI Gateway
Server）] の順に選択します。

Cisco Unified Presence のバージョンによっては、パスは次のようになります。[アプリ

ケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [CTI ゲートウェイ

サーバ（CTI Gateway Server）]。

（注）

[CTI ゲートウェイ サーバの検索と一覧表示（Find and List CTI Gateway Servers）] ウィンドウが開

きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[CTI ゲートウェイ サーバの設定（CTI Gateway Server Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [CTI ゲートウェイ サーバの設定（CTI Gateway Server Configuration）] ウィンドウで、必要な詳細

情報を指定します。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

CTI ゲートウェイ プロファイルの作成, （233 ページ）

CTI ゲートウェイプロファイルの作成

CTI ゲートウェイ サーバの追加後は、CTI ゲートウェイ プロファイルを作成し、サーバをプロ

ファイルに追加する必要があります。
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レクトリURIが自動的に入力されます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerはそのURIをデフォ

ルトのパーティションにも配置します。これがディレクトリ URI（ Directory URI）です。

次のタスクは、電話番号が URI を継承するように Cisco Unified Communications Manager を設定す

る手順を大まかに説明しています。

手順

ステップ 1 デバイスを追加します。

ステップ 2 デバイスに電話番号を追加します。

ステップ 3 デバイスとユーザを関連付けます。

ステップ 4 ユーザのプライマリ内線を指定します。

次の作業

ディレクトリ URI が電話番号に関連付けられていることを確認します。

URI を使用した電話番号の設定

ユーザに関連付けられていない電話番号用の URI を指定できます。URI を使用した電話番号は、

テストと評価の目的でのみ設定する必要があります。

URI を使用した電話番号を設定するには、以下の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コール ルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）] を選択します。

[電話番号の検索/一覧表示（Find and List Directory Numbers）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 適切な電話番号を検索して選択します。

[電話番号設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ディレクトリ URI（Directory URIs）] セクションを探します。

ステップ 5 [URI] 列で有効な SIP URI を指定します。

ステップ 6 適切なパーティションを [パーティション（Partition）] 列から選択します。

システムの [ディレクトリ URI（Directory URI）] パーティションには、URI を手動で追

加できません。URI は電話番号と同じルート パーティションに追加する必要がありま

す。

（注）

ステップ 7 ユーザが電話番号にコールを発信できるように適切なコーリングサーチスペースにパーティショ

ンを追加します。

ステップ 8 [保存（Save）] を選択します。
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ディレクトリ URI パーティションの関連付け

Cisco Unified Communications Manager が URI を配置するデフォルトのパーティションを、電話番

号を含むパーティションと関連付ける必要があります。

URIダイヤルを有効にするには、デフォルトのディレクトリURIパーティションを、電話番号

を含むパーティションと関連付ける必要があります。

コーリング サーチ スペース内に電話番号のパーティションがない場合は、パーティションを

作成して、適切に設定する必要があります。

重要

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [システム（System）] > [エンタープライズ パラメータ（Enterprise Parameters）] の順に選択しま

す。

[エンタープライズ パラメータ設定（Enterprise ParametersConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [エンド ユーザのパラメータ（End User Parameters）] セクションを探します。

ステップ 4 [ディレクトリ URI エイリアス パーティション（Directory URI Alias Partition）] 行で、ドロップダ

ウン リストから適切なパーティションを選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

デフォルトのディレクトリ URI パーティションは電話番号を含むパーティションと関連付けられ

ています。それにより、Cisco Unified Communications Manager は着信 URI コールを正しい電話番

号にルーティングできます。

ユーザが電話番号にコールを発信できるようにパーティションが適切なコーリングサーチスペー

スにあることを確実にする必要があります。

連絡先の解決のための SIP 要求における FQDN の有効化

URIによる連絡先の解決を有効にするには、Cisco Unified CommunicationsManagerが SIP要求で完

全修飾ドメイン名（FQDN）を使用するように設定する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）] > [SIPプロファイル（SIP Profile）]の

順に選択します。

[SIP プロファイルの検索と一覧表示（Find and List SIP Profiles）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 適切な SIP プロファイルを検索して選択します。
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ステップ 4 コール ピックアップ グループの情報を入力します。

a) コール ピックアップ グループに対して一意の名前を指定します。

b) コール ピックアップ グループに対して一意の電話番号を指定します。

c) 説明を入力します。

d) パーティションを選択します。

ステップ 5 （任意） [コール ピックアップ グループの通知設定（Call Pickup Group Notification Settings）] セ

クションで、音声通知または視覚的通知を設定します。

a) 通知ポリシーを選択します。

b) 通知タイマーを指定します。

コールピックアップグループの通知設定の詳細については、関連するCiscoUnifiedCommunications
Manager のマニュアルでコール ピックアップに関するトピックを参照してください。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

電話番号にコール ピックアップ グループを割り当てます。

電話番号の割り当て

電話番号にコール ピックアップ グループを割り当てます。コール ピックアップ グループに割り

当てられた電話番号だけが、コール ピックアップ、グループ コール ピックアップ、他のグルー

プ ピックアップ、ダイレクト コール ピックアップを使用できます。

はじめる前に

電話番号にコール ピックアップ グループを割り当てる前に、コール ピックアップ グループを作

成する必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified Communications Manager Administration）] インターフェイ

スを開きます。

ステップ 2 次のいずれかの方法で、電話番号にコール ピックアップ グループを割り当てます。

• [コール ルーティング（Call Routing）] > [電話番号（Directory Number）]を選択し、電話番号

を検索して選択し、[コール転送とコール ピックアップの設定（Call Forward and Call Pickup
Settings）]エリアで、コールピックアップグループのドロップダウンリストからコールピッ

クアップ グループを選択します。

• [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] を選択し、電話を検索して選択し、[関連付け情報

（Association Information）] リストで、コール ピックアップ グループを割り当てる電話番号

を選択します。
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ステップ 3 データベースに変更を保存するには、[保存（Save）] を選択します。

他のコールピックアップ

他のグループ ピックアップ機能により、自身のグループに関連付けられているグループ内の着信

コールをピックアップできます。ユーザが [その他のピックアップ（Other Pickup）] を選択する

と、Cisco Unified Communications Manager は、関連付けられているグループ内の着信コールを自

動的に検索し、コール接続を確立します。

他のコール ピックアップの設定

他グループ ピックアップ機能を使用すると、ユーザは関連グループの着信コールをピックアップ

できます。ユーザが [他グループ（Other Pickup）] を選択すると、Cisco Unified Communications
Manager は関連グループ内の着信コールを自動的に検索し、コール接続を実行します。

はじめる前に

開始する前に、コール ピックアップ グループを設定してください。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communication Manager Administration インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コール ルーティング（Call Routing）] > [コール ピックアップ グループ（Call Pickup Group）] の

順に選択します。

[コール ピックアップ グループの検索と一覧表示（Find and List Call Pickup Groups）] ウィンドウ

が開きます。

ステップ 3 コール ピックアップ グループを選択します。

[コール ピックアップ グループの設定（Call PickupGroupConfiguration）]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [関連付け先コール ピック アップ グループ情報（Associated Call Pickup Group Information）] セク

ションでは、以下を実行できます。

• コール ピックアップ グループを検索し、現在関連付けられているコール ピックアップ グ

ループに追加する。

• 関連付けられているコール ピックアップ グループの順序を変更する、またはコール ピック

アップ グループを削除する。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。
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ダイレクトコールピックアップ

ダイレクトコールピックアップ機能を使用すると、ユーザは着信コールを直接ピックアップでき

ます。ユーザはクライアントに電話番号を入力し、[ピックアップ（Pickup）]を選択します。Cisco
Unified CommunicationsManagerは関連するグループ メカニズムを使用して、ユーザがダイレクト

コール ピックアップ機能を使って着信コールをピックアップできるかどうかを制御します。

ダイレクト コール ピックアップを有効にするには、ユーザの関連グループに電話番号が属する

ピックアップ グループを含める必要があります。

ユーザがダイレクトコールピックアップ機能を起動し、電話番号を入力して着信コールをピック

アップすると、ユーザは指定した電話に着信するコールに接続されます。そのコールが電話番号

の属するコールピックアップグループ内で最も長く鳴っているコールかどうかは問われません。

ダイレクト コール ピックアップの設定

ダイレクト コール ピックアップ機能を使用すると、着信コールを直接ピックアップできます。

ユーザはクライアントに電話番号を入力し、[ピックアップ（Pickup）]を選択します。CiscoUnified
Communications Managerは関連するグループ メカニズムを使用して、ユーザがダイレクト コール

ピックアップ機能を使って着信コールをピックアップできるかどうかを制御します。

ダイレクト コール ピックアップを有効にするには、ユーザの関連グループに電話番号が属する

ピックアップ グループを含める必要があります。

ユーザがこの機能を起動し、着信コールをピックアップする電話番号を入力すると、ユーザは指

定した電話に着信するコールに接続されます。そのコールが電話番号が属するコール ピックアッ

プ グループ内で最も長く鳴っているコールかどうかは問われません。

手順

ステップ 1 コールピックアップグループを設定し、関連グループを追加します。関連グループのリストには

10 グループまで含めることができます。

詳細については、他のグループピックアップ機能に対するピックアップグループの定義に関する

トピックを参照してください。

ステップ 2 Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータを有効にして、ダイレクト コール ピックアップで

コールに自動的に応答するようにします。

詳細については、自動コール ピックアップの設定に関するトピックを参照してください。

自動コールピックアップ

Auto Call Pickup Enabled サービス パラメータを有効にすると、コール ピックアップ、グループ

ピックアップ、他のグループピックアップ、ダイレクトコールピックアップを自動化できます。

このパラメータが有効になっている場合、Cisco Unified Communications Manager は、ユーザが電

話で適切なピックアップを選択すると、ユーザのピックアップ グループ、他のピックアップ グ
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コール ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [回線グループ（Line
Group）] の順に選択します。

[回線グループの検索と一覧表示（Find and List Line Groups）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[回線グループの設定（Line Group Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [回線グループ情報（Line Group Information）] セクションに次の設定を入力します。

1 [回線グループ名（Line Group Name）] フィールドに一意の名前を指定します。

2 [RNA 復帰タイムアウト（RNA Reversion Timeout）] に秒数を指定します。

3 回線グループに適用する [分散アルゴリズム（Distribution Algorithm）] を選択します。

ステップ 5 [ハント オプション（Hunt Options）] セクションに次の設定を入力します。

• ドロップダウン リストから [無応答（No Answer）] の値を選択します。

• [無応答時にハント メンバーを自動的にログアウト（Automatically Logout Hunt Member on No
Answer）] を選択して、ハント リストの自動ログアウトを設定します。

• ドロップダウン リストから [ビジー（Busy）] の値を選択します。

• ドロップダウン リストから [使用不可（Not Available）] の値を選択します。

ステップ 6 [回線グループ メンバー情報（Line GroupMember Information）]セクションでは、以下を実行でき

ます。

• 回線グループに追加する電話番号またはルート パーティションを検索する。

• 回線グループ内の電話番号またはルート パーティションの順序を変更する。

• 回線グループから電話番号またはルート パーティションを削除する。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

ハント リストを設定し、回線グループをハント リストに追加します。

ハントリスト

ハント リストには、一連の回線グループが特定の順序で含まれています。ハント リストは 1つ以

上のハント パイロットに関連付けられており、それらの回線グループにアクセスする順序を示し

ます。この順序によって、着信コールで使用可能な電話番号の検索の進行が制御されます。
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ハント リストは、回線グループによって定義された一連の電話番号から成っています。定義され

たハント リストに従って、Cisco Unified Communications Manager がルーティングするコールを決

定した後、Cisco Unified Communications Manager は、ハント リストで定義されている回線グルー

プの順序に基づいて 1 番目に使用可能なデバイスを検出します。

グループ コール ピックアップ機能とダイレクト コール ピックアップ機能では、ハント リストは

使用されません。

ハントリストには回線グループだけを含めることができます。各ハントリストには、少なくとも

1つの回線グループが必要です。各回線グループには、少なくとも1つの電話番号が含まれます。

単一の回線グループを複数のハント リストに表示できます。

ハント リストの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コール ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハント リスト（Hunt
List）] の順に選択します。

[グループの検索とハント リスト（Find and Hunt List Groups）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[ハント リストの設定（Hunt List Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ハント リスト情報（Hunt List Information）] セクションに次の設定を入力します。

1 [名前（Name）] フィールドに一意の名前を指定します。

2 ハント リストの説明を入力します。

3 ドロップダウン リストから [Cisco Unified Communications Manager グループ（Cisco Unified
Communications Manager Group）] を選択します。

4 ハント リストを保存すると、新しいハント リストのデフォルトとして [このハントリストを有

効にする（Enable this Hunt List）] が選択されます。

5 このハントリストをボイスメールに使用する場合は、[ボイスメール用（ForVoiceMailUsage）]
選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択してハント リストを追加します。

次の作業

回線グループをハント リストに追加します。

ハント リストへの回線グループの追加

はじめる前に

回線グループを構成して、ハント リストを設定する必要があります。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コール ルーティング（Call Routing）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハント リスト（Hunt
List）] の順に選択します。

[グループの検索とハント リスト（Find and Hunt List Groups）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 回線グループを追加するハント リストを検索します。

ステップ 4 回線グループを追加するには、[回線グループの追加（Add Line Group）] を選択します。

[ハント リスト詳細の設定（Hunt List Detail Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [回線グループ（Line Group）] ドロップダウン リストから回線グループを選択します。

ステップ 6 回線グループを追加するには、[保存（Save）] を選択します。

ステップ 7 さらに別の回線グループを追加するには、ステップ 4 ～ 6 を繰り返します。

ステップ 8 [保存] を選択します。

ステップ 9 ハント リストをリセットするには、[リセット（Reset）]を選択します。ダイアログボックスが表

示されたら、[リセット（Reset）] を選択します。

ハントパイロット

ハントパイロットは、数字から構成される文字列（アドレス）と、ハントリストにコールをルー

ティングする一連の番号操作から成り立っています。ハント パイロットは、ネットワーク設計に

柔軟性をもたらします。また、ルートフィルタおよびハントリストと連動して、特定のデバイス

にコールを直接転送したり、特定の数字パターンを包含、除外、変更したりします。

ハント パイロットの設定オプションの詳細については、Cisco Unified Communications Manager の

関連するマニュアルを参照してください。

ハント パイロットの設定

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コール ルーティング（CallRouting）] > [ルート/ハント（Route/Hunt）] > [ハント パイロット（Hunt
Pilot）] の順に選択します。

[ハント パイロットの検索と一覧表示（Find and List Hunt Pilots）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[ハント パイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）] ウィンドウが開きます。
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ステップ 4 数字とワイルドカードを含む、ハント パイロットを入力します。

ステップ 5 [ハント リスト（Hunt List）] ドロップダウン リストからハント リストを選択します。

ステップ 6 [ハント パイロットの設定（Hunt Pilot Configuration）] ウィンドウで追加の設定を入力します。ハ

ント パイロットの設定の詳細については、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの関連するマニュ

アルを参照してください。

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

ユーザの関連付けに関する設定

ユーザをデバイスに関連付けると、ユーザにデバイスがプロビジョニングされます。

はじめる前に

Cisco Jabber デバイスを作成および設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [エンド ユーザ（End User）] を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [ユーザを次の条件で検索（Find User where）] フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検索

（Find）] を選択してユーザのリストを取得します。

ステップ 4 対象のユーザをリストから選択します。

[エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [サービスの設定（Service Settings）] セクションを探します。

ステップ 6 [ホーム クラスタ（Home Cluster）] を選択します。

ステップ 7 [UC サービス プロファイル（UC Service Profile）] ドロップダウン リストから、ユーザの適切な

サービス プロファイルを選択します。

ステップ 8 [デバイス情報（Device Information）] セクションを探します。

ステップ 9 [デバイスの割り当て（Device Associations）] を選択します。

[ユーザ デバイス割り当て（User Device Association）] ウィンドウが開きます。

ステップ 10 ユーザを割り当てるデバイスを選択します。

ステップ 11 [選択/変更の保存（Save Selected/Changes）] を選択します。

ステップ 12 [ユーザ管理（User Management）] > [エンド ユーザ（End User）] の順に選択し、[ユーザの検索と

一覧表示（Find and List Users）] ウィンドウに戻ります。

ステップ 13 一覧から同じユーザを探し、選択します。
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Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービスの TFTP サーバの指定

Cisco Unified Communications Managerリリース 9.xを使用している場合は、次の手順を実行する必

要がありません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence の管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] イン

ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [レガシー クライアント（LegacyClients）] > [設定（Settings）]
の順に選択します。

[レガシー クライアントの設定（Legacy Client Settings）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [レガシー クライアントのセキュリティ設定（Legacy Client Security Settings）] セクションを探し

ます。

ステップ 4 次のフィールドで、プライマリおよびバックアップの TFTP サーバの IP アドレスを指定します。

• プライマリ TFTP サーバ（Primary TFTP Server）

• バックアップ TFTP サーバ（Backup TFTP Server）

• バックアップ TFTP サーバ（Backup TFTP Server）

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

Cisco Unified Presence での TFTP サーバの指定

Cisco Unified Communications Manager リリース 8.x を使用している場合は、Cisco Unified Presence
で TFTP サーバのアドレスを指定するための手順を実行します。Cisco Unified Communications
Manager リリース 9.x を使用している場合は、次の手順を実行する必要がありません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber][設定（Settings）] の順に選択します。

CiscoUnified Presenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプ

リケーション（Application）] > [CiscoUnified Personal Communicator] > [設定（Settings）]。
（注）

[Cisco Jabber の設定（Cisco Jabber Settings）]Cisco Jabber Settingsウィンドウが開きます。

ステップ 3 Cisco Unified Presenceのバージョンによって異なる次のセクションのいずれかで TFTPサーバを指

定するフィールドを探します。

• Cisco Jabber のセキュリティ設定（Cisco Jabber Security Settings）
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• CUPC グローバル設定（CUPC Global Settings）

ステップ 4 次のフィールドで、プライマリおよびバックアップの TFTP サーバの IP アドレスを指定します。

• プライマリ TFTP サーバ（Primary TFTP Server）

• バックアップ TFTP サーバ（Backup TFTP Server）

• バックアップ TFTP サーバ（Backup TFTP Server）

ホスト名の代わりに、完全修飾ドメイン名（FQDN）または TFTPサーバの IPアドレス

を入力することを確認します。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

電話モードでの TFTP サーバの指定

電話モードでクライアントを展開する場合、TFTPサーバのアドレスを次のように指定できます。

• ユーザはクライアントの起動時に、TFTP サーバ アドレスを手動で入力します。

• TFTP 引数を使用してインストール時に TFTP サーバ アドレスを指定します。

• Microsoft Windows レジストリで TFTP サーバ アドレスを指定します。

Cisco WebEx 管理ツールでの TFTP サーバの指定

クライアントが Cisco WebEx Messenger サービスに接続している場合は、Cisco WebEx 管理者ツー

ルを使用して TFTP サーバ アドレスを指定します。

手順

ステップ 1 Cisco WebEx 管理者ツールを開きます。

ステップ 2 [設定（Configuration）] タブを選択します。

ステップ 3 [追加サービス（Additional Services）] セクションで [Unified Communications] を選択します。

[Unified Communications] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [クラスタ（Clusters）] タブを選択します。

ステップ 5 適切なクラスタをリストから選択します。
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[クラスタの編集（Edit Cluster）] ウィンドウが開きます。

ステップ 6 [Cisco Unified Communications Manager サーバの設定（Cisco Unified Communications Manager Server
Settings）] セクションで [サーバの詳細設定（Advanced Server Settings）] を選択します。

ステップ 7 [TFTPサーバ（TFTPServer）]フィールドでプライマリTFTPサーバの IPアドレスを指定します。

ステップ 8 [バックアップ サーバ 1（Backup Server #1）]フィールドと [バックアップ サーバ 2（Backup Server
#2）] フィールドでバックアップ TFTP サーバの IP アドレスを指定します。

ステップ 9 [保存（Save）] を選択します。

[クラスタの編集（Edit Cluster）] ウィンドウが閉じます。

ステップ 10 [Unified Communications] ウィンドウで [保存（Save）] を選択します。

デバイスのリセット

ユーザを作成し、デバイスに関連付けた後、それらのデバイスをリセットする必要があります。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [電話を次の条件で検索（FindPhonewhere）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]
を選択してデバイスの一覧を取得します。

ステップ 4 対象のデバイスを一覧から選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [割り当て情報（Association Information）] セクションを探します。

ステップ 6 対象の電話番号設定を選択します。

[電話番号設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 7 [リセット（Reset）] を選択します。

[デバイス リセット（Device Reset）] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 8 [リセット（Reset）] を選択します。

ステップ 9 [閉じる（Close）]を選択して、[デバイスリセット（DeviceReset）]ダイアログボックスを閉じま

す。

CCMCIP プロファイルの作成
クライアントは、CCMCIP サーバからユーザのデバイス リストを取得します。
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情報設定

次の両方を含む再ルーティング コーリング サーチ スペースを選択し

ます。

• ユーザのデスクフォン内線のパーティション。この要件は、ルー

ティング コール用ではなく、Dial via Office 機能を提供するため

にシステムで使用されます。

• 携帯電話番号へのルート。携帯電話番号へのルート（つまり、

ゲートウェイ/トランク パーティション）には、デバイスと関連

付けられた社内内線のパーティションより高い優先順位を設定す

る必要があります。

Cisco Jabber を使用すると、デバイスの携帯電話番号と異な

るコールバック番号を Dial via Office - リバース コールに対

して指定でき、どのコールバック番号に到達可能かは再ルー

ティング用コーリング サーチ スペースによって制御されま

す。

（注）

ユーザが DvO コールバック番号を代替番号で設定した場合は、必ず

代替電話番号の接続先にルートされるようにトランクのコーリング

サーチ スペース（CSS）を設定します。

再ルーティング用

コーリング サーチ ス

ペース（Rerouting
Calling Search Space）

e) [保存（Save）] を選択します。

モビリティ ID の追加

モビリティ ID を追加し、モバイル デバイスの携帯電話番号を接続先番号として指定するには、

次の手順を使用します。この接続先番号は Dial via Office やモバイル コネクトなどの機能で使用

します。

モビリティ IDを追加するときは、1つの番号だけ指定できます。モバイル デバイスの 2つ目の携

帯電話番号などの代替番号を指定する場合は、リモート接続先を設定できます。モビリティ IDの

設定の特性は、リモート接続先の設定の特性と同じです。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

b) 設定するデバイスを検索します。
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c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたモビリティ ID（AssociatedMobility Identity）]セクションで [新しいモビリティ ID
の追加（Add a New Mobility Identity）] を選択します。

ステップ 4 接続先番号として携帯電話番号を入力します。

この番号をアウトバウンド ゲートウェイにルーティングできる必要があります。通常、この番号

は完全な E.164 番号です。

ユーザの Dial via Office - リバース機能を有効にするには、ユーザのモビリティ ID の接

続先番号を入力する必要があります。

Dial via Office - リバースを有効にして、モビリティ ID の接続先番号を空のままにした

場合は、次のようになります。

（注）

• モバイル データ ネットワークとVPNの使用中にユーザが [自動選択（Autoselect）]
コール オプションを選択すると、電話サービスが接続できなくなります。

• あらゆるタイプのネットワークでユーザが [モバイルボイスネットワーク（Mobile
VoiceNetwork）]コール オプションを選択すると、電話サービスが接続できなくな

ります。

• 電話サービスが接続できない原因は、ログに示されません。

ステップ 5 コール タイマーの初期値を入力します。

これらの値によって、モバイル デバイスのクライアントで呼び出し音を鳴らす前に、モバイル

サービス プロバイダーのボイスメールに通話がルーティングされることがなくなります。エンド

ユーザのモバイル ネットワークと動作するように、これらの値を調整することができます。詳細

については、Cisco Unified Communications Manager のオンライン ヘルプを参照してください。

次に示すのは、Cisco Unified Communications Manager 9.x のモビリティ ID のタイマー情報の例で

す。

推奨する初期値設定

3000呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon
Timer）

20000呼び出し終了タイマー（Answer too late timer）

0

この設定はDVO-Rコールには適用さ

れません。

（注）

呼び出し前の遅延タイマー（Delay before ringing
timer）

次に示すのは、Cisco Unified Communications Manager 10.x のモビリティ ID のタイマー情報の例で

す。

推奨する初期値設定

0.0 秒ビジネス回線にダイヤルされたときに、* 秒経

過してからこの電話の呼出音を鳴らす。*
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推奨する初期値設定

3.0 秒コールがボイスメールに直接転送されることを

検出するまで *秒待機して、このコールがこの

電話のボイスメールに直接転送されないように

する。*

20.0 秒この電話のボイスメールに接続しないように、

電話の呼び出しを * 秒後に停止する。*

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• Cisco Unified Communications Manager リリース 9 以前：[モバイル コネクトの有効化（Enable
Mobile Connect）] チェックボックスをオンにします。

• Cisco Unified Communications Manager リリース 10：[シングル ナンバー リーチを有効にする

（Enable Single Number Reach）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 Dial via Office 機能をセットアップする場合は、[モビリティ プロファイル（Mobility Profile）] ド

ロップダウン リストで次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ユーザがエンタープライズ機能アクセス番号（EFAN）を使用

するようにする場合は、このオプションを選択します。

空白（Leave blank）

ユーザが EFAN の代わりにモビリティ プロファイルを使用す

るようにする場合は、作成したモビリティ プロファイルを選

択します。

モビリティ プロファイル

（Mobility Profile）

ステップ 8 携帯番号に通話をルーティングするスケジュールを設定します。

ステップ 9 [保存（Save）] を選択します。

リモート接続先の追加（オプション）

リモート接続先を追加し、接続先番号として任意の代替番号を指定するには、次の手順を使用し

ます。モビリティ ID の設定の特性は、リモート接続先の設定の特性と同じです。

代替番号は、自宅の電話番号、会議室の電話番号、デスクフォンの電話番号、または追加のモバ

イル デバイス向けの複数の携帯電話番号など、あらゆるタイプの電話番号にすることができま

す。複数のリモート接続先を追加できます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

b) 設定するデバイスを検索します。

c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）]セクションで [新規リモート接

続先の追加（Add a New Remote Destination）] を選択します。

ステップ 4 [接続先番号（Destination Number）] として目的の電話番号を入力します。

この番号をアウトバウンド ゲートウェイにルーティングできる必要があります。通常、この番号

は完全な E.164 番号です。

ステップ 5 以下のコール タイマーの初期値を入力します。

a) [呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon Timer）]：3000 を入力します。

b) [呼び出し終了タイマー（Answer Too Late Timer）]：20000 を入力します。

c) [呼び出し前の遅延タイマー（Delay Before Ringing Timer）] ：0
この設定は DVO-R コールには適用されません。

これらの値によって、モバイル デバイスのクライアントで呼び出し音を鳴らす前に、モバイル

サービス プロバイダーのボイスメールに通話がルーティングされることがなくなります。詳細に

ついては、Cisco Unified Communications Manager のオンライン ヘルプを参照してください。

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• Cisco Unified Communications Managerバージョン 9以前の場合は、[モバイル コネクトの有効

化（Enable Mobile Connect）] チェックボックスをオンにします。

• Cisco Unified Communications Manager バージョン 10 の場合は、[シングルナンバーリーチを

有効にする（Enable Single Number Reach）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 携帯番号に通話をルーティングするスケジュールを設定します。

ステップ 8 [保存（Save）] を選択します。

携帯電話に移動

適用：Cisco Jabber for Android と Cisco Jabber for iOS

ユーザはアクティブな VoIP コールを、Cisco Jabber からモバイル ネットワーク上の自分の携帯電

話番号に転送できます。この機能は、ユーザが通話しながらWi-Fiネットワークを離れる場合（た

とえば、建物を離れて車まで歩いていくときなど）や、Wi-Fiネットワークを経由すると音声品質

に問題がある場合に便利です。
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VoIP からモバイルネットワークへのハンドオフの有効化

Cisco Unified Communications Manager が VoIP からモバイル ネットワークにアクティブ コールを

ハンドオフするために使用できる、電話番号を設定します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
がユーザを認識できるようにするために、ユーザの発信者 ID をモビリティ ID と一致させます。

VoIP からモバイル ネットワークへのハンドオフをサポートするように、TCT デバイスおよびモ

バイル デバイスをセットアップします。

Cisco Unified Communications Manager が VoIP からモバイル ネットワークにアクティブ コールを

ハンドオフするために使用できる、電話番号を設定します。CiscoUnifiedCommunicationsManager
がユーザを認識できるようにするために、ユーザの発信者 ID をモビリティ ID と一致させます。

VoIP からモバイル ネットワークへのハンドオフをサポートするように、BOT デバイスおよびモ

バイル デバイスをセットアップします。

ハンドオフ DN の設定

はじめる前に

必要な値を識別します。選択する値は、ゲートウェイが渡す電話番号によって異なります（たと

えば、7 桁や 10 桁など）。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コール ルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [ハンドオフ設定（Handoff
Configuration）] を選択します。

ステップ 3 デバイスが VoIP コールをモバイル ネットワークにハンドオフする際に使用するダイヤルイン

（DID）番号のハンドオフ番号を入力します。

サービス プロバイダーは、設定の DID の値を正確に提供する必要があります。また、H.323 また

は SIP を使用して Cisco Unified Communications Managerに通信する Cisco IOS ゲートウェイの場合

は、Cisco IOSを使用して、ゲートウェイで着信者番号を操作し、その番号をハンドオフ番号で設

定したとおりに Cisco Unified Communications Manager に表示することができます。

Cisco Unified Communications Manager内でトランスレーション パターンや他の操作を使

用して、受信 DID 番号を設定済みハンドオフ DN と照合することはできません。

（注）

ステップ 4 ハンドオフ DID の [ルート パーティション（Route Partition）] を選択します。

このパーティションは、リモート接続先の着信コーリング サーチ スペース（CSS）に存在する必

要があります。これは、ゲートウェイまたはトランクの着信CSSまたはリモート接続先CSSのい

ずれかをポイントします。

この機能は、このページのその他のオプションを使用しません。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。
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ハンドオフのためのユーザおよびデバイス設定のセットアップ

はじめる前に

• Cisco Unified Communications Manager でユーザ デバイスを設定します。

• ユーザのモビリティ ID を設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスで、TCT デバイス

ページに移動し、[モバイル ネットワークへ転送（Transfer to Mobile Network）] オプションに [ハ
ンドオフ DN 機能を使用（Use Handoff DN Feature）] を選択します。

iPod Touch デバイスでは、この方法は割り当てないでください。代わりにモビリティ ソフトキー

の方法を使用します。

ステップ 2 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CMAdministration）]インターフェイスで、BOTデバイス

ページに移動し、[モバイル ネットワークへ転送（Transfer to Mobile Network）] オプションに [ハ
ンドオフ DN 機能を使用（Use Handoff DN Feature）] を選択します。

ステップ 3 iOS デバイスで、[設定（Settings）] > [電話（Phone）] > [発信者 ID を表示（Show My Caller ID）]
をタップして、発信者 ID がオンになっていることを確認します。

ステップ 4 一部のAndroidデバイスおよびオペレーティング システムの組み合わせでは、発信者 IDがオンに

なっていることを確認できます。Android デバイスで電話アプリケーションを開き、[メニュー

（Menu）] > [通話設定（Call Settings）] > [追加設定（Additional settings）] > [発信者 ID（Caller
ID）] > [番号の表示（Show Number）]をタップします。

ステップ 5 この機能をテストしてください。

VoIP からモバイルネットワークへの転送の有効化

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 システム レベル設定で、電話のコール状態が「接続中（Connected）」および「オンフック

（On-hook）」のときに、[モビリティ（Mobility）] ソフトキーが表示されることを確認します。

a) [デバイス（Device）] > [デバイス設定（Device Settings）] > [ソフトキー テンプレート（Softkey
Template）] の順に選択します。

b) デバイスにモバイル コネクトを設定したときに選択したのと同じソフトキー テンプレートを

選択します。

c) 右上の [関連リンク（Related Links）] ドロップダウン リストで、[ソフトキー レイアウトの設

定（Configure Softkey Layout）] を選択し、[移動（Go）] を選択します。

d) コール状態のドロップダウン リストで [オンフック（On-hook）]状態を選択し、選択されてい

るソフトキーのリストに [モビリティ（Mobility）] キーが入っていることを確認します。
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e) コール状態のドロップダウン リストで [接続中（Connected）] 状態を選択し、選択されている

ソフトキーのリストに [モビリティ（Mobility）] キーが入っていることを確認します。

ステップ 3 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

b) 設定するデバイスを検索します。

c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウを開きます。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager のユーザ単位およびデバイス単位の設定で、特定のデバイ

スからコールをモバイル ボイス ネットワークに転送するときに [モビリティ（Mobility）] ソフト

キーを使用するように設定します。モバイル デバイスに対してモビリティ ID およびモバイル コ

ネクトの両方をセットアップしていることを確認します。転送機能が動作するようになったら、

ユーザは自分の都合に合わせて、転送機能をいじることなくモバイル コネクトを有効にしたり無

効にしたりできるようになります。

デバイスが iPod Touch の場合は、代替電話番号（ユーザの携帯電話など）を使用してモビリティ

ID を設定できます。

a) デバイス ページの [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）] を選択します。

b) [モビリティ ユーザ ID（Mobility User ID）]を選択します。通常、この値は [オーナーのユーザ

ID（Owner User ID）] と同じです。

c) [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）] セクションの [モバイル ネッ

トワークへの転送（Transfer to Mobile Network）] オプションで、[モビリティ ソフトキーの使

用（UseMobility Softkey）]または [ハンドオフDN機能を使用（Use HandoffDN Feature）]を選

択します。

ステップ 5 [ユーザ ロケール（UserLocale）]フィールドで、[英語、アメリカ合衆国（English，UnitedStates）]
を選択します。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）] を選択します。

ステップ 8 機能にアクセスするには、クライアントからログアウトして再度ログインするようにユーザに指

示します。

次の作業

VoIP からアクティブなコールをモバイル ネットワークに転送して、設定をテストします。

Dial via Office
適用：Cisco Jabber for Android と Cisco Jabber for iOS
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DvO 機能と組み合わせて使用できるユーザ制御のボイスメールの無効化は、Cisco Unified
Communications Manager リリース 9.0 以降でのみ使用可能です。タイマー制御のボイスメール

の無効化は Cisco Unified Communications Manager リリース 6.0 以降で使用できます。

DvO 機能は、ユーザが Expressway for Mobile and Remote Access を使用して企業ネットワーク

に接続する場合にはサポートされません。

重要

DvO 機能を使用すると、ユーザはデバイスのモバイルボイスネットワークを使用して、勤務先番

号で Cisco Jabber 発信コールを開始できます。

Cisco Jabber は DvO-R （DvO- リバース）コールをサポートしており、次のように動作します。

1 ユーザが DvO-R コールを開始します。

2 クライアントは、Cisco Unified Communications Manager に携帯電話番号にコールするよう通知

します。

3 Cisco Unified Communications Manager は携帯電話番号にコールして接続します。

4 CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、ユーザがダイヤルした番号にコールして接続します。

5 Cisco Unified Communications Manager は 2 つのセグメントに接続します。

6 ユーザおよび着信者は、通常のコールと同様に続けます。

着信コールは、ユーザがクライアントで設定したコールオプションに従い、モバイルコネクトま

たは Voice over IP を使用します。Dial via Office が動作するために、モバイル コネクトは必要あり

ません。ただし、勤務先番号に電話がかかってきたときに、ネイティブの携帯電話番号で呼び出

し音を鳴らすように、モバイル コネクトを有効にすることをお勧めします。Cisco Unified
Communications Managerユーザ ページから、モバイル コネクトを有効または無効にしたり、設定

を使用してモバイル コネクトの動作を調整したりすることができます（たとえば、時間帯ルー

ティングや呼び出し前の遅延タイマーの設定など）。モバイル コネクトのセットアップの詳細に

ついては、「モバイル コネクトのセットアップ」のトピックを参照してください。

次の表は、着信コールと発信コールに使用するコール メソッドについて説明します。コール メソッド（VoIP、モバイ

ル コネクト、DvO-R、またはネイティブ セルラー コール）は、選択されたコール オプションとネットワーク接続に

よって異なります。
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ステップ 6 [説明（Description）] フィールドにモビリティ エンタープライズ機能アクセス番号の説明を入力

します。

ステップ 7 （任意）このエンタープライズ機能アクセス番号をこのシステムのデフォルトにする場合は、[デ
フォルトのエンタープライズ機能アクセス番号（Default Enterprise FeatureAccessNumber）]チェッ

クボックスをオンにします。

ステップ 8 [保存（Save）] を選択します。

モビリティ プロファイルの設定

Cisco Jabber デバイスのモビリティ プロファイルを設定するには、次の手順を使用します。エン

タープライズ機能アクセス番号を設定済みの場合、この手順は任意です。

モビリティ プロファイルを使用して、モバイル クライアントのDial via Office -リバースを設定で

きます。モビリティ プロファイルをセットアップしたら、これをユーザまたはユーザのグループ

（ある地域や場所にいるユーザ）に割り当てることができます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [コール ルーティング（Call Routing）] > [モビリティ（Mobility）] > [モビリティ プロファイル

（Mobility Profile）] を選択します。

ステップ 3 [モビリティ プロファイル情報（Mobility Profile Information）] セクションで、[名前（Name）]
フィールドにモビリティ プロファイルの説明的な名前を入力します。

ステップ 4 [Dial-via-Office-Reverse コールバック（Dial via Office-Reverse Callback）] セクションで、[コール

バック発信者 ID（CallbackCaller ID）]フィールドに、クライアントがCiscoUnifiedCommunications
Manager から受信するコールバック コールの発信者 ID を入力します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。

デバイス COP ファイルのバージョンの確認

このCisco Jabberリリース用の正しいデバイスCOPファイルを使用していることを確認するには、

次の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] をクリックします。

ステップ 4 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから、[Cisco Dual Mode for iPhone] を選択し

ます。

ステップ 5 [電話のタイプ（Phone Type）] ドロップダウン リストから、[Cisco Dual Mode for Android] を選択

します。

ステップ 6 [Next] をクリックします。

ステップ 7 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）] セクションまでスクロール ダウ

ンし、[ビデオ機能（VideoCapabilities）]ドロップダウンリストが表示されることを確認します。

[ビデオ機能（Video Capabilities）] ドロップダウン リストが表示された場合、COP ファイルはご

使用のシステムにすでにインストールされています。

[ビデオ機能（VideoCapabilities）]ドロップダウン リストが表示されない場合は、正しいCOPファ

イルを探してダウンロードします。

各デバイスに対する Dial via Office の設定

各 TCT デバイスに対して Dial Via Office - リバースを設定するには、次の手順を使用します。

各 BOT デバイスに対して Dial Via Office - リバースを設定するには、次の手順を使用します。

1 各ユーザのモビリティ ID を追加します。

2 各デバイスで Dial via Office を有効にします。

3 モバイル コネクトを有効にした場合は、モバイル コネクトが機能することを確認します。デ

スクフォンの内線に電話して、関連付けるモバイル ID で指定した電話番号が鳴ることを確認

します。

モビリティ ID の追加

モビリティ ID を追加し、モバイル デバイスの携帯電話番号を接続先番号として指定するには、

次の手順を使用します。この接続先番号は Dial via Office やモバイル コネクトなどの機能で使用

します。

モビリティ IDを追加するときは、1つの番号だけ指定できます。モバイル デバイスの 2つ目の携

帯電話番号などの代替番号を指定する場合は、リモート接続先を設定できます。モビリティ IDの

設定の特性は、リモート接続先の設定の特性と同じです。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

b) 設定するデバイスを検索します。

c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたモビリティ ID（AssociatedMobility Identity）]セクションで [新しいモビリティ ID
の追加（Add a New Mobility Identity）] を選択します。

ステップ 4 接続先番号として携帯電話番号を入力します。

この番号をアウトバウンド ゲートウェイにルーティングできる必要があります。通常、この番号

は完全な E.164 番号です。

ユーザの Dial via Office - リバース機能を有効にするには、ユーザのモビリティ ID の接

続先番号を入力する必要があります。

Dial via Office - リバースを有効にして、モビリティ ID の接続先番号を空のままにした

場合は、次のようになります。

（注）

• モバイル データ ネットワークとVPNの使用中にユーザが [自動選択（Autoselect）]
コール オプションを選択すると、電話サービスが接続できなくなります。

• あらゆるタイプのネットワークでユーザが [モバイルボイスネットワーク（Mobile
VoiceNetwork）]コール オプションを選択すると、電話サービスが接続できなくな

ります。

• 電話サービスが接続できない原因は、ログに示されません。

ステップ 5 コール タイマーの初期値を入力します。

これらの値によって、モバイル デバイスのクライアントで呼び出し音を鳴らす前に、モバイル

サービス プロバイダーのボイスメールに通話がルーティングされることがなくなります。エンド

ユーザのモバイル ネットワークと動作するように、これらの値を調整することができます。詳細

については、Cisco Unified Communications Manager のオンライン ヘルプを参照してください。

次に示すのは、Cisco Unified Communications Manager 9.x のモビリティ ID のタイマー情報の例で

す。

推奨する初期値設定

3000呼び出し開始タイマー（Answer Too Soon
Timer）

20000呼び出し終了タイマー（Answer too late timer）

0

この設定はDVO-Rコールには適用さ

れません。

（注）

呼び出し前の遅延タイマー（Delay before ringing
timer）
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次に示すのは、Cisco Unified Communications Manager 10.x のモビリティ ID のタイマー情報の例で

す。

推奨する初期値設定

0.0 秒ビジネス回線にダイヤルされたときに、* 秒経

過してからこの電話の呼出音を鳴らす。*

3.0 秒コールがボイスメールに直接転送されることを

検出するまで *秒待機して、このコールがこの

電話のボイスメールに直接転送されないように

する。*

20.0 秒この電話のボイスメールに接続しないように、

電話の呼び出しを * 秒後に停止する。*

ステップ 6 次のいずれかを実行します。

• Cisco Unified Communications Manager リリース 9 以前：[モバイル コネクトの有効化（Enable
Mobile Connect）] チェックボックスをオンにします。

• Cisco Unified Communications Manager リリース 10：[シングル ナンバー リーチを有効にする

（Enable Single Number Reach）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 7 Dial via Office 機能をセットアップする場合は、[モビリティ プロファイル（Mobility Profile）] ド

ロップダウン リストで次のいずれかのオプションを選択します。

説明オプション

ユーザがエンタープライズ機能アクセス番号（EFAN）を使用

するようにする場合は、このオプションを選択します。

空白（Leave blank）

ユーザが EFAN の代わりにモビリティ プロファイルを使用す

るようにする場合は、作成したモビリティ プロファイルを選

択します。

モビリティ プロファイル

（Mobility Profile）

ステップ 8 携帯番号に通話をルーティングするスケジュールを設定します。

ステップ 9 [保存（Save）] を選択します。

各デバイス上での Dial via Office の有効化

各デバイス上で Dial via Office を有効にするには、次の手順を使用します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

b) 設定するデバイスを検索します。

c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [デバイス情報（Device Information）] セクションの [Cisco Unified Mobile Communicator の有効化

（Enable Cisco Unified Mobile Communicator）] チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [プロトコル固有情報（Protocol Specific Information）]セクションの [再ルーティング用コーリング

サーチ スペース（Rerouting Calling Search Space）] ドロップダウン リストで、DvO コールバック

番号にコールをルートできるコーリング サーチ スペース（CSS）を選択します。

ステップ 5 [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）] セクションで [Dial via Office] ド

ロップダウン リストを [有効（Enabled）] に設定します。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

ステップ 7 [設定の適用（Apply Config）] を選択します。

ステップ 8 機能にアクセスするには、クライアントからログアウトして再度ログインするようにユーザに指

示します。

次の作業

この機能をテストしてください。

ボイスメールの無効化

適用：すべてのクライアント

ボイスメールの無効化は、コールがモバイルサービスプロバイダーのボイスメールによって応答

されることを防ぐ機能です。この機能は、ユーザがモバイルデバイスで企業からモバイルコネク

トコールを受信するときに便利です。また、DvO-Rの受信コールがモバイルデバイスに発信され

る場合にも便利です。

ボイスメールの無効化は、次の 2 つのいずれかの方法で設定できます。

• タイマー制御：（デフォルト）この方式では、Cisco Unified Communications Manager にタイ

マーを設定して、モバイル ユーザまたはモバイル サービス プロバイダーのボイスメールの

どちらによってコールに応答するか決定します。

• ユーザ制御：この方式では、コールを先に進める前に、デバイスのキーパッドの任意のキー

を押すことによるDTMFトーンの生成をユーザに要求するようにCiscoUnifiedCommunications
Manager を設定します。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 設定するデバイスに次のように移動します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

b) 設定するデバイスを検索します。

c) デバイス名を選択して、[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウを開きます。

ステップ 3 [関連付けられたリモート接続先（Associated Remote Destinations）] セクションで、関連付けられ

たリモート接続先のリンクをクリックします。

ステップ 4 ポリシーを次のように設定します。

• Cisco Unified Communications Manager リリース 9：[シングル ナンバー リーチ ボイスメール

ポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）] ドロップダウン リストで、[ユーザ制御

（User Control）] を選択します。

• CiscoUnifiedCommunicationsManagerリリース 10（Dial viaOfficeなし）：[シングル ナンバー

リーチ ボイスメール ポリシー（Single Number Reach Voicemail Policy）] ドロップダウン リス

トで、[ユーザ制御（User Control）] を選択します。

• Cisco Unified Communications Manager リリース 10（Dial via Office あり）

◦ [シングルナンバーリーチボイスメールポリシー（SingleNumberReachVoicemailPolicy）]
ドロップダウン リストで [タイマー制御（Timer Control）] を選択します。

◦ [Dial-via-Officeリバース ボイスメール ポリシー（Dial-via-OfficeReverseVoicemail Policy）]
ドロップダウン リストで [ユーザ制御（User Control）] を選択します。

ステップ 5 [保存（Save）] をクリックします。
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第 7 章

ボイスメールの設定

• クラウド ベースの展開におけるボイスメールの設定, 281 ページ

• Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x 以降を使用したオンプレミス展開用のボ

イスメールの設定, 282 ページ

• Cisco Unified Communications Manager リリース 8.6 を使用したオンプレミス展開用のボイス

メールの設定, 293 ページ

クラウドベースの展開におけるボイスメールの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

ボイスメールの設定, （281 ページ）ステップ 1   

ユーザにボイスメールサーバの設定を許可する, （282ペー

ジ）

ステップ 2   

ボイスメールの設定

ボイスメールの設定を構成するには、Cisco WebEx 管理ツールを使用します。

次の作業

ユーザにボイスメール サーバの設定を許可する, （282 ページ）
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ユーザにボイスメールサーバの設定を許可する

ユーザがクライアント インターフェイスでボイスメール サーバ設定を指定できるように Cisco
WebEx 管理ツールでオプションを選択します。

はじめる前に

ボイスメールの設定, （281 ページ）

手順

ステップ 1 Cisco WebEx 管理ツールを開きます。

ステップ 2 [設定（Configuration）] > [Unified Communications] を選択します。

ステップ 3 [ボイスメール（Voicemail）] タブを選択します。

ステップ 4 [ユーザに手動設定の入力を許可する（Allow user to enter manual settings）] を選択します。

ユーザは、クライアント インターフェイスの [オプション（Options）] ウィンドウの [電話アカウ

ント（Phone Accounts）] タブで、拡張ボイスメール設定にアクセスできます。

ユーザは、クライアント インターフェイスで [設定（Settings）] > [ボイスメール（Voicemail）]を

タップし、拡張ボイスメール設定にアクセスできます。

Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x 以降を使用したオン
プレミス展開用のボイスメールの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Jabberがボイスメール サービスにアクセ

スできるように、Cisco Unity Connection を設

定します。

Cisco Jabberで使用するCiscoUnity
Connectionの設定, （283ページ）

ステップ 1   

ボイスメール サービスを追加す

る, （285 ページ）

ステップ 2   

メールストア サービスを追加す

る, （287 ページ）

ステップ 3   

メールストア サービスを追加した後、クライ

アントがその設定を取得できるようにするた

メールストア サービスを適用す

る, （288 ページ）

ステップ 4   

めに、そのメールストア サービスをサービス

プロファイルに適用する必要があります。
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目的コマンドまたはアクション

ユーザがボイスメール メッセージにアクセス

できるように、取得を設定します。ユーザが

取得とリダイレクションの設定,
（289 ページ）

ステップ 5   

着信コールをボイスメールに送信できるよう

にするために、リダイレクションを設定しま

す。

ボイスメールのクレデンシャル

ソースの設定, （291 ページ）

ステップ 6   

この手順は、ユーザが自分のボイスメールボッ

クスにダイヤル インできるように基本的なボ

拡張メッセージ受信インジケータ

の有効化, （292 ページ）

ステップ 7   

イスメール アカウントをセットアップする場

合にのみ適用されます。この手順は、ビジュ

アル ボイスメールをセットアップする場合は

必要ありません。

Cisco Jabber で使用する Cisco Unity Connection の設定
Cisco Jabberがボイスメール サービスにアクセスできるように、Cisco Unity Connectionを設定する

ための特定の手順を実行する必要があります。ユーザ、パスワードの作成、ユーザへのボイスメー

ル アクセスのプロビジョニングなどの一般タスクの手順については、Cisco Unity Connection のマ

ニュアルを参照してください。

Cisco Jabberは、RESTインターフェイスを介してボイスメール サービスに接続し、CiscoUnity
Connection リリース 8.5 以降をサポートします。

メモ

手順

ステップ 1 [Connection Jetty] および [Connection REST Service] サービスが開始していることを確認します。

a) [CiscoUnity Connectionのサービスアビリティ（CiscoUnity Connection Serviceability）]インター

フェイスを開きます。

b) [ツール（Tools）] > [サービスの管理（Service Management）] を選択します。

c) [オプションのサービス（Optional Services）] セクションで、次のサービスを検索します。

• [Connection Jetty]

• [Connection REST Service]
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d) 必要に応じて、サービスを開始します。

ステップ 2 [Cisco Unity Connection の管理（Cisco Unity Connection Administration）] インターフェイスを開き

ます。

ステップ 3 ユーザのパスワード設定を編集します。

a) [ユーザ（Users）] を選択します。

b) 適切なユーザを選択します。

c) [編集（Edit）] > [パスワードの設定（Password Settings）] を選択します。

d) [パスワードの選択（Choose Password）] メニューから [Web アプリケーション（Web
Application）] を選択します。

e) [次回サインイン時に、ユーザによる変更が必要（User Must Change at Next Sign-In）] をオフに

します。

f) [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 ユーザに Web Inbox へのアクセスを付与します。

a) [サービス クラス（Class of Service）] を選択します。

[サービス クラスの検索（Search Class of Service）] ウィンドウが開きます。

b) 適切なサービス クラスを選択するか、サービスの新しいクラスを追加します。

c) [Web Inbox と RSS フィードの使用をユーザに許可する（Allow Users to Use the Web Inbox and
RSS Feeds）] を選択します。

d) [機能（Features）] セクションで、[ボイスメールへのアクセスに Unified Client の使用をユーザ

に許可する（Allow Users to Use Unified Client to Access Voice Mail）] を選択します。

e) 必要に応じて、その他のすべてのオプションを選択します。

f) [保存（Save）] を選択します。

ステップ 5 [API の設定（API configuration）] を選択します。

a) [システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [API 設定（API Settings）] を選

択します。

[API の設定（API Configuration）] ウィンドウが開きます。

b) 次のオプションを選択します。

• [CUMIを介したセキュアメッセージ録音へのアクセスを許可する（Allow Access to Secure
Message Recordings through CUMI）]

• [CUMIを介してセキュアメッセージのメッセージヘッダー情報を表示する（DisplayMessage
Header Information of Secure Messages through CUMI）]

• [CUMI経由のメッセージ添付ファイルを許可する（Allow Message Attachments through
CUMI）]

c) [保存（Save）] を選択します。
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次の作業

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 9.x以降を使用している場合は、ボイスメール サー

ビスを追加する, （285 ページ）。

Cisco Unified Communications Manager リリース 8.x を使用している場合は、ボイスメール サーバ

を追加する, （295 ページ）。

ボイスメールサービスを追加する

ユーザがボイス メッセージを受信できるようにします。

はじめる前に

Cisco Jabber で使用する Cisco Unity Connection の設定, （283 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UC サービス（UC Service）]
を選択します。

[UC サービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [UCサービスの検索/一覧表示（Find andList UCServices）]ウィンドウで、[新規追加（AddNew）]
を選択します。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add a UC Service）]セクションで、[UCサービスタイプ（UC Service Type）]
ドロップダウン リストから [ボイスメール（Voicemail）] を選択して、[次へ（Next）] を選択しま

す。

ステップ 5 ボイスメール サービスの詳細を次のように指定します。

• [製品タイプ（Product Type）]：[Unity Connection] を選択します。

• [名前（Name）]：PrimaryVoicemailServer などのサーバの記述名を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：ボイスメール サーバの IPアドレスまたは完

全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。

• [ポート（Port）]：ポート番号を指定する必要はありません。 デフォルトでは、クライアン

トは常にポート 443を使用して、ボイスメール サーバに接続します。そのため、ユーザが指

定する値は有効になりません。

• [プロトコルタイプ（ProtocolType）]：値を指定する必要はありません。デフォルトでは、ク

ライアントは常に HTTPS を使用して、ボイスメール サーバに接続します。そのため、ユー

ザが指定する値は有効になりません。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
285

Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x 以降を使用したオンプレミス展開用のボイスメールの
設定



次の作業

ボイスメール サービスの適用, （286 ページ）

ボイスメールサービスの適用

Cisco Unified Communications Manager でボイスメール サービスを追加した後、クライアントがそ

の設定を取得できるようにするために、そのボイスメールサービスをサービスプロファイルに適

用する必要があります。

はじめる前に

ボイスメール サービスを追加する, （285 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービス プロファイル（Service
Profile）] の順に選択します。

[サービス プロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービス プロファイルを検索し、それを選択します。

[サービス プロファイルの設定（Service Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [ボイスメール プロファイル（Voicemail Profile）] セクションで、以下のような設定を行います。

a) 次のドロップダウン リストから、サービスを最大 3 つ選択します。

• プライマリ（Primary）

• セカンダリ（Secondary）

• ターシャリ（Tertiary）

b) [ボイスメールサービスのクレデンシャルソース（Credentials source for voicemail service）]で、

次のいずれかを選択します。

• [Unified CM - IM and Presence（Unified CM - IM and Presence）]：インスタント メッセージ

およびプレゼンスのクレデンシャルを使用してボイスメール サービスにサインインしま

す。このため、ユーザはクライアントでボイスメール サービスのクレデンシャルを入力

する必要ありません。

• [Web会議（Web conferencing）]：会議クレデンシャルを使用してボイスメール サービス

にサインインする、このオプションはサポートされません。現時点では、会議クレデン

シャルとは同期できません。

• [未設定（Not set）]：このオプションは、電話モード展開の場合に選択されます。
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ステップ 5 [Save] をクリックします。

ステップ 6 ユーザをサービス プロファイルに追加します。

a) [ユーザ管理（User Management）] > [エンド ユーザ（End User）] を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）] ウィンドウが開きます。

b) [ユーザを次の条件で検索（Find User where）]フィールドで適切なフィルタを指定した後、[検
索（Find）] を選択してユーザを検索します。

c) リスト内のユーザをクリックします。

[エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウが表示されます。

d) [サービスの設定（Service Settings）] エリアで、[ホームクラスタ（Home Cluster）] チェック

ボックスをオンにします。

e) 電話モード展開では、[Unified CM IM and Presenceのユーザを有効化（関連付けられているUC
サービス プロファイルで IM and Presence を設定）（Enable User for Unified CM IM and Presence
(Configure IM and Presence in the associated UC Service Profile)）] オプションが選択されていない

ことを確認します。

他のすべての展開では、[Unified CM IM and Presenceの ユーザを有効化（関連付けられている

UCサービス プロファイルで IM and Presenceを設定）（EnableUser forUnifiedCM IMand Presence
(Configure IM and Presence in the associated UC Service Profile)）] チェックボックスをオンにしま

す。

f) [UC サービス プロファイル（UC Service Profile）] ドロップダウン リストからサービス プロ

ファイルを選択します。

g) [保存（Save）] をクリックします。

次の作業

メールストア サービスを追加する, （287 ページ）

メールストアサービスを追加する

メールストア サービスにより、ユーザはビジュアル ボイスメール機能を使用できます。

はじめる前に

ボイスメール サービスの適用, （286 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UC サービス（UC Service）]
を選択します。
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[UC サービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 4 [UCサービスの追加（Add a UC Service）]セクションで、[UCサービスタイプ（UC Service Type）]
ドロップダウン リストから、[メールストア（MailStore）] を選択してから、[次へ（Next）] をク

リックします。

ステップ 5 次の手順に従って、メールストア サービスの詳細情報を設定します。

• [名前（Name）]：PrimaryMailStoreServer などのサーバの記述名を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：メールストア サーバの IPアドレスまたは完

全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。

• [ポート（Port）]：ポート番号を指定する必要はありません。 デフォルトでは、クライアン

トは常にポート 443を使用して、メールストア サーバに接続します。そのため、ユーザが指

定する値は有効になりません。

• [プロトコルタイプ（ProtocolType）]：値を指定する必要はありません。デフォルトでは、ク

ライアントは常に HTTPS を使用して、メールストア サーバに接続します。そのため、ユー

ザが指定する値は有効になりません。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

メールストア サービスを適用する, （288 ページ）

メールストアサービスを適用する

Cisco Unified Communications Manager でメールストア サービスを追加した後、クライアントがそ

の設定を取得できるようにするために、そのサービスをサービス プロファイルに適用する必要が

あります。

はじめる前に

メールストア サービスを追加する, （287 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービス プロファイル（Service
Profile）] の順に選択します。

[サービス プロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービス プロファイルを検索し、それを選択します。
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[サービス プロファイルの設定（Service Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [メールストア プロファイル（MailStore Profile）] セクションで、以下のような設定を行います。

a) 次のドロップダウン リストから、サービスを最大 3 つ選択します。

• プライマリ（Primary）

• セカンダリ（Secondary）

• ターシャリ（Tertiary）

b) 次の各フィールドに適切な値を指定します。

• Inbox フォルダ（Inbox Folder）

• ごみ箱フォルダ（Trash Folder）

• ポーリング間隔（Polling Interval）

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

取得とリダイレクションの設定, （289 ページ）

取得とリダイレクションの設定

ユーザがクライアントインターフェイスでボイスメールメッセージにアクセスできるように取得

を設定します。ユーザが着信コールをボイスメールに送信できるようにするために、リダイレク

ションを設定します。Cisco Unified Communications Manager で取得とリダイレクションを設定し

ます。

はじめる前に

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 9.x以降を使用している場合は、メールストア サー

ビスを適用する, （288 ページ）。

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 8.xを使用している場合は、ボイスメール プロファ

イルの作成, （297 ページ）。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 ボイスメール パイロットを設定します。

a) [拡張機能（Advanced Features）] > [ボイスメール（Voice Mail）] > [ボイスメール パイロット

（Voice Mail Pilot）] の順に選択します。
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[ボイスメール パイロットの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Pilots）] ウィンドウが開

きます。

b) [新規追加（Add New）] を選択します。

[ボイスメール パイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ウィンドウが開きます。

c) [ボイスメール パイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ウィンドウで必要な詳細情

報を指定します。

d) [保存（Save）] を選択します。

ステップ 3 ボイスメール パイロットをボイスメール プロファイルに追加します。

a) [拡張機能（Advanced Features）] > [ボイスメール（VoiceMail）] > [ボイスメール プロファイル

（Voice Mail Profile）] の順に選択します。

[ボイスメールプロファイルの検索/一覧表示（Find and List Voicemail Profiles）] ウィンドウが

開きます。

b) [次のボイスメール プロファイル名でボイスメール プロファイルを検索（FindVoiceMail Profile
where Voice Mail Profile Name）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]を選択

してプロファイルの一覧を取得します。

c) 対象のプロファイルを一覧から選択します。

[ボイスメール パイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ウィンドウが開きます。

d) [ボイスメール パイロット（VoiceMail Pilot）]ドロップダウン リストでボイスメール パイロッ

トを選択します。

e) [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 電話番号設定でボイスメール プロファイルを指定します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが開きます。

b) [電話を次の条件で検索（Find Phone where）] フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索

（Find）] を選択してデバイスの一覧を取得します。

c) 対象のデバイスを一覧から選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

d) [割り当て情報（Association Information）] セクションを探します。

e) 適切なデバイス番号を選択します。

[電話番号設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウが開きます。

f) [電話番号の設定（Directory Number Settings）] セクションを探します。

g) [ボイスメール プロファイル（Voice Mail Profile）]ドロップダウン リストからボイスメール プ

ロファイルを選択します。

h) [保存（Save）] を選択します。

次の作業

ボイスメールのクレデンシャル ソースの設定, （291 ページ）
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ボイスメールのクレデンシャルソースの設定

ユーザのボイスメールのクレデンシャル ソースを指定できます。

ハイブリッド クラウドベース展開では、VoiceMailService_UseCredentialsForm パラメータを使

用して、コンフィギュレーション ファイルの一部としてボイスメールのクレデンシャル ソー

スを設定できます。

ヒント

はじめる前に

取得とリダイレクションの設定, （289 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービス プロファイル（Service
Profile）] の順に選択します。

ステップ 3 適切なサービス プロファイルを選択し、[サービス プロファイルの設定（Service Profile
Configuration）] ウィンドウを開きます。

ステップ 4 [ボイスメールのプロファイル（Voicemail Profile）] セクションの [ボイスメール サービスの認証

情報ソース（Credentials source for voicemail service）] ドロップダウン リストから、[Unified CM -
IM およびプレゼンス（Unified CM - IM and Presence）] を選択します。

[ボイスメール サービスの認証情報ソース（Credentials source for voicemail service）] ド

ロップダウン リストから [Webカンファレンシング（Web Conferencing）]を選択しない

でください。ボイスメールサービスのクレデンシャルソースとして会議のクレデンシャ

ルは現時点では使用できません。

（注）

ユーザのインスタント メッセージングおよびプレゼンスのクレデンシャルは、ユーザのボイス

メール クレデンシャルに一致します。このため、ユーザは、クライアント ユーザ インターフェ

イスでボイスメール クレデンシャルを指定する必要はありません。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unity Connection の管理（Cisco Unity Connection Administration）] インターフェイスを開き

ます。

ステップ 2 左側のペインで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [電話システム（Phone System）]
に移動します。

ステップ 3 目的の電話システムのリンクを選択します。

ステップ 4 [メッセージ受信インジケータ（Message Waiting Indicators）] セクションで、[送信メッセージ数

（Send Message Counts）] チェックボックスをオンにします。

Cisco Unified Communications Manager リリース 8.6 を使用したオンプレ
ミス展開用のボイスメールの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

Cisco Jabberがボイスメール サービス

にアクセスできるように、CiscoUnity
Connection を設定します。

Cisco Jabber で使用する Cisco Unity
Connection の設定, （283 ページ）

ステップ 1   

ボイスメール サーバを追加する, （295
ページ）

ステップ 2   

メールストアの作成, （296 ページ）ステップ 3   

ボイスメール プロファイルの作成, （

297 ページ）

ステップ 4   

ユーザがボイスメール メッセージに

アクセスできるように、取得を設定し

取得とリダイレクションの設定, （289
ページ）

ステップ 5   

ます。ユーザが着信コールをボイス

メールに送信できるようにするため

に、リダイレクションを設定します。

ボイスメールのクレデンシャル ソース

の設定, （291 ページ）

ステップ 6   
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Cisco Jabber で使用する Cisco Unity Connection の設定
Cisco Jabberがボイスメール サービスにアクセスできるように、Cisco Unity Connectionを設定する

ための特定の手順を実行する必要があります。ユーザ、パスワードの作成、ユーザへのボイスメー

ル アクセスのプロビジョニングなどの一般タスクの手順については、Cisco Unity Connection のマ

ニュアルを参照してください。

Cisco Jabberは、RESTインターフェイスを介してボイスメール サービスに接続し、CiscoUnity
Connection リリース 8.5 以降をサポートします。

メモ

手順

ステップ 1 [Connection Jetty] および [Connection REST Service] サービスが開始していることを確認します。

a) [CiscoUnity Connectionのサービスアビリティ（CiscoUnity Connection Serviceability）]インター

フェイスを開きます。

b) [ツール（Tools）] > [サービスの管理（Service Management）] を選択します。

c) [オプションのサービス（Optional Services）] セクションで、次のサービスを検索します。

• [Connection Jetty]

• [Connection REST Service]

d) 必要に応じて、サービスを開始します。

ステップ 2 [Cisco Unity Connection の管理（Cisco Unity Connection Administration）] インターフェイスを開き

ます。

ステップ 3 ユーザのパスワード設定を編集します。

a) [ユーザ（Users）] を選択します。

b) 適切なユーザを選択します。

c) [編集（Edit）] > [パスワードの設定（Password Settings）] を選択します。

d) [パスワードの選択（Choose Password）] メニューから [Web アプリケーション（Web
Application）] を選択します。

e) [次回サインイン時に、ユーザによる変更が必要（User Must Change at Next Sign-In）] をオフに

します。

f) [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 ユーザに Web Inbox へのアクセスを付与します。

a) [サービス クラス（Class of Service）] を選択します。

[サービス クラスの検索（Search Class of Service）] ウィンドウが開きます。

b) 適切なサービス クラスを選択するか、サービスの新しいクラスを追加します。

c) [Web Inbox と RSS フィードの使用をユーザに許可する（Allow Users to Use the Web Inbox and
RSS Feeds）] を選択します。
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d) [機能（Features）] セクションで、[ボイスメールへのアクセスに Unified Client の使用をユーザ

に許可する（Allow Users to Use Unified Client to Access Voice Mail）] を選択します。

e) 必要に応じて、その他のすべてのオプションを選択します。

f) [保存（Save）] を選択します。

ステップ 5 [API の設定（API configuration）] を選択します。

a) [システム設定（System Settings）] > [詳細設定（Advanced）] > [API 設定（API Settings）] を選

択します。

[API の設定（API Configuration）] ウィンドウが開きます。

b) 次のオプションを選択します。

• [CUMIを介したセキュアメッセージ録音へのアクセスを許可する（Allow Access to Secure
Message Recordings through CUMI）]

• [CUMIを介してセキュアメッセージのメッセージヘッダー情報を表示する（DisplayMessage
Header Information of Secure Messages through CUMI）]

• [CUMI経由のメッセージ添付ファイルを許可する（Allow Message Attachments through
CUMI）]

c) [保存（Save）] を選択します。

次の作業

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 9.x以降を使用している場合は、ボイスメール サー

ビスを追加する, （285 ページ）。

Cisco Unified Communications Manager リリース 8.x を使用している場合は、ボイスメール サーバ

を追加する, （295 ページ）。

ボイスメールサーバを追加する

Cisco Unified Presence 上でボイスメール サーバを追加する手順は次のとおりです。

はじめる前に

Cisco Jabber で使用する Cisco Unity Connection の設定, （283 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [ボイスメール サーバ（Voicemail Server）] を

選択します。

Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
295

Cisco Unified Communications Manager リリース 8.6 を使用したオンプレミス展開用のボイスメールの設定



CiscoUnified Presenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプ

リケーション（Application）] > [CiscoUnified Personal Communicator（CiscoUnified Personal
Communicator）] > [ボイスメールサーバ（Voicemail Server）]

（注）

[ボイスメールサーバの検索と一覧表示（Find andListVoicemail Servers）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 4 [サーバ タイプ（Server Type）] ドロップダウン リストから [Unity Connection] を選択します。

ステップ 5 [ボイスメール サーバの設定（Voicemail Server Configuration）] セクションで、次のように詳細情

報を指定します。

• [名前（Name）]：PrimaryVoicemailServer などのサーバの記述名を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：ボイスメール サーバの IPアドレスまたは完

全修飾ドメイン名（FQDN）を入力します。

• [ポート（Port）]：ポート番号を指定する必要はありません。 デフォルトでは、クライアン

トは常にポート 443を使用して、ボイスメール サーバに接続します。そのため、ユーザが指

定する値は有効になりません。

• [プロトコルタイプ（ProtocolType）]：値を指定する必要はありません。デフォルトでは、ク

ライアントは常に HTTPS を使用して、ボイスメール サーバに接続します。そのため、ユー

ザが指定する値は有効になりません。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

メールストアの作成, （296 ページ）

関連トピック

「Configuring Voicemail Server Names and Addresses on Cisco Unified Presence」

メールストアの作成

Cisco Unified Presence 上でメールストアを作成するには、このタスクの手順を実行します。

はじめる前に

Cisco Unified Communications Manager リリース 8.x と Cisco Unified Presence がインストールされて

いることを確認します。

Cisco Unified Communications Managerリリース 9.x以降がインストールされている場合は、メール

ストア サービスを追加する, （287 ページ）を参照してください。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 Cisco Unified Presence のバージョンに応じて、次のパスのいずれかを選択します。

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [メールストア（Mailstore）]

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [メールストア

（Mailstore）]

[メールストア サーバの検索と一覧表示（Find andListMailstoreServers）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[メールストアの設定（Mailstore Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のように詳細を指定します。

• [名前（Name）]：PrimaryMailStoreServer などのサーバの記述名を入力します。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：メールストア サーバのホスト名、IP アドレ

ス、または完全修飾ドメイン名（(FQDN）を入力します。

• [ポート（Port）]：ポート番号を指定する必要はありません。 デフォルトでは、クライアン

トは常にポート 443を使用して、メールストア サーバに接続します。そのため、ユーザが指

定する値は有効になりません。

• [プロトコルタイプ（ProtocolType）]：値を指定する必要はありません。デフォルトでは、ク

ライアントは常に HTTPS を使用して、メールストア サーバに接続します。そのため、ユー

ザが指定する値は有効になりません。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

ボイスメールプロファイルの作成

ボイスメールサーバの追加後に、ボイスメールプロファイルを作成し、プロファイルにサーバを

追加する必要があります。

はじめる前に

メールストアの作成, （296 ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 Cisco Unified Presence のバージョンに応じて、次のいずれかを選択します。

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [ボイルメールプロファイル（Voicemail
Profile）]

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [ボイルメールプ

ロファイル（Voicemail Profile）]

[ボイスメール プロファイルの検索と一覧表示（Find and List Voicemail Profiles）] ウィンドウが開

きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[ボイスメール プロファイルの設定（Voicemail Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 必要な詳細を指定します。

ステップ 5 ボイスメール プロファイルに次のようにユーザを追加します。

a) [プロファイルにユーザを追加（Add Users to Profile）] を選択します。

b) ユーザのリストを取得するには、[ユーザを次の条件で検索（FindUserwhere）]フィールドで、

該当するフィルタを指定してから、[検索（Find）] を選択します。

c) 対象のユーザをリストから選択します。

d) [選択項目の追加（Add Selected）] を選択します。

選択されたユーザがボイスメール プロファイルに追加されます。

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

取得とリダイレクションの設定, （289 ページ）

取得とリダイレクションの設定

ユーザがクライアントインターフェイスでボイスメールメッセージにアクセスできるように取得

を設定します。ユーザが着信コールをボイスメールに送信できるようにするために、リダイレク

ションを設定します。Cisco Unified Communications Manager で取得とリダイレクションを設定し

ます。

はじめる前に

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 9.x以降を使用している場合は、メールストア サー

ビスを適用する, （288 ページ）。

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 8.xを使用している場合は、ボイスメール プロファ

イルの作成, （297 ページ）。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 ボイスメール パイロットを設定します。

a) [拡張機能（Advanced Features）] > [ボイスメール（Voice Mail）] > [ボイスメール パイロット

（Voice Mail Pilot）] の順に選択します。

[ボイスメール パイロットの検索と一覧表示（Find and List Voice Mail Pilots）] ウィンドウが開

きます。

b) [新規追加（Add New）] を選択します。

[ボイスメール パイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ウィンドウが開きます。

c) [ボイスメール パイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ウィンドウで必要な詳細情

報を指定します。

d) [保存（Save）] を選択します。

ステップ 3 ボイスメール パイロットをボイスメール プロファイルに追加します。

a) [拡張機能（Advanced Features）] > [ボイスメール（VoiceMail）] > [ボイスメール プロファイル

（Voice Mail Profile）] の順に選択します。

[ボイスメールプロファイルの検索/一覧表示（Find and List Voicemail Profiles）] ウィンドウが

開きます。

b) [次のボイスメール プロファイル名でボイスメール プロファイルを検索（FindVoiceMail Profile
where Voice Mail Profile Name）]フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索（Find）]を選択

してプロファイルの一覧を取得します。

c) 対象のプロファイルを一覧から選択します。

[ボイスメール パイロットの設定（Voice Mail Pilot Configuration）] ウィンドウが開きます。

d) [ボイスメール パイロット（VoiceMail Pilot）]ドロップダウン リストでボイスメール パイロッ

トを選択します。

e) [保存（Save）] を選択します。

ステップ 4 電話番号設定でボイスメール プロファイルを指定します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

[電話の検索と一覧表示（Find and List Phones）] ウィンドウが開きます。

b) [電話を次の条件で検索（Find Phone where）] フィールドに適切なフィルタを指定し、[検索

（Find）] を選択してデバイスの一覧を取得します。

c) 対象のデバイスを一覧から選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

d) [割り当て情報（Association Information）] セクションを探します。

e) 適切なデバイス番号を選択します。

[電話番号設定（Directory Number Configuration）] ウィンドウが開きます。

f) [電話番号の設定（Directory Number Settings）] セクションを探します。
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次の作業

サーバ間でクレデンシャルを同期するメカニズムはありません。クレデンシャル ソースを指

定する場合、それらのクレデンシャルがユーザのボイスメール クレデンシャルに一致するこ

とを確認する必要があります。

たとえば、ユーザの Cisco Unified Presence クレデンシャルが、ユーザの Cisco Unity Connection
クレデンシャルに一致するように指定します。これにより、ユーザの Cisco Unified Presenceク

レデンシャルが変更されます。この場合、そのユーザのCiscoUnityConnectionクレデンシャル

は、変更内容に合わせて更新する必要があります。

重要

拡張メッセージ受信インジケータの有効化

この手順は、ユーザが自分のボイスメールボックスにダイヤルインできるように基本的なボイス

メールアカウントをセットアップする場合にのみ適用されます。この手順は、ビジュアルボイス

メールをセットアップする場合は必要ありません。

メッセージ受信インジケータ（MWI）は、新しいボイス メッセージの存在をユーザに知らせま

す。拡張 MWI は、この機能をサポートするシステム上での新しいボイス メッセージのカウント

を提供します。ユーザは、ボイス メッセージング システムに電話してメッセージを取得できま

す。

基本 MWI を有効にするには、ご使用のリリースの Cisco Unified Communications Manager のマ

ニュアルを参照してください。このクライアントに固有の設定はありません。

展開で拡張 MWI がサポートされている場合は、Cisco Unity Connection Administrationポータル

でこのオプションを有効にします。

（注）

はじめる前に

ボイスメールのクレデンシャル ソースの設定, （291 ページ）

手順

ステップ 1 [Cisco Unity Connection の管理（Cisco Unity Connection Administration）] インターフェイスを開き

ます。

ステップ 2 左側のペインで、[テレフォニー統合（Telephony Integrations）] > [電話システム（Phone System）]
に移動します。

ステップ 3 目的の電話システムのリンクを選択します。

ステップ 4 [メッセージ受信インジケータ（Message Waiting Indicators）] セクションで、[送信メッセージ数

（Send Message Counts）] チェックボックスをオンにします。
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第 8 章

会議の設定

• オンプレミス展開用の会議の設定, 303 ページ

• クラウド ベースの展開における会議の設定, 315 ページ

オンプレミス展開用の会議の設定

Cisco Jabber 用のオンプレミス展開を実装すると、Cisco WebEx Meetings Server を使用してオンプ

レミスで会議を設定するか、または Cisco WebEx Meetings Center を使用してクラウドで会議を設

定できます。

WebEx Meetings Server を使用したオンプレミス会議の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoWebExMeetings Serverを使用した認

証 , （304 ページ）。

ステップ 1   

Cisco Unified Communications Manager
リリース 9.x 以降を使用している場合

に、この作業を実行します。

Cisco Unified Communications Manager 上

での Cisco WebEx Meetings Server の追加,
（304 ページ）。

ステップ 2   

Cisco Unified Communications Manager
Release 8.6 と Cisco Unified Presence を

Cisco Unified Presence上での Cisco WebEx
Meetings Serverの追加, （306 ページ）。

ステップ 3   

使用している場合に、この作業を実行

します。
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Cisco WebEx Meetings サーバのインストールと設定

Cisco WebEx Meetings Server とクライアント間の統合をセットアップする最初の手順は、Cisco
WebEx Meetings Server をインストールし、設定することです。インストールと設定の手順につい

ては、Cisco WebEx Meetings Server の製品マニュアルを参照する必要があります。

Cisco WebEx Meetings Server を使用した認証

Cisco Jabber でサポートされている Cisco WebEx Meetings Server による認証方式は次のとおりで

す。

ユーザがクライアントにクレデンシャルを手動入力する

Cisco Jabber forWindowsの場合、各ユーザは自身のクレデンシャルを [オプション（Options）]
ウィンドウに入力し、Cisco WebEx Meetings Server で直接認証を受けることができます。

Cisco Jabber for Mac の場合、各ユーザは自身のクレデンシャルを [設定（Preferences）] ウィ

ンドウの [ミーティング（Meetings）] タブに入力し、Cisco WebEx Meetings Server で直接認

証を受けることができます。

Cisco Unified Communications Managerでクレデンシャルのソースを設定する

CiscoWebExMeetings ServerのユーザのクレデンシャルがCiscoUnifiedCommunicationsManager
IM and Presence Service または Cisco Unity Connection のユーザのクレデンシャルと一致する

場合、クレデンシャルのソースを設定できます。その後、クライアントはユーザのクレデン

シャルのソースを使用して Cisco WebEx Meetings Server で自動的に認証を受けます。

Cisco WebEx Meetings Serverでシングルサインオン（SSO）を設定する

Cisco WebEx Meetings Server で SSO を設定すると、Cisco Jabber を SSO 環境とシームレスに

統合することができます。この場合、ユーザが Cisco WebEx Meetings Serverで認証を受けら

れるように、クレデンシャルを指定する必要はありません。

Cisco Unified Communications Manager 上での Cisco WebEx Meetings Server の追加

Cisco Unified Communications Manager で会議を設定するには、Cisco WebEx Meetings Server を追加

する必要があります。

はじめる前に

Cisco WebEx Meetings Server を使用した認証

手順

ステップ 1 Cisco Unified CMの管理インターフェイスを開いて、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ

設定（User Settings）] > [USサービス（UC Service）] の順に選択します。
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[UC サービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）] ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [新規追加（Add New）] を選択します。

ステップ 3 [UCサービスの追加（Add a UC Service）]セクションで、[UCサービスタイプ（UC Service Type）]
ドロップダウン リストから、[会議（Conferencing）]を選択してから、[次へ（Next）]を選択しま

す。

ステップ 4 次のフィールドに入力します。

• [製品タイプ（Product Type）]：[WebEx(会議)（WebEx (Conferencing)）] を選択します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。指定した名前は、プロファイルにサービスを追

加するときに表示されます。入力する名前は必ず、一意的でわかりやすく、かつ意味が通じ

るものにしてください。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：Cisco WebEx Meetings Server のサイト URL
を入力します。この URL は大文字と小文字が区別され、Cisco WebEx Meetings Server でサイ

ト URL に設定されたケースと一致する必要があります。

• [ポート（Port）]：デフォルト値のままにします。

• [プロトコル（Protocol）]：[HTTPS] を選択します。

ステップ 5 CiscoWebExをシングルサインオン（SSO）アイデンティティプロバイダーとして使用するには、

[SSO IDプロバイダーとしてのユーザWeb会議サーバ（User web conference server as SSO identity
provider）] をオンにします。

このフィールドは、[製品のタイプ（Product Type）]ドロップダウン リストから [WebEx
（会議）（WebEx (Conferencing)）] を選択した場合にのみ有効です。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

サービス プロファイルへの Cisco WebEx Meetings Server の追加, （305 ページ）

サービス プロファイルへの Cisco WebEx Meetings Server の追加

Cisco WebEx Meetings Server を追加してから、さらにそのサーバをサービス プロファイルに追加

すれば、クライアントが会議機能にアクセスできます。

はじめる前に

サービス プロファイルを作成します。

Cisco Unified Communications Manager 上での Cisco WebEx Meetings Server の追加, （304 ページ）
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手順

ステップ 1 Cisco Unified CM の管理インターフェイスを開いて、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ

設定（User Settings）] > [サービスプロファイル（Service Profile）] の順に選択します。

ステップ 2 目的のサービス プロファイルを検索し、それを選択します。

ステップ 3 [会議プロファイル（Conferencing Profile）] セクションで、[プライマリ（Primary）] 、[セカンダ

リ（Secondary）] 、および [ターシャリ（Tertiary）] の各ドロップダウン リストから、最大 3 つの

Cisco WebEx Meetings Server のインスタンスを選択します。

ステップ 4 [サーバ証明書の確認（Server Certificate Verification）] ドロップダウン リストから、該当する値を

選択します。

ステップ 5 [Web会議サービスの資格情報ソース（Credentials source for web conference service）] ドロップダウ

ン リストから、次のいずれかを選択します。

• [未設定（Not set）]：このオプションは、ユーザがCiscoWebExMeetings Serverクレデンシャ

ルと一致するクレデンシャル ソースを持っていない場合、または会議サイトで SSO が使用

されている場合に選択します。

• [Unified CM - IM and Presence]：このオプションは、ユーザの Cisco Unified Communications
Manager IM and Presenceサービス クレデンシャルがCiscoWebExMeetings Serverクレデンシャ

ルと一致する場合に選択します。

• [ボイスメール（Voicemail）]：このオプションは、ユーザの Cisco Unity Connection クレデン

シャルが Cisco WebEx Meetings Server クレデンシャルと一致する場合に選択します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerで指定するクレデンシャルとCiscoWebExMeetings
Serverで指定するクレデンシャルを同期させることはできません。たとえば、あるユー

ザのインスタント メッセージおよびプレゼンスのクレデンシャルがその Cisco WebEx
Meetings Serverクレデンシャルと同期するように指定した場合は、そのユーザのインス

タント メッセージおよびプレゼンスのクレデンシャルが変更されます。その変更に合

わせてそのユーザの Cisco WebEx Meetings Server クレデンシャルを更新する必要があり

ます。

（注）

ステップ 6 [保存（Save）] を選択します。

Cisco Unified Presence 上での Cisco WebEx Meeting サーバのセットアップ

クライアントは、Cisco WebEx Meetings Server の詳細を Cisco Unified Presence の会議プロファイル

から取得します。Cisco WebEx Meetings Server の詳細を追加し、Cisco WebEx Meetings Server をプ

ロファイルに追加し、その後、ユーザをプロファイルに追加する必要があります。

Cisco Unified Presence 上での Cisco WebEx Meetings Server の追加

はじめる前に

サービス プロファイルへの Cisco WebEx Meetings Server の追加, （305 ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 Cisco Unified Presence のバージョンに応じて、次のいずれかを選択します。

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [会議サーバ（Conferencing Server）]

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [会議サーバ

（Conferencing Server）]

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[会議サーバの設定（Conferencing Server Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のフィールドに入力します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。この名前は、プロファイルにサービスを追加す

るときに表示されます。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：Cisco WebEx Meetings Server のサイト URL
を入力します。

• [ポート（Port）]：デフォルト値を受け入れます。

• [プロトコル（Protocol）]：[HTTPS] を選択します。

• [サーバタイプ（Server Type）]：[WebEx] を選択します。

• [サイトID（Site ID）]：このフィールドに値を指定する必要はありません。

• [パートナーID（Partner ID）]：このフィールドに値を指定する必要はありません。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

プロファイルへの Cisco WebEx Meetings Server の追加, （307 ページ）

プロファイルへの Cisco WebEx Meetings Server の追加

Cisco Unified Presence 上で Cisco WebEx Meetings Server を追加して、それをサービス プロファイ

ルに追加したら、クライアントが会議機能にアクセスできます。

はじめる前に

Cisco Unified Presence 上での Cisco WebEx Meetings Server の追加, （306 ページ）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 Cisco Unified Presence のバージョンに応じて、次のいずれかを選択します。

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [会議プロファイル（ConferencingProfile）]

• [アプリケーション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [会議プロファイ

ル（Conferencing Profile）]

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[会議プロファイルの設定（Conferencing Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のフィールドに入力します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。

• [説明（Description）]：オプションの説明を入力します。

• [プライマリ会議サーバ（Primary Conferencing Server）]：Cisco WebEx Meetings Server のプラ

イマリ インスタンスを選択します。

• [バックアップ会議サーバ（BackupConferencing Server）]：CiscoWebExMeetings Serverのバッ

クアップ インスタンスを選択します。

ステップ 5 [サーバ証明書の確認（Server Certificate Verification）] ドロップダウン リストから、次のいずれか

を選択します。

• 任意の証明書（Any Certificate）

• 自己署名またはキーストア（Self Signed or Keystore）

• キーストアのみ（Keystore Only）

ステップ 6 このプロファイルをシステム デフォルトとして設定するには、[システムのデフォルト会議プロ

ファイルとして使用する（Make this the default Conferencing Profile for the system）] をオンにしま

す。

ステップ 7 [プロファイル内のユーザ（Users in Profile）] セクションで、[プロファイルにユーザを追加（Add
Users to Profile）] を選択します。

ステップ 8 [ユーザの検索/一覧表示（Find and List Users）] ウィンドウで、[検索（Find）] を選択して、ユー

ザのリストを取得します。

ステップ 9 リストから該当するユーザを選択してから、[選択項目の追加（Add Selected）] を選択します。

選択したユーザがプロファイルに追加されます。

ステップ 10 [保存（Save）] を選択します。
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WebEx Meeting Center を使用したクラウドベースの会議の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

CiscoWebExMeeting Centerとの統合, （309ページ）。ステップ 1   

密結合統合を使用して
Cisco WebEx Meeting

CiscoWebExMeetingCenterによる認証, （310ページ）。ステップ 2   

Center でクライアントを

認証します。

クライアントに会議クレ

デンシャルを提供しま

す。

会議のクレデンシャルの提供, （310 ページ）。ステップ 3   

CiscoUnified CommunicationsManagerのバージョンに応

じて、次のいずれかを選択します。

ステップ 4   

• Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x
以降と Cisco Unified Communications Manager IM
andPresenceサービスを使用している場合は、Cisco
WebEx Meeting Center の追加, （310 ページ）。

• Cisco Unified Communications Manager リリース 8.6
と Cisco Unified Presence を使用している場合は、

Cisco Unified Presence 上での Cisco WebEx Meeting
Center のセットアップ , （312 ページ）。

Cisco WebEx Meeting Center との統合

オンプレミス展開で CiscoWebExMeeting Centerと統合するには、次の統合オプションのいずれか

を選択します。

• クラウドベースの統合：Cisco WebEx Meeting Center が参加者チャット リストや参加者リス

トなどのデータ、音声機能、およびビデオ機能を提供します。

• ハイブリッド クラウドベースの統合：Cisco WebEx Meeting Center が参加者チャット リスト

や参加者リストなどのデータを提供し、会議ブリッジが音声機能とビデオ機能を提供しま

す。
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• [ホスト名/IPアドレス（Host Name/IP Address）]：CiscoWebExMeeting Centerサイトのホスト

名を入力します。IP アドレスを入力しないでください。

• [ポート（Port）]：Cisco WebEx Meeting Center サイトのポート番号を入力します。

• [プロトコル（Protocol）]：[HTTPS] を選択します。

ステップ 6 CiscoWebExをシングルサインオン（SSO）アイデンティティプロバイダーとして使用するには、

[SSO IDプロバイダーとしてのユーザWeb会議サーバ（User web conference server as SSO identity
provider）] をオンにします。

このフィールドは、[製品タイプ（Product Type）] として [WebEx(会議)（WebEx
(Conferencing)）] が選択されている場合にだけ使用できます。

（注）

ステップ 7 [保存（Save）] を選択します。

次の作業

サービス プロファイルに Cisco WebEx Meeting Center を追加します。

プロファイルへの Cisco WebEx Meeting Center の追加

Cisco Unified Communications Manager 上で Cisco WebEx Meeting Center を追加したら、サービス プ

ロファイルに CiscoWebExMeeting Centerを追加します。これにより、クライアントは、プロファ

イルから Cisco WebEx Meeting Center の詳細を取得して、会議機能にアクセスできます。

はじめる前に

サービス プロファイルを作成します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービス プロファイル（Service
Profile）] の順に選択します。

[サービス プロファイルの検索と一覧表示（Find andList Service Profiles）]ウィンドウが開きます。

ステップ 3 目的のサービス プロファイルを検索し、それを選択します。

[サービス プロファイルの設定（Service Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [会議プロファイル（Conferencing Profile）] セクションで、以下のような設定を行います。

a) [プライマリ（Primary）] ドロップダウン リストからサービスを選択します。

クライアントは、[プライマリ（Primary）] ドロップダウン リストから選択したサー

ビスのみ使用します。[セカンダリ（Secondary）]ドロップダウンリストおよび [ター

シャリ（Tertiary）] ドロップダウン リストからサービスを選択する必要はありませ

ん。

（注）

b) [サーバ証明書の検証（Server Certificate Verification）] ドロップダウン リストから適切な値を

選択します。
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c) [Web 会議サービスのクレデンシャル ソース（Credentials source for web conference service）] ド

ロップダウン リストから次のいずれか 1 つを選択します。

• [未設定（Not set）]：ユーザは、Cisco WebEx Meeting Center クレデンシャルを照合するク

レデンシャル ソースを持っていません。

• [Unified CM - IM and Presence]：ユーザの Cisco Unified Communications Manager IM and
Presence サービス クレデンシャルと Cisco WebEx Meeting Center クレデンシャルが照合さ

れます。

• [ボイスメール（Voicemail）]：ユーザの Cisco Unity Connection クレデンシャルと Cisco
WebEx Meeting Center クレデンシャルが照合されます。

Cisco WebEx Meeting Center による認証にアイデンティティ プロバイダーを使用し

ている場合は、クレデンシャル ソースを指定できません。

制約事項

クレデンシャル ソースを選択した場合は、それらのクレデンシャルとユーザの Cisco
WebEx Meeting Center クレデンシャルが照合されることを確認する必要があります。

Cisco Unified Communications Manager で指定されたクレデンシャルと Cisco WebEx
MeetingCenterで指定されたクレデンシャルを同期するメカニズムはありません。たと

えば、あるユーザのインスタント メッセージおよびプレゼンスのクレデンシャルがそ

のユーザの Cisco WebEx Meeting Center クレデンシャルと同期するように指定した後

で、そのユーザのインスタント メッセージおよびプレゼンスの各クレデンシャルが変

更されたとします。その変更に合わせてそのユーザの CiscoWebExMeeting Centerクレ

デンシャルを更新する必要があります。

重要

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

Cisco Unified Presence 上での Cisco WebEx Meeting Center のセットアップ

クライアントは、Cisco Unified Presence 上の会議プロファイルから Cisco WebEx Meeting Center の

詳細を取得します。以下を追加する必要があります。

• Cisco WebEx Meeting Center の詳細

• Cisco WebEx Meeting Center プロファイル

• Cisco WebEx Meeting Center プロファイルへのユーザ

Cisco WebEx Meeting Center の追加

Cisco Unified Presence 上で会議をセットアップする最初の手順は、Cisco WebEx Meeting Center の

詳細の追加です。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [会議サーバ（Conferencing Server）]を選択し

ます。

CiscoUnifiedPresenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプリケーショ

ン（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator（Cisco Unified Personal Communicator）]
> [会議サーバ（Conferencing Server）]

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[会議サーバの設定（Conferencing Server Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のフィールドに Cisco WebEx Meeting Center の詳細を指定します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。入力した名前は、プロファイルにサービスを追

加する際に表示されます。

• [ホスト名/IPアドレス（Hostname/IP Address）]：Cisco WebEx Meeting Center サイトのホスト

名を指定します。

IP アドレスではなく、必ずホスト名を指定してくださ

い。

（注）

• [ポート（Port）]：Cisco WebEx Meeting Center サイトのポート番号を指定します。

• [プロトコル（Protocol）]：ドロップダウン リストから [HTTPS] を選択します。

• [サーバタイプ（Server Type）]：ドロップダウン リストから [WebEx] を選択します。

• [サイトID（Site ID）]：Cisco WebEx Meeting Center のオプションのプライマリ サイト ID を

指定します。

• [パートナーID（Partner ID）]：Cisco WebEx Meeting Center に適したオプションのパートナー

ID を指定します。

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

プロファイルへの Cisco WebEx Meeting Center の追加

Cisco Unified Presence 上で Cisco WebEx Meeting Center を追加したら、会議プロファイルに Cisco
WebExMeetingCenterを追加します。これにより、クライアントは、プロファイルからCiscoWebEx
Meeting Center の詳細を取得して、会議機能にアクセスできます。
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco Unified Presence Administration）] インターフェイスを開きま

す。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [会議プロファイル（Conferencing Profile）]の

順に選択します。

CiscoUnifiedPresenceのバージョンによっては、このパスが次のようになります。[アプリケーショ

ン（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator（Cisco Unified Personal Communicator）]
> [会議プロファイル（Conferencing Profile）]。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[会議プロファイルの設定（Conferencing Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 次のフィールドのプロファイルの詳細を指定します。

• [名前（Name）]：設定の名前を入力します。

• [説明（Description）]：オプションの説明を入力します。

• [プライマリ会議サーバ（Primary Conferencing Server）]：ドロップダウン リストからプライ

マリ Cisco WebEx Meeting Center サイトを選択します。

クライアントは、[プライマリ会議サーバ（Primary Conferencing Server）]ドロップ

ダウン リストから選択したサイトのみを使用します。[バックアップ会議サーバ

（Backup Conferencing Server）] ドロップダウン リストからサイトを選択する必要

はありません。

（注）

• [サーバ証明書の検証（Server Certificate Verification）]：ドロップダウン リストから次のいず

れかを選択します。

• 任意の証明書（Any Certificate）

• 自己署名またはキーストア（Self Signed or Keystore）

• キーストアのみ（Keystore Only）

ステップ 5 [これをシステムのデフォルト会議プロファイルに設定します（Make this the default Conferencing
Profile for the system）] チェックボックスをオンにして、このプロファイルをシステムのデフォル

トに設定します。

ステップ 6 会議プロファイルに次のようにユーザを追加します。

a) [プロファイル内のユーザ（Users inProfile）]セクションで [プロファイルにユーザを追加（Add
Users to Profile）] を選択します。

[ユーザの検索と一覧表示（Find and List Users）] ダイアログボックスが開きます。

b) [検索（Find）] を選択し、ユーザの一覧を取得します。

c) 対象のユーザをリストから選択します。

d) [選択項目の追加（Add Selected）] を選択します。
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第 9 章

ディレクトリ統合の設定

• ディレクトリ統合のためのクライアント設定, 317 ページ

ディレクトリ統合のためのクライアント設定

Cisco Unified Communications Manager リリース 9 以降を使用してサービス プロファイル経由で、

コンフィギュレーション ファイルを使用して、ディレクトリ統合を設定できます。ここでは、

ディレクトリ統合のためにクライアントを設定する方法について説明します。

次の表は、サービスプロファイルとコンフィギュレーションファイルの両方が存在する場合に優

先されるパラメータ値を示しています。

優先されるパラメータ値設定ファイルサービスプロファイル

サービス プロファイルパラメータ値が設定済みパラメータ値が設定済み

サービス プロファイルパラメータ値が空白パラメータ値が設定済み

設定ファイルパラメータ値が設定済みパラメータ値が空白

サービスプロファイルの空白（デフォ

ルト）値

パラメータ値が空白パラメータ値が空白

Cisco Unified Presence リリース 8.x プロファイルは、ディレクトリ統合に使用できません。（注）
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ディレクトリプロファイルパラメータ

次の表は、ディレクトリ プロファイルで設定する必要のある設定パラメータを示します。

説明ディレクトリサービスの設定

プライマリ ディレクトリ サーバのアドレスを

指定します。

このパラメータは、クライアントが自動的に

ディレクトリサーバを検出できない手動接続に

必要です。

プライマリ サーバ（Primary server）

クライアントがディレクトリサーバで認証する

ために使用される共有ユーザ名を手動で指定す

ることができます。このパラメータは、

Microsoft Windows クレデンシャルを使用して

ディレクトリサーバで認証できない展開でのみ

使用する必要があります。

このパラメータを使用する必要がある場合は、

有名なクレデンシャルやパブリックセットのク

レデンシャルのみを使用する必要があります。

また、クレデンシャルは読み取り専用権限を持

つアカウントにリンクする必要があります。

ユーザ名（Username）

ディレクトリサーバでの認証にクライアントが

使用できる共有パスワードを手動で指定できる

ようにします。このパラメータは、Microsoft
Windowsクレデンシャルを使用してディレクト

リサーバで認証できない展開でのみ使用する必

要があります。

このパラメータを使用する必要がある場合は、

有名なクレデンシャルやパブリックセットのク

レデンシャルのみを使用する必要があります。

また、クレデンシャルは読み取り専用権限を持

つアカウントにリンクする必要があります。

パスワード（Password）
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説明ディレクトリサービスの設定

検索が開始されるディレクトリサーバの場所を

指定します。つまり、検索ベースはクライアン

トが検索を実行するルートです。

デフォルトの場合、クライアントはディレクト

リツリーのルートから検索を行います。デフォ

ルトの動作を上書きする場合は、最大 3つの検

索ベースの値を OU に指定することができま

す。

Active Directoryは通常、検索ベースを必要とし

ません。特定のパフォーマンス要件がある場合

にのみ、Active Directoryの検索ベースを指定し

ます。

ディレクトリ内の特定の場所へのバインディン

グを作成するには、Active Directory以外のディ

レクトリサーバに関しては検索ベースを指定す

る必要があります。

OUを指定すると、検索対象を特定の

ユーザ グループに制限することがで

きます。

たとえば、ユーザのサブセットがイン

スタントメッセージの機能だけを持っ

ているとします。これらのユーザを

OU に含め、この OU を検索ベースと

して指定します。

ヒント

検索ベース 1（Search Base 1）

属性のマッピング

サービス プロファイルでデフォルトの属性マッピングを変更することはできません。デフォルト

の属性マッピングを変更するには、クライアントの設定ファイルで必要なマッピングを定義しな

ければなりません。

ディレクトリ統合設定パラメータの概要

次の表は、すべてのディレクトリ統合パラメータの概要を示しています。

属性のマッピング

次のパラメータは、LDAP ディレクトリ サーバでの属性のマッピングに使用されます。
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EDI パラメータBDI パラメータ

• CommonName

• DisplayName

• Firstname

• Lastname

• EmailAddress

• SipUri

• PhotoSource

• BusinessPhone

• MobilePhone

• HomePhone

• OtherPhone

• DirectoryUri

• Title

• CompanyName

• UserAccountName

• DomainName

• Location

• Nickname

• PostalCode

• City

• State

• StreetAddress

• BDICommonName

• BDIDisplayName

• BDIFirstname

• BDILastname

• BDIEmailAddress

• BDISipUri

• BDIPhotoSource

• BDIBusinessPhone

• BDIMobilePhone

• BDIHomePhone

• BDIOtherPhone

• BDIDirectoryUri

• BDITitle

• BDICompanyName

• BDIUserAccountName

• BDIDomainName

• BDICountry

• BDILocation

• BDINickname

• BDIPostalCode

• BDICity

• BDIState

• BDIStreetAddress

ディレクトリサーバの接続

これらのパラメータは、LDAP ディレクトリ サーバへの接続に使用されます。
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EDI パラメータBDI パラメータ

• DirectoryServerType

• ConnectionType

• PrimaryServerName

• SecondaryServerName

• ServerPort1

• ServerPort2

• UseWindowsCredentials

• ConnectionUsername

• ConnectionPassword

• UseSSL

• UseSecureConnection

• BDILDAPServerType

• BDIPresenceDomain

• BDIPrimaryServerName

• BDIServerPort1

• BDIUseJabberCredentials

• BDIConnectionUsername

• BDIConnectionPassword

• BDIEnableTLS

連絡先の解決とディレクトリクエリー

これらのパラメータは、LDAPディレクトリ サーバでの連絡先の解決とディレクトリ クエリーに

使用されます。
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説明値パラメータ

使用するディレクトリ サーバの種類を指定しま

す。

• BDI：LDAP サーバに接続します。

• EDI：LDAP サーバに接続します。

• UDS：UDS に接続します。

BDI

EDI

UDS

DirectoryServerType

ディレクトリ統合パラメータ

ここでは、LDAP ベースのディレクトリ統合に設定できるパラメータの詳細を示します。

属性マッピングのパラメータ

次の表に、LDAP ディレクトリ属性をマッピングするためのパラメータを示します。

デフォル

トで
Ambiguous
Name
Resolution
（ANR）
に設定さ

れている

デフォ

ルトで

イン

デック

ス化さ

れてい

る

デフォ

ルトで

グロー

バルカ

タログ

内に存

在する

ディレクトリ属性EDI パラメータBDI パラメータ

×○○cnCommonNameBDICommonName

○○○displayNameDisplayNameBDIDisplayName

○○○givenNameFirstnameBDIFirstname

○○○snLastnameBDILastname

○○○mailEmailAddressBDIEmailAddress
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デフォル

トで
Ambiguous
Name
Resolution
（ANR）
に設定さ

れている

デフォ

ルトで

イン

デック

ス化さ

れてい

る

デフォ

ルトで

グロー

バルカ

タログ

内に存

在する

ディレクトリ属性EDI パラメータBDI パラメータ

○○○msRTCSIP-PrimaryUserAddressSipUri
クライア

ントは、

URI ダイ

ヤルでは

なく、ド

メイン内

フェデ

レーショ

ンにこの

パラメー

タを使用

します。

（注）

BDISipUri
クライア

ントは、

URI ダイ

ヤルでは

なく、ド

メイン内

フェデ

レーショ

ンにこの

パラメー

タを使用

します。

（注）

×××thumbnailPhotoPhotoSourceBDIPhotoSource

××○telephoneNumberBusinessPhoneBDIBusinessPhone

××○mobileMobilePhoneBDIMobilePhone

××○homePhoneHomePhoneBDIHomePhone

××○otherTelephoneOtherPhoneBDIOtherPhone

××○mailDirectoryURI
クライア

ントは、

URI ダイ

ヤルにこ

のパラ

メータを

使用しま

す。

（注）

BDIDirectoryUri
クライア

ントは、

URI ダイ

ヤルにこ

のパラ

メータを

使用しま

す。

（注）

××○titleTitleBDITitle

×○○companyCompanyNameBDICompanyName

○○○sAMAccountNameUserAccountNameBDIUserAccountName
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デフォル

トで
Ambiguous
Name
Resolution
（ANR）
に設定さ

れている

デフォ

ルトで

イン

デック

ス化さ

れてい

る

デフォ

ルトで

グロー

バルカ

タログ

内に存

在する

ディレクトリ属性EDI パラメータBDI パラメータ

×○○EDI - userPrincipalName

BDI - dn

DomainNameBDIDomainName

××○coBDICountry

××○EDI - co

BDI - location

LocationBDILocation

○○○displayNameNicknameBDINickname

××○postalCodePostalCodeBDIPostalCode

×○○lCityBDICity

×○○stStateBDIState

××○StreetAddressStreetAddressBDIStreetAddress

ディレクトリ サーバの属性

クライアントの LDAPディレクトリ サーバの属性をインデックスする必要があります。これによ

りクライアントは連絡先を解決します。

デフォルトの属性マッピングを使用するには、次の属性をインデックスする必要があります。

• sAMAccountName

• displayName

• sn

• name

• proxyAddresses

• mail

• department

• givenName

• telephoneNumber

さらに、セカンダリ番号クエリーについては、次の属性もインデックスする必要がありま

す。
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• otherTelephone

• mobile

• homePhone

Cisco Jabber forWindowsでは、デフォルトで、セカンダリ番号クエリーが有効

になっています。セカンダリ番号クエリーは、DisableSecondaryNumberLookups
パラメータを使用して無効にすることができます。

（注）

• msRTCSIP-PrimaryUserAddress

イントラドメイン フェデレーション専用のインデックス msRTCSIP-PrimaryUserAddress。

Cisco Jabber for Windows はデフォルトでグローバル カタログ サーバに接続するため、すべての属

性がグローバル カタログ サーバ上に存在することを確認する必要があります。Microsoft Active
Directory スキーマ スナップインなどの適切なツールを使用すると、グローバル カタログ サーバ

に属性を複製できます。グローバルカタログサーバへ属性を複製するかどうかを選択することが

できます。

• グローバル カタログ サーバに属性を複製すると、ドメイン内の Active Directory サーバ間で

トラフィックが生成されます。このため、グローバル カタログ サーバへの属性の複製は、

ネットワーク トラフィックが余分な負荷を処理できる時間帯のみにしてください。

• グローバル カタログ サーバに属性を複製しない場合は、ドメイン コントローラに接続する

ように Cisco Jabber を設定します。このケースでは、クライアントはドメイン コントローラ

に接続している場合にのみシングル ドメインを問い合わせします。

ディレクトリ接続パラメータ

次の表に、LDAP ディレクトリ接続を設定するためのパラメータを示します。
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

クライアントがグローバル

カタログに接続するのか、

ドメインコントローラに接

続するのかを指定します。

• 0（デフォルト）：グ

ローバル カタログに

接続します。

• 1：ドメイン コント

ローラに接続します。

デフォルト ポー

トは次のとおりで

す。

（注）

• グローバル

カタログ：
3268

• ドメイン コ

ントロー

ラ：389

0

1

ConnectionType

クライアントが接続する

LDAPディレクトリ サーバ

のタイプを指定します。

• AD（デフォルト）：

ActiveDirectoryに接続

します。

• OpenLDAP：

OpenLDAPに接続しま

す。

AD

OpenLDAP

BDILDAPServerType
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

IP アドレ

ス

FQDN

PrimaryServerNameBDIPrimaryServerName
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

必須パラメータです。プラ

イマリ ディレクトリ サー

バのアドレスを指定しま

す。

このパラメータは、クライ

アントが自動的にディレク

トリサーバを検出できない

手動接続に必要です。

クライアントは、

起動するたびにプ

（注）

ライマリ サーバ

に接続しようと試

行します。クライ

アントは次の場合

に、セカンダリ

サーバに接続しよ

うと試行します。

• プライマリ

サーバが使

用できな

い。

• クライアン

トが接続す

ると、プラ

イマリ サー

バに障害が

発生する。

セカンダリ サー

バに正常に接続で

きれば、クライア

ントは次回再起動

されるまでセカン

ダリ サーバへの

接続を保持しま

す。

クライアントが接

続されているとき

に、セカンダリ

サーバに障害が発

生すると、クライ
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

アントはプライマ

リ サーバに接続

しようと試行しま

す。

バックアップディレクトリ

サーバのアドレスを指定し

ます。

このパラメータは、クライ

アントが自動的にディレク

トリサーバを検出できない

手動接続に必要です。

IP アドレ

ス

FQDN

SecondaryServerName

プライマリ ディレクトリ

サーバのポートを指定しま

す。

ポート番

号

ServerPort1BDIServerPort1

バックアップディレクトリ

サーバのポートを指定しま

す。

ポート番

号

ServerPort2

クライアントが Microsoft
Windowsのユーザ名とパス

ワードを使用するかどうか

を指定します。

• 0：Windows クレデン

シャルを使用しませ

ん。

ConnectionUsernameパ

ラメータと

ConnectionPassword パ

ラメータを使用してク

レデンシャルを指定し

ます。

• 1（デフォルト）：

Windowsクレデンシャ

ルを使用します。

0

1

UseWindowsCredentials
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

クライアントがプレゼンス

サーバを使用してディレク

トリ サーバにサイン イン

できるかどうかを指定しま

す。

• true：クライアントは

次の順序でユーザ名と

パスワードを検索しま

す。

1 クライアント コン

フィギュレーショ

ン ファイル

（BDIConnectionUsername
と

BDIConnectionPassword）

2 プレゼンス サーバ

クレデンシャルが存在

しない場合、クライア

ントは匿名サインイン

を試みます。

• false（デフォルト）：

クライアントはコン

フィギュレーション

ファイル内の
BDIConnectionUsername
と
BDIConnectionPassword
の値を使用してサイン

インを試みます。

パラメータが存在しな

い場合は、クライアン

トが匿名でサインイン

を試みます。

true

false

BDIUseJabberCredentials
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

ディレクトリサーバでの認

証にクライアントが使用で

きる共有ユーザ名を手動で

指定できるようにします。

クライアントは、

このユーザ名をプ

レーン テキストと

して転送して保存

します。

重要

デフォルトで、Cisco Jabber
for Windows は、ディレク

トリサーバに接続するとき

に統合Windows認証を使用

します。このパラメータ

は、ユーザの Microsoft
Windowsクレデンシャルを

使用してディレクトリサー

バで認証できないシナリオ

で、ユーザ名を手動で指定

できるようにします。

ディレクトリに対する読み

取り専用権限を持っている

アカウントの既知のまたは

公開されているクレデン

シャルのセットのみを使用

します。

ユーザ名

（Username）
ConnectionUsernameBDIConnectionUsername
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

ディレクトリサーバでの認

証にクライアントが使用で

きる共有パスワードを手動

で指定できるようにしま

す。

クライアントは、

このパスワードを

プレーン テキスト

として転送して保

存します。

重要

デフォルトで、Cisco Jabber
for Windows は、ディレク

トリサーバに接続するとき

に統合Windows認証を使用

します。このパラメータ

は、ユーザの Microsoft
Windowsクレデンシャルを

使用してディレクトリサー

バで認証できないシナリオ

で、パスワードを手動で指

定できるようにします。

ディレクトリに対する読み

取り専用権限を持っている

アカウントの既知のまたは

公開されているクレデン

シャルのセットを使用しま

す。

パスワー

ド

（Password）

ConnectionPasswordBDIConnectionPassword

ディレクトリの接続を保護

するためにTLSを使用しま

す。

• true：TLS を使用しま

す。

• false（デフォルト）：

TLSを使用しません。

true

false

BDIEnableTLS
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

ディレクトリへのセキュア

接続にSSLを使用します。

• 0（デフォルト）：

SSLを使用しません。

• 1：SSL を使用しま

す。

SSL 接続の証明書が次の場

所に存在する必要がありま

す。

• Microsoft Windows 証

明書ストア。

• クライアントが接続す

るディレクトリ サー

バ。

SSL 接続を確立するため

に、サーバはクライアント

に証明書を提示します。そ

の後、クライアントはサー

バの証明書をクライアント

コンピュータのストアにあ

る証明書に対して検証しま

す。

SSL接続のデフォルト プロ

トコルおよびポートは、次

のとおりです。

• グローバル カタログ

• プロトコル：TCP

• ポート番号：
3269

• ドメイン コントロー

ラ

• プロトコル：TCP

• ポート番号：636

0

1

UseSSL
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

ディレクトリサーバとの認

証のメカニズムを指定しま

す。

• 0：単純な認証を使用

します。

簡易バインドを使用し

てディレクトリ サー

バに接続するには、こ

の値を設定します。
Simple Authentication
では、クライアントは

クレデンシャルをプ

レーン テキストとし

て転送します。

UseSSL パラメータを

使用して SSL を有効

にし、クレデンシャル

を暗号化できます。

• 1（デフォルト）：
Generic Security Service
API（GSS-API）を使

用します。GSS-APIは
システムの認証メカニ

ズムを利用します。

Microsoft Windows 環

境で GSS-API を使用

すれば、Kerberosベー

スの Windows 認証を

使用してディレクトリ

サーバに接続できま

す。

0

1

UseSecureConnection

ディレクトリクエリーパラメータ

次の表に、クライアントによる LDAP ディレクトリへのクエリー方法を設定するためのパラメー

タを示します。
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

予測検索クエリーに適用するフィ

ルタを定義します。

検索クエリーをフィルタするため

に、複数のカンマ区切り値を定義

できます。

このキーは、BDIUseANR
が falseに設定されている

場合に、Cisco Jabber for
iPhone and iPad でのみ使

用されます。また、BDI
PredictiveSearchFilter が設

定されていない場合は、

デフォルトの検索フィル

タが使用されます。

（注）

デフォルトの EDI 値は anr です。

Cisco Jabber forWindowsが予測検索

を実行するときに、ANR を使用し

てクエリーを発行します。このク

エリーにより、検索文字列が明確

化され、ディレクトリ サーバ上で

ANR に対して設定された属性に合

致する結果が返されます。

クライアントに ANR の属

性を検索させる場合は、そ

の属性を設定するように

ディレクトリサーバを設定

します。

重要

サーチ フィ

ルタ

PredictiveSearchFilterBDIPredictiveSearchFilter

携帯電話番号、自宅の電話番号、

他の電話番号などの仕事用の番号

を使用できない場合に、ユーザが

代替連絡先番号を検索できるかど

うかを指定します。

• 0（デフォルト）：ユーザは代

替連絡先番号を検索できま

す。

• 1：ユーザは代替連絡先番号を

検索できません。

0

1

DisableSecondaryNumberLookups
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

クエリのタイムアウト時間を秒数

で指定します。

デフォルト値は 5 です。

秒数SearchTimeout

ワイルドカード検索を有効にしま

す。

• 0（デフォルト）：ワイルド

カードを使用しません。

• 1：ワイルドカードを使用しま

す。

ワイルドカードを使用する

と、ディレクトリの検索に時

間がかかる場合があります。

0

1

UseWildcards

ディレクトリのクエリーを行うた

めに連絡先名の最小文字数を指定

します。

たとえば、このパラメータの値と

して 2 を設定した場合、ユーザが

検索フィールドに少なくとも 2 文

字を入力するとクライアントはディ

レクトリを検索します。

デフォルト値は 3 です。

Numerical
value

MinimumCharacterQuery
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説明要素

番号パターンとマスクを区切ります。

たとえば、+1408|+(#) ### ### ####|+34|+(##) ### #### です。

パイプ記号

（|）

一致すると思われる文字のサブセットの代わりに 1 つ以上の文字を使用します。

電話マスクで任意のワイルドカード文字を使用できます。

たとえば、アスタリスク（*）は、1 つ以上の文字を表し、+3498|+##*##*###*####
のようにマスクに適用できます。ワイルドカードとともにこのマスクを使用する

と、電話番号検索で次のいずれかの形式と一致します。

+34(98)555 0199
+34 98 555-0199
+34-(98)-555.0199

ワイルド

カード文字

番号パターンを右から左に適用します。

たとえば、+34985590199 に +3498|R+34 (98) 559 #### のマスクを適用すると、+34
(98) 559 0199 が取得されます。

順マスクと逆マスクの両方を使用できます。

逆マスク

連絡先の写真のパラメータ

次の表に、クライアントが LDAP ディレクトリから連絡先の写真を取得する方法を設定するパラ

メータを示します。

説明値EDI パラメータBDI パラメータ

写真URIの代替が有効であるか

どうかを指定します。

• true：写真URIの代替が有

効にされます。

• false（デフォルト）：写真

URIの代替が無効かどうか

を指定します。

true

false

PhotoUriSubstitutionEnabledBDIPhotoUriSubstitutionEnabled
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説明値EDI パラメータBDI パラメータ

写真URIに挿入するディレクト

リ属性を指定します

（sAMAccountName など）。

PhotoURISubstitutionToken パラ

メータと組み合わせて使用でき

るのは次の属性だけです。

• 共通名（Common Name）

• 表示名（Display Name）

• 名（First Name）

• 姓（Last Name）

• ニックネーム（Nickname）

• 電子メール アドレス

（Email Address）

• フォト ソース（Photo
Source）

• 会社電話（Business
Phone）

• 携帯電話（Mobile Phone）

• 自宅電話（Home Phone）

• 連絡先電話（Preferred
Phone）

• 他の電話（Other Phone）

• 役職（Title）

• 会社名（Company Name）

• ユーザ アカウント名

（User Account Name）

• ドメイン名（Domain
Name）

• 参照先

• 郵便番号（Post Code）

• 都道府県（State）

• 市区町村郡（City）

• 番地（Location）

ディレク

トリ属性

PhotoUriSubstitutionTokenBDIPhotoUriSubstitutionToken
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連絡先の写真の寸法

連絡先写真の最適な寸法は、アスペクト比 1:1 の 128 x 128 ピクセルです。

Microsoft Outlook でのローカル連絡先写真の最大寸法は 128 X 128 ピクセルです。

ヒント

次の表に、Cisco Jabber での連絡先写真のさまざまな寸法を示します。

寸法参照先

128 x 128 ピクセル音声コール ウィンドウ

64 x 64 ピクセル次のような招待やリマインダ

• 着信コール ウィンドウ

• 会議リマインダ ウィンドウ

32 x 32 ピクセル次のような連絡先のリスト

• 連絡先リスト

• 参加者リスト

• コール履歴

• ボイスメール メッセージ

連絡先の写真の調整

Cisco Jabber は次のように連絡先写真を調整します。

• サイズ変更：ディレクトリ内の連絡先写真が 128 X 128 ピクセル以外のサイズである場合、

クライアントによって写真のサイズが自動的に変更されます。たとえば、ディレクトリ内の

連絡先写真が 64 x 64 ピクセルであるとします。Cisco Jabber でディレクトリから連絡先写真

を取得すると、その写真のサイズが 128 X 128 ピクセルに変更されます。

連絡先写真のサイズ変更により、最適な解像度が得られない場合があります。

このため、クライアントによって連絡先写真のサイズが自動的に変更されな

いように、128 X 128 ピクセルの連絡先写真を使用してください。

ヒント

• トリミング：Cisco Jabberでは、正方形以外の連絡先写真を正方形のアスペクト比（つまり、

幅と高さが同じであるアスペクト比 1:1）に自動的にトリミングします。

• ディレクトリ内の連絡先写真が縦方向である場合、クライアントは上端から30%、下端から

70 % をトリミングします。
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第 10 章

証明書の検証設定

• 証明書の検証について, 363 ページ

証明書の検証について

Cisco Jabber は、証明書の検証を使用して、サーバとのセキュア接続を確立します。

セキュアな接続を確立しようとするときに、サーバが Cisco Jabber に証明書を提示します。

Cisco Jabber for Mac は、キーチェーン内の証明書に照らして証明書を検証します。

クライアントが証明書を検証できない場合、ユーザに証明書を受け入れるかどうか確認するよう

指示されます。

ExpresswayMobile andRemoteAccess展開では、オンライン証明書ステータス プロトコル（OCSP）

またはオンライン証明書失効リスト（CRL）を使用して証明書の失効状態を取得する場合、Cisco
Jabber クライアントは 5 秒未満の応答時間を想定します。接続は、応答時間が予測された 5 秒を

超えた場合、失敗します。

オンプレミスサーバ

オンプレミス サーバがどの証明書をクライアントに提示するかを確認し、また、署名された証明

書の取得作業も確認します。

オンプレミスサーバに必要な証明書

オンプレミス サーバは、Cisco Jabberとのセキュアな接続を確立するために、次の証明書を提示し

ます。

証明書サーバ

HTTP（Tomcat）

XMPP

Cisco Unified Communications Manager IM and
Presence Service
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証明書サーバ

HTTP（Tomcat）とCallManager証明書（セキュ

アな電話機用のセキュアSIPコール シグナリン

グ）

Cisco Unified Communications Manager

HTTP（Tomcat）Cisco Unity Connection

HTTP（Tomcat）Cisco WebEx Meetings Server

サーバ証明書（HTTP、XMPP、およびSIPコー

ル シグナリングに使用）

Cisco VCS Expressway

Cisco Expressway-E

特記事項

• SecurityAssertionMarkupLanguage（SAML）シングル サインオン（SSO）およびアイデンティ

ティ プロバイダー（IdP）には X.509 証明書が必要です。

• 証明書署名プロセスを開始する前に、Cisco Unified Communications Manager IM and Presence
Service に対して最新のサービス更新（SU）を適用する必要があります。

• 必要な証明書は、すべてのサーバ バージョンに適用されます。

• 各クラスタ ノード、サブスクライバ、およびパブリッシャは Tomcat サービスを実行し、ク

ライアントに HTTP 証明書を提示できます。

クラスタ内の各ノードの証明書に署名する必要があります。

• クライアントとCiscoUnifiedCommunicationsManager間のSIPシグナリングを保護するには、

Certification Authority Proxy Function（CAPF）登録を使用する必要があります。

認証局により署名された証明書の取得

シスコは、次の認証局（CA）のいずれかにより署名されたサーバ証明書を使用することを推奨し

ます。

• パブリック CA：サードパーティ企業が、サーバの識別情報を検証し、信頼できる証明書を

発行します。

• プライベート CA：自分でローカルの CA を作成および管理し、信頼できる証明書を発行し

ます。

署名プロセスは、各サーバごとに異なり、サーバのバージョン間でも異なります。各サーバのす

べてのバージョンに関する詳細な手順については、このマニュアルの範囲外になります。CAによ

り署名された証明書を取得する方法の詳細な指示については、該当するサーバのマニュアルを参

照してください。ただし、手順の概要を次に示します。
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クライアントコンピュータでの証明書の展開

すべてのサーバ証明書は、クライアントコンピュータのKeychainで関連する証明書が必要です。

Cisco Jabber は、サーバが Keychain に対して証明書として提示する証明書を検証します。

ルート証明書が Keychain にない場合、Cisco Jabber は環境内の各サーバからの証明書を受け入

れるようユーザに指示します。

重要

クライアントがユーザ証明書を検証するよう指示すると、ユーザは次のことを実行することがで

きます。

• サーバ名を常に信頼する—クライアントは Keychain に証明書を保存します。

• 続行する—クライアントは接続されますが、ユーザがクライアントを再起動した場合、再度

証明書を受け入れるように指示されます。

• 取り消し—クライアント:

• 証明書を保存しない。

• サーバに接続しない。

[Cisco Unified OS 管理（Cisco Unified OS Administration）] インターフェイスから証明書をダウン

ロードすると、警告ダイアログは表示されないようになります。ユーザに対して自己署名証明書

を展開するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 シスコの各ノード用に、[Cisco Unified OS管理（Cisco Unified OSAdministration）]インターフェイ

スから対応する「tomcat-trust」証明書をダウンロードします。[セキュリティ（Security）] > [証明

書の管理（Certificate Management）] を選択します。

ステップ 2 .pemの拡張子で証明書を1つのファイルに連結します（たとえば、“companyABCcertificates.pem”）。

ステップ 3 ファイルをCisco Jabberユーザに送信し、ダブルクリックしてもらいます。これにより、Keychain
Access アプリケーションが起動し、証明書がインポートされます。

オペレーティング システムでは、ユーザがインポートされている各証明書の Mac OS X
管理のパスワードを入力する必要があります。

（注）

クラウドベースのサーバの証明書要件

Cisco WebEx Messenger および Cisco WebEx Meeting Center は、クライアントに次の証明書を提示

します。

• Central Authentication Service（CAS）
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次の手順では、プロファイル写真のURLの更新方法について説明します。詳細については、該当

する Cisco WebEx のマニュアルを参照してください。

手順

ステップ 1 Cisco WebEx 管理ツールを使用して、ユーザ連絡先データを CSV ファイル形式でエクスポートし

ます。

ステップ 2 [userProfilePhotoURL] フィールドで、Cisco WebEx ドメインで IP アドレスを置き換えます。

ステップ 3 CSV ファイルを保存します。

ステップ 4 Cisco WebEx 管理ツールを使用して、CSV ファイルをインポートします。
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クライアント設定の概要

Cisco Jabber は、次のソースから設定を取得できます。

• サービス プロファイル：Cisco Unified Communications Manager リリース 9 以降の UC サービ

スプロファイルで一部のクライアント設定を構成できます。ユーザがクライアントを起動す

ると、クライアントは DNS SRV レコードを使用して Cisco Unified Communications Manager
ホーム クラスタを検出し、自動的に UC サービス プロファイルから設定を取得します。

これは、オンプレミス展開にのみ適用されます。

• 電話の設定：Cisco Unified Communications Manager リリース 9 以降の電話の設定で一部のク

ライアント設定を構成できます。クライアントは、UCサービスプロファイルの設定に加え、

電話の設定から設定を取得します。

これは、オンプレミス展開にのみ適用されます。

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービス：インスタント メッセージお

よびプレゼンスの機能を有効にして、プレゼンスサブスクリプション要求などの特定の設定

を構成できます。

[詳細設定（Advanced settings）]ウィンドウで [Cisco IM&Presence]または [CiscoCommunications
Manager 8.x]を選択すると、クライアントはCiscoUnified PresenceサービスまたはCiscoUnified
Communications Manager IM and Presence サービスから UC サービスを取得します。クライア

ントはサービス プロファイルまたは SSO 検出を使用しません。

これは、オンプレミス展開にのみ適用されます。

• クライアント コンフィギュレーション ファイル：設定パラメータを含むXMLファイルを作

成できます。その後、TFTPサーバでXMLファイルをホストします。ユーザがサインインす

ると、クライアントは TFTP サーバから XML ファイルを取得して設定を適用します。

これは、オンプレミス展開およびクラウドベース展開に適用されます。

• Cisco WebEx 管理ツール：Cisco WebEx 管理ツールを使用して一部のクライアント設定を構

成できます。

これは、クラウドベース展開にのみ適用されます。

サービスプロファイルの設定

Cisco Unified Communications Manager バージョン 9 以降の UC サービス プロファイルで特定のク

ライアント設定を構成できます。
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説明会議サービスの設定

会議サービスの認証を受けるために、クライア

ントがインスタント メッセージおよびプレゼン

スまたはボイスメール サービスのクレデンシャ

ルを使用することを指定します。

設定するクレデンシャル ソースがユーザの会議

のクレデンシャルと一致することを確認します。

Web 会議サービスのクレデンシャル ソース

（Credentials source for web conference service）

ディレクトリプロファイル

サービス プロファイルでディレクトリ統合を設定する方法の詳細については、「ディレクトリ統

合のためのクライアント設定」の章を参照してください。

CTI プロファイル

次の表は、CTI プロファイルで設定できる設定パラメータを示します。

説明CTI サービスの設定

CTI サーバの接続設定を指定します。CTI サーバ（CTI server）

Cisco Unified Communications Manager サービスの追加

IM and Presence サービス、ボイスメール、会議、ディレクトリなどのサービスのアドレス、ポー

ト、プロトコル、およびその他の設定を指定する場合に、Cisco Unified Communications Manager
サービスを追加します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [UC サービス（UC Service）]
を選択します。

[UC サービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[UC サービスの設定（UC Service Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 追加する UC サービスのタイプを選択し、[次へ（Next）] を選択します。

ステップ 5 必要に応じて、UC サービスを設定し、[保存（Save）] を選択します。
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次の作業

UC サービスをサービス プロファイルに追加します。

サービスプロファイルの作成

CiscoUnifiedCommunicationsManagerサービスを追加して設定したら、それらをサービス プロファ

イルに追加します。サービス プロファイルで追加の設定を適用できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（UserManagement）] > [ユーザ設定（UserSettings）] > [サービス プロファイル（Service
Profile）] の順に選択します。

[UC サービスの検索と一覧表示（Find and List UC Services）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [新規追加（Add New）] を選択します。

[サービス プロファイルの設定（Service Profile Configuration）] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [名前（Name）] フィールドにサービス プロファイルの名前を入力します。

ステップ 5 サービス プロファイルをクラスタのデフォルトにする場合は、[システム デフォルトのサービス

プロファイルに設定（Make this the default service profile for the system）] を選択します。

Cisco Unified Communications Manager リリース 9.x で、インスタント メッセージング機

能だけを使用しているユーザ（IM専用）は、デフォルト サービス プロファイルを使用

する必要があります。このため、IM のみのユーザにサービス プロファイルを適用する

場合は、サービス プロファイルをデフォルトとして設定する必要があります。

（注）

ステップ 6 UC サービスを追加して追加の設定を適用し、[保存（Save）] を選択します。

次の作業

エンド ユーザ設定にサービス プロファイルを適用します。

サービスプロファイルの適用

UC サービスを追加してサービス プロファイルを作成したら、ユーザにサービス プロファイルを

適用します。ユーザが Cisco Jabber にサインインしたら、クライアントは Cisco Unified
Communications Manager からそのユーザのサービス プロファイルを取得できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ユーザ管理（User Management）] > [エンド ユーザ（End User）] を選択します。
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手順

ステップ 1 ユーザとデバイスを関連付けます。

a) [Unified CM の管理（Unified CM Administration）] インターフェイスを開きます。

b) [ユーザ管理（User Management）] > [エンド ユーザ（End User）] を選択します。

c) 適切なユーザを探して選択します。

[エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウが表示されます。

d) [デバイス情報（Device Information）]セクションで [デバイスの割り当て（DeviceAssociation）]
を選択します。

e) 必要に応じて、ユーザとデバイスを関連付けます。

f) [エンド ユーザの設定（End User Configuration）] ウィンドウに戻り、[保存（Save）] を選択し

ます。

ステップ 2 デバイス構成で [ユーザのオーナー ID（User Owner ID）] フィールドを設定します。

a) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）] の順に選択します。

b) 適切なデバイスを探して選択します。

[電話の設定（Phone Configuration）] ウィンドウが開きます。

c) [デバイス情報（Device Information）] セクションを探します。

d) [ユーザ（User）] を [オーナー（Owner）] フィールドの値として選択します。

e) [オーナーのユーザ ID（Owner User ID）] フィールドから適切なユーザ ID を選択します。

f) [保存（Save）] を選択します。

電話の設定でのパラメータの設定：デスクトップクライアント向け

クライアントは、Cisco Unified Communications Manager 上の次の場所から電話の各種設定を取得

できます。

Enterprise Phone Configuration

クラスタ全体に適用されます。

IM and Presence サービス機能のみを使用しているユーザ（IM 専用）

の場合は、[エンタープライズ電話の設定（Enterprise Phone
Configuration）]ウィンドウで電話の設定パラメータを設定する必要が

あります。

（注）

Common Phone Profile Configuration

デバイスのグループに適用され、クラスタの設定よりも優先されます。

Cisco Jabber, Release 10.5 展開およびインストールガイド
381

サービスプロファイルの設定





説明デスクトップクライアントの設定

クライアント アップデート情報を保持するXML定義

ファイルへの URL を指定します。クライアントは、

この URL を使用して Web サーバから XML ファイル

を取得します。

ハイブリッドクラウドベース展開では、自動更新を設

定するために Cisco WebEx 管理ツール を使用する必

要があります。

Jabber For Windows ソフトウェア アップ

デート サーバ URL（Jabber For Windows
Software Update Server URL）

ユーザが問題レポートを送信できるようにするカスタ

ム スクリプトの URL を指定します。

問題レポートサーバURL（ProblemReport
Server URL）

電話の設定でのパラメータの設定：モバイルクライアント向け

クライアントは、Cisco Unified Communications Manager 上の次の場所から電話の各種設定を取得

できます。

• [Cisco Dual Mode for iPhone（TCT）設定（Cisco Dual Mode for iPhone (TCT) Configuration）]：
個別の TCT デバイスに適用され、グループ設定より優先されます。

• [Cisco Jabber for Tablet（TAB）設定（Cisco Jabber for Tablet (TAB) Configuration）]：個別の

TAB デバイスに適用され、グループ設定より優先されます。

電話の設定のパラメータ

次の表は、電話の設定の [プロダクト固有の設定（Product Specific Configuration Layout）]セクショ

ンで設定できる、およびクライアントの設定ファイルからの対応するパラメータをマッピングで

きる設定パラメータを示します。

説明パラメータ

オンデマンド VPN を開始するための URL です。

iOS にのみ適用されま

す。

（注）

オンデマンド VPN の URL（On-Demand
VPN URL）

組織が承認する Wi-Fi ネットワークの SSID（SSID）

を入力します。SSIDはスラッシュ（/）で区切ります。

入力したWi-Fiネットワークのいずれかに接続されて

いる場合、デバイスはセキュアコネクトに接続しませ

ん。

プリセット Wi-Fi ネットワーク（Preset
Wi-fi Networks）

デフォルトの着信音を [Normal] または [Loud] に設定

します。

デフォルトの着信音（Default Ringtone）
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説明パラメータ

ビデオ機能を有効または無効にします。

• 有効（デフォルト）：ユーザはビデオ コールを

送受信できます。

• 無効：ユーザはビデオ コールを送受信できませ

ん。

ビデオ機能（Video Capabilities）

Dial via Office を有効または無効にします。

• 有効：ユーザはオフィス経由でダイヤルできま

す。

• 無効（デフォルト）：ユーザはオフィス経由でダ

イヤルできません。

Dial via Office
TCT および BOT デバイスの

み。

（注）

クライアント設定ファイルの作成とホスト

オンプレミス展開とハイブリッド クラウドベース展開では、クライアント設定ファイルを作成し

て、それらを Cisco Unified Communications Manager TFTP サービス上でホストすることができま

す。

クラウドベース展開では、Cisco WebEx 管理ツールでクライアントを設定する必要があります。

ただし、Cisco WebEx 管理ツールで使用できない設定でクライアントを設定するためにオプショ

ンで TFTP サーバをセットアップすることができます。

ほとんどの環境では、サービスに接続するためにクライアントを設定する必要はありません。

次のようなカスタム コンテンツを必要とする場合のみ、設定ファイルを作成する必要があり

ます。

重要

• 自動アップデート

• 問題のレポート

• ユーザ ポリシーとオプション

次を設定するには、グローバル設定ファイルを作成する必要があります。重要

• オンプレミス展開のディレクトリ統合。

• ハイブリッドクラウド展開のボイスメール サービス クレデンシャル。
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[Cisco Jabber の設定（Cisco Jabber Settings）]Cisco Jabber Settingsウィンドウが開きます。

ステップ 3 Cisco Unified Presenceのバージョンによって異なる次のセクションのいずれかで TFTPサーバを指

定するフィールドを探します。

• Cisco Jabber のセキュリティ設定（Cisco Jabber Security Settings）

• CUPC グローバル設定（CUPC Global Settings）

ステップ 4 次のフィールドで、プライマリおよびバックアップの TFTP サーバの IP アドレスを指定します。

• プライマリ TFTP サーバ（Primary TFTP Server）

• バックアップ TFTP サーバ（Backup TFTP Server）

• バックアップ TFTP サーバ（Backup TFTP Server）

ホスト名の代わりに、完全修飾ドメイン名（FQDN）または TFTPサーバの IPアドレス

を入力することを確認します。

（注）

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービスの TFTP サーバの指定

Cisco Unified Communications Managerリリース 9.xを使用している場合は、次の手順を実行する必

要がありません。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM IM and Presence の管理（Cisco Unified CM IM and Presence Administration）] イン

ターフェイスを開きます。

ステップ 2 [アプリケーション（Application）] > [レガシー クライアント（LegacyClients）] > [設定（Settings）]
の順に選択します。

[レガシー クライアントの設定（Legacy Client Settings）] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [レガシー クライアントのセキュリティ設定（Legacy Client Security Settings）] セクションを探し

ます。

ステップ 4 次のフィールドで、プライマリおよびバックアップの TFTP サーバの IP アドレスを指定します。

• プライマリ TFTP サーバ（Primary TFTP Server）

• バックアップ TFTP サーバ（Backup TFTP Server）

• バックアップ TFTP サーバ（Backup TFTP Server）

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。
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電話モードでの TFTP サーバの指定

電話モードでクライアントを展開する場合、TFTPサーバのアドレスを次のように指定できます。

• ユーザはクライアントの起動時に、TFTP サーバ アドレスを手動で入力します。

• TFTP 引数を使用してインストール時に TFTP サーバ アドレスを指定します。

• Microsoft Windows レジストリで TFTP サーバ アドレスを指定します。

Cisco WebEx 管理ツールでの TFTP サーバの指定

クライアントが Cisco WebEx Messenger サービスに接続している場合は、Cisco WebEx 管理者ツー

ルを使用して TFTP サーバ アドレスを指定します。

手順

ステップ 1 Cisco WebEx 管理者ツールを開きます。

ステップ 2 [設定（Configuration）] タブを選択します。

ステップ 3 [追加サービス（Additional Services）] セクションで [Unified Communications] を選択します。

[Unified Communications] ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [クラスタ（Clusters）] タブを選択します。

ステップ 5 適切なクラスタをリストから選択します。

[クラスタの編集（Edit Cluster）] ウィンドウが開きます。

ステップ 6 [Cisco Unified Communications Manager サーバの設定（Cisco Unified Communications Manager Server
Settings）] セクションで [サーバの詳細設定（Advanced Server Settings）] を選択します。

ステップ 7 [TFTPサーバ（TFTPServer）]フィールドでプライマリTFTPサーバの IPアドレスを指定します。

ステップ 8 [バックアップ サーバ 1（Backup Server #1）]フィールドと [バックアップ サーバ 2（Backup Server
#2）] フィールドでバックアップ TFTP サーバの IP アドレスを指定します。

ステップ 9 [保存（Save）] を選択します。

[クラスタの編集（Edit Cluster）] ウィンドウが閉じます。

ステップ 10 [Unified Communications] ウィンドウで [保存（Save）] を選択します。

グローバル設定の作成

クライアントは、ログイン シーケンスの間に TFTP サーバからグローバル設定ファイルをダウン

ロードします。展開に含まれるすべてのユーザに対してクライアントを設定します。

はじめる前に

設定ファイルの構造が有効でない場合、クライアントは設定した値を読み取ることができません。

詳細については、この章の XML サンプルを確認してください。
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グループ要素パラメータ

クライアントPrtLogServerUrl

クライアントUpdateUrl

クライアントjabber-plugin-config

クライアントForgot_Password_URL

クライアントPersistent_Chat_Enabled

クライアントMention_P2Pchat

クライアントMention_GroupChat

クライアントMention_PersistentChat

クライアントspell_check_enabled

クライアントDisable_IM_History

オプションSet_Status_Away_On_Inactive

オプションSet_Status_Inactive_Timeout

オプションSet_Status_Away_On_Lock_OS

オプションStartCallWithVideo

オプションStart_Client_On_Start_OS

オプションAllowUserCustomTabs

オプションShowContactPictures

オプションShowOfflineContacts

オプションDockedWindowVisible

オプションDockedWindowPosition

オプションCallhistory_Expire_Days

電話DeviceAuthenticationPrimaryServer

電話DeviceAuthenticationBackupServer

電話TftpServer1

電話TftpServer2

電話CtiServer1

電話CtiServer2

電話useCUCMGroupForCti
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グループ要素パラメータ

電話CcmcipServer1

電話CcmcipServer2

電話Meeting_Server_Address

電話Meeting_Server_Address_Backup

電話Meeting_Server_Address_Backup2

電話EnableDSCPPacketMarking

ポリシーEnableVideo

ポリシーInitialPhoneSelection

ポリシーUserDefinedRemoteDestinations

ポリシーenableLocalAddressBookSearch

ポリシーEnableAccessoriesManager

ポリシーBlockAccessoriesManagerPlugins

ポリシーForceFontSmoothing

ポリシーScreen_Capture_Enabled

ポリシーFile_Transfer_Enabled

ポリシーDisallowed_File_Transfer_Types

ポリシーEnableBFCPVideoDesktopShare

ポリシーMeetings_Enabled

ポリシーTelephony_Enabled

ポリシーVoicemail_Enabled

ポリシーEnableTelProtocolHandler

ポリシーEnableIMProtocolHandler

ポリシーEnableSIPProtocolHandler

ポリシーEnableSaveChatToFile

ポリシーEnableSIPURIDialling

ポリシーDirectoryURI

BDIDirectoryURI

ポリシーForceC2XDirectoryResolution
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グループ要素パラメータ

ポリシーServiceDiscoveryExcludedServices

ポリシーVoiceServicesDomain

ポリシーctiwindowbehaviour

ポリシーEnableCallPickup

ポリシーEnableGroupCallPickup

ポリシーEnableOtherGroupPickup

ポリシーEnableHuntGroup

ポリシーPreventDeclineOnHuntCall

ポリシーTelemetryEnabled

ポリシーTelemetryCustomerID

ポリシーTelemetryEnabledOverCellularData

ポリシーEnableTelProtocolPopupWindowCiscoTelProtocolPermissionEnabled

ポリシーEnableP2PDesktopShare

ポリシーCustomize_Phone_Server

ポリシーCustomize_Voicemail_Server

ポリシーServicesDomainSsoEmailPrompt

ポリシーEnableForensicsContactData

プレゼンスLoginResource

プレゼンスPresenceServerAddress

プレゼンスPresenceServerURL

ボイスメールVoiceMailService_UseCredentialsFrom

ボイスメールVoicemailPrimaryServer

関連トピック

グループ要素とパラメータ, （392 ページ）

クライアント パラメータ, （396 ページ）

オプション パラメータ, （400 ページ）

電話パラメータ, （406 ページ）

ポリシー パラメータ, （411 ページ）

プレゼンス パラメータ, （429 ページ）
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説明値パラメータ

HTMLコンテンツを表示するカスタム埋め込みタブ

などのプラグインの定義が含まれます。

プラグ

イン定

義

jabber-plugin-config

パスワードを忘れた場合に、パスワードをリセット

または取得するための Web ページの URL を指定し

ます。

ハイブリッドクラウドベース展開では、CiscoWebEx
管理ツール を使用して、忘れてしまったパスワー

ドをリセットまたは取得できる Web ページをユー

ザに指示する必要があります。

URLForgot_Password_URL

クライアントで [パーシステントチャット（Persistent
Chat）] 機能を使用できるようにするかどうかを指

定します。

true

値を true に設定すると、[パーシステント

チャット（PersistentChat）]インターフェイス

がクライアントに表示されます。

false（デフォルト）

デフォルト値は設定ファイルに設定がない場

合に使用されます。

true

false

Persistent_Chat_Enabled

一対一のチャットで発言を有効にするかどうかを指

定します。

true（デフォルト）

一対一のチャットで発言を有効にします。

false

一対一のチャットで発言を無効にします。

true

false

Mention_P2Pchat

グループ チャットで発言を有効化するかどうかを

指定します。

true（デフォルト）

グループ チャットで発言を有効にします。

false

グループ チャットで発言を無効にします。

true

false

Mention_GroupChat
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説明値パラメータ

パーシステント チャットで発言を有効化するかど

うかを指定します。

true（デフォルト）

パーシステント チャットで発言を有効にしま

す。

false

パーシステント チャットで発言を無効にしま

す。

true

false

Mention_PersistentChat

クライアントでスペル チェックを有効化するかど

うかを指定します。スペル チェックはオートコレ

クトをサポートしています。ユーザは候補のリスト

から正しい用語を選択したり、辞書にその用語を追

加したりできます。スペル チェックには次の制限

があります。

• Cisco Jabber for WindowsはWindows 8でスペル

チェックをサポートしています。

• スペル チェックは、各言語のオペレーティン

グシステムに組み込まれています。CiscoJabber
forWindowsのクライアント言語がオペレーティ

ング システムの言語と異なる場合、スペル

チェックはオペレーティング システムの言語

を使用します。

• スペル チェックが有効な場合、元に戻す、お

よびやり直しのショートカットキー（Ctrl-Zと

Ctrl-Y）は動作しません。

true

スペル チェックは有効です。

false（デフォルト）

スペル チェックは無効です。

true

false

spell_check_enabled
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参加者がチャット ウィンドウを閉じた後、チャッ

ト履歴を保持するかどうかを指定します。

このパラメータは IM限定展開には使用で

きません。

（注）

true

参加者がチャット ウィンドウを閉じた後、

チャット履歴を保持しません。

false（デフォルト）

チャット履歴の保持：

• 参加者がチャット ウィンドウを閉じた

後。

• 参加者がサインアウトするまで。

参加者がチャット ウィンドウを再オープンし

た場合、最新の 99 メッセージを表示。

メッセージのアーカイビングはサーバ上で無

効になります。

true

false

Disable_IM_History
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パスワードをクライアント側で記録するかどうかを

指定します。

true（デフォルト）

パスワードは事前に入力され、[自動サインイ

ン（Automatic sign-in）] が表示されます。

ユーザは、クライアントがユーザのパスワー

ドをキャッシュすることを許可できます。こ

のオプションを使用すると、クライアントの

起動時にユーザは自動的にサインインできま

す。

false

クライアントの Cisco Unified Communications
Manager への登録が完了した後、パスワード

フィールドは空白になり、[自動サインイン

（Automatic sign-in）] は表示されません。

ユーザは、クライアントがユーザのパスワー

ドをキャッシュすることを許可できません。

ユーザは、クライアントが起動するたびに、

パスワードを入力する必要があります。

クライアントは、初回サインイン時

またはユーザがアプリケーション

データをクリアした場合に、[自動

サインイン（Automatic sign-in）]を

表示する必要があります。

（注）

true

false

CachePasswordMobile

オプションパラメータ

次の表に、オプション要素内で指定できるパラメータを示します。
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ユーザが非アクティブになったときにアベイラビ

リティ ステータスを [退席中（Away）] に変更す

るかどうかを指定します。

true（デフォルト）

ユーザが非アクティブになると、アベイラビ

リティ ステータスが [退席中（Away）] に変

更されます。

false

ユーザが非アクティブになっても、アベイラ

ビリティ ステータスが [退席中（Away）] に

変更されません。

true

false

Set_Status_Away_On_Inactive

ユーザが非アクティブになった場合にアベイラビ

リティ ステータスが [退席中（Away）] に変更さ

れる前の時間を分単位で設定します。

デフォルト値は 15 です。

分単位での

時間

Set_Status_Inactive_Timeout

ユーザがオペレーティング システムをロックした

ときに可用性 ステータスが [退席中（Away）] に

変更するかどうかを指定します。

true（デフォルト）

ユーザがオペレーティング システムをロッ

クすると、アベイラビリティ ステータスが

[退席中（Away）] に変更されます。

false

ユーザがオペレーティング システムをロッ

クしても、アベイラビリティ ステータスは

[退席中（Away）] に変更されません。

true

false

Set_Status_Away_On_Lock_OS
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true

false

StartCallWithVideo
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ユーザがコールを発信するときに、コールがどの

ように開始されるかを指定します。コールは、音

声のみ、または音声とビデオにより開始できます。

true（デフォルト）

コールは常に音声およびビデオで始まりま

す。

false

コールは常に音声のみで始まります。

サーバの設定は、このクライアントの設定

ファイルのパラメータよりも優先されま

重要

す。ただし、ユーザがクライアントのユー

ザ インターフェイスでデフォルトのオプ

ションを変更した場合、その設定はサーバ

とクライアントの両方よりも優先されま

す。

次のように、この設定をサーバで構成します。

Cisco Unified Presence

1 [Cisco Unified Presence の管理（Cisco
Unified PresenceAdministration）]インター

フェイスを開きます。

2 [アプリケーション（Application）]> [Cisco
Jabber][設定（Settings）] の順に選択しま

す。

3 [ビデオは常にミュート状態で通話を開始

（Always begin calls with videomuted）] パ

ラメータを選択または選択解除し、[保存

（Save）] を選択します。

Cisco Unified Communications Managerバージョ
ン 9.x以降

1 [Cisco Unified CM の管理（Cisco Unified
CMAdministration）]インターフェイスを

開きます。

2 [システム（System）] > [エンタープライ

ズパラメータ（Enterprise Parameters）]を
選択します。
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[ビデオで通話を開始しない（Never Start
Call with Video）] パラメータの値を設定

し、[保存（Save）] を選択します。

3

オペレーティング システムの起動時に、クライア

ントを自動的に起動するかどうかを指定します。

true

クライアントは自動的に起動します。

false（デフォルト）

クライアントは自動的に起動しません。

true

false

Start_Client_On_Start_OS

ユーザが独自のカスタム埋め込みタブを作成でき

るようにするかどうかを指定します。

true（デフォルト）

ユーザはカスタム埋め込みタブを作成できま

す。

false

ユーザはカスタム埋め込みタブを作成できま

せん。

このパラメータはユーザが作成するカス

タム埋め込みタブだけに影響します。

（注）

• ユーザにカスタム埋め込みタブの作

成を許可しても、ユーザはクライア

ントの設定で定義されたタブを変更

または削除できません。

• ユーザにカスタム埋め込みタブの作

成を許可しなくても、ユーザは定義

されたタブを使用できます。

true

false

AllowUserCustomTabs
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連絡先リストに連絡先画像を表示するかどうかを

指定します。

true（デフォルト）

連絡先リストに連絡先画像が表示されます。

false

連絡先リストに連絡先画像が表示されませ

ん。

true

false

ShowContactPictures

連絡先リストにオフラインの連絡先を表示するか

どうかを指定します。

true（デフォルト）

連絡先リストにオフラインの連絡先が表示さ

れます。

false

連絡先リストにオフラインの連絡先は表示さ

れません。

true

false

ShowOfflineContacts

クライアント起動時にドック ウィンドウを表示す

るかどうかを指定します。

true（デフォルト）

クライアント起動時にドック ウィンドウが

表示されます。

false

クライアント起動時にドック ウィンドウは

表示されません。

TRUE

FALSE

DockedWindowVisible
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プライマリCTIサーバのアドレスを指定します。

ユーザがデスクフォン デバイスを所有している

場合は、クライアントの設定でCTIサーバ アド

レスを指定する必要があります。

ホストネー

ム

IP アドレ

ス

FQDN

CtiServer1

セカンダリCTIサーバのアドレスを指定します。

このパラメータはオプションです。

ホストネー

ム

IP アドレ

ス

FQDN

CtiServer2

Cisco Unified CM グループが CTI サーバのロー

ド バランシングを処理するかどうかを指定しま

す。次のいずれかの値を設定します。

true

Cisco Unified CM グループは CTI サーバの

ロード バランシングを処理します。

この値は、電話機モードの展開でのみ設定

する必要があります。フル UC モードで

は、プレゼンス サーバが CTI ロード バラ

ンシングを自動的に処理します。

false（デフォルト）

Cisco Unified CM グループは CTI サーバの

ロード バランシングを処理しません。

true

false

useCUCMGroupForCti
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ユーザのプライマリ Cisco WebEx 会議サイト

URL を指定します。

クライアントは、この会議サイトを [オプション

（Options）] ウィンドウのユーザのホスト アカ

ウントに入力します。会議サイトにクレデンシャ

ルが必要な場合、ユーザは自分のクレデンシャ

ルを入力してホスト アカウントをセットアップ

し、自分の Cisco WebEx 会議にアクセスできま

す。

クライアントは、この会議サイトを [設定] > [会
議] ウィンドウのユーザのホスト アカウントに

入力します。CiscoWebEx会議サイトにクレデン

シャルが必要な場合、ユーザは自分のクレデン

シャルを入力してホスト アカウントをセット

アップし、自分の会議サイトにアクセスできま

す。

無効な会議サイトを指定すると、ユーザ

はクライアント ユーザ インターフェイ

スで会議サイトを追加または編集できま

せん。

重要

このパラメータはオプションです。

Cisco
WebEx 会

議サイト
URL

Meeting_Server_Address

ユーザのセカンダリ Cisco WebEx 会議サイト

URL を指定します。

このパラメータはオプションです。

Cisco
WebEx 会

議サイト
URL

Meeting_Server_Address_Backup

ユーザのターシャリ Cisco WebEx 会議サイト

URL を指定します。

このパラメータはオプションです。

Cisco
WebEx 会

議サイト
URL

Meeting_Server_Address_Backup2
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DSCP マーキングがパケットに適用されるかど

うか指定します。

true（デフォルト）

DSCPマーキングは有効で、クライアント

のチェックボックスは表示されません。

false

DSCPマーキングはパケットに対して実行

されず、クライアントのチェックボックス

は表示されません。

true

false

EnableDSCPPacketMarking

関連トピック

TFTP サーバ アドレス, （478 ページ）

ポリシーパラメータ

ポリシー パラメータは特定のクライアントの機能を制御できるようにします。

社内ポリシー

オンプレミス展開において、ポリシー 要素内で指定できるパラメータを次の表で説明します。

説明値パラメータ

ユーザが画面キャプチャを取得できるかどうかを

指定します。

true（デフォルト）

ユーザは画面キャプチャを取得できます。

false

ユーザは画面キャプチャを取得できません。

true

false

Screen_Capture_Enabled
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オンプレミス展開において、ユーザはクライアン

トでボイスメールサーバの設定を変更できます。

SAML SSOを展開している場合は、このパラメー

タを true に設定しないでください。ボイスメール

サーバの設定を変更すると、SSOが正常に動作す

る妨げとなる危険性があります。

true

ユーザはボイスメール サーバの設定を変更

できます。

false（デフォルト）

ユーザはボイスメール サーバの設定を変更

できません。

true

false

Customize_Voicemail_Server

共通のポリシー

オンプレミス展開とハイブリッドクラウドベース展開の両方において、ポリシー要素内で指定で

きるパラメータを次の表で説明します。

説明値パラメータ

ビデオ機能を有効または無効にします。

true（デフォルト）

ユーザはビデオ コールを発信および受信で

きます。

false

ユーザはビデオ コールを発信または受信で

きません。

true

false

EnableVideo
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クライアント初回起動時のユーザの電話タイプを

設定します。初回起動後、ユーザは電話タイプを

変更できます。クライアントは、ユーザ設定を保

存し、以降の起動でその設定を使用します。

デスクフォン

通話にデスクフォンデバイスを使用します。

ソフトフォン（デフォルト）

通話にソフトフォン（CSF）デバイスを使用

します。

クライアントは次の順序でデバイスを選択します。

1 ソフトフォン デバイス

2 デスクフォン デバイス

ユーザにソフトフォンデバイスをプロビジョニン

グしない場合、クライアントはデスクフォンデバ

イスを自動的に選択します。

デスクフォ

ン

ソフトフォ

ン

InitialPhoneSelection
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ユーザは、クライアントインターフェイスを使用

してリモート接続先を追加、編集、および削除で

きます。拡張機能と接続機能をプロビジョニング

してデフォルトの動作を変更するには、このパラ

メータを使用します。

デフォルトでは、ユーザのデバイス リストに CTI
リモートデバイスだけが含まれる場合、クライア

ントはユーザがリモート接続先を追加、編集、ま

たは削除できないようにします。これは、割り当

てられた専用のリモートデバイスをユーザが変更

できないようにするためです。ただし、ユーザの

デバイスリストにソフトフォンデバイスまたはデ

スクフォンデバイスが含まれる場合、クライアン

トはユーザがリモート接続先を追加、編集、およ

び削除できるようにします。

true

ユーザはリモート接続先を追加、編集、およ

び削除できます。

false（デフォルト）

ユーザはリモート接続先を追加、編集、およ

び削除できません。

true

false

UserDefinedRemoteDestinations

ユーザは、ローカル Microsoft Outlook 連絡先を検

索し、自分の連絡先リストに追加できます。

true（デフォルト）

ユーザは、ローカルの連絡先を検索し、自分

の連絡先リストに追加できます。

false

ユーザは、ローカルの連絡先を検索するこ

と、または自分の連絡先リストに連絡先を追

加することができません。

true

false

enableLocalAddressBookSearch
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BFCP ビデオ デスクトップ共有機能を有効にしま

す。

true（デフォルト）

クライアントで BFCP ビデオ デスクトップ

共有を有効にします。

false

BFCPビデオデスクトップ共有を無効にしま

す。

サーバでBFCPビデオ デスクトップ共有

を次の手順に従って有効にします。

（注）

• CiscoUnifiedCommunicationsManager
バージョン 8.x 以降では、[BFCP を

使用するプレゼンテーション共有を

許可（AllowPresentation Sharing using
BFCP）]チェックボックスを選択す

る必要があります。

• CiscoUnifiedCommunicationsManager
バージョン 9.x 以降では、BFCP ビ

デオ デスクトップ共有はデフォル

トで有効になります。

true

false

EnableBFCPVideoDesktopShare

クライアント内でのミーティング機能の有効化

CalendarIntegrationTypeパラメータと連携して機能

します。

true（デフォルト）

ミーティング機能を有効にし、ミーティング

の作成およびミーティング参加のリマインダ

の受け取りを可能にします。

false

会議機能とユーザ インターフェイスを無効

にします。

true

false

Meetings_Enabled
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このパラメータは Meetings_Enabled パラメータと

連携して機能します。

0

クライアント ユーザ インターフェイスの

[ミーティング]タブでのカレンダーとの統合

を無効化このパラメータを無効にすると、ク

ライアント内の [ミーティング（Meetings）]
タブは空になりますが、[ミーティング

（Meetings）] タブはハブ ウィンドウに残り

ます。

1

クライアント ユーザ インターフェイスの

[ミーティング]タブでのカレンダーとの統合

を有効化

0

1

CalendarIntegrationType

クライアントで音声およびビデオ機能とユーザイ

ンターフェイスを有効にします。

true（デフォルト）

音声およびビデオ機能とユーザインターフェ

イスを有効にします。

false

音声およびビデオ機能とユーザインターフェ

イスを無効にします。

このリリースにアップグレードし、クライアント

で IM 限定モードを有効にする場合は、このパラ

メータを false に設定する必要があります。IM 限

定モード展開でこのパラメータを設定しない場合、

ユーザインターフェイスではテレフォニー機能が

無効であると表示される場合があります。

true

false

Telephony_Enabled
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説明値パラメータ

ユーザの SIP URI を保持するディレクトリ属性を

指定します。

オンプレミス展開

値として次のいずれかを設定します。

• メール アドレス

• msRTCSIP-PrimaryUserAddress

クラウドベース展開

値として次のいずれかを設定します。

• メール アドレス

• imaddress

• workphone

• homephone

• mobilephone

デフォルトでは、mail 属性が使用されます。

指定する値はCiscoUnified Communications
Manager または Cisco WebEx 管理ツール

のユーザのディレクトリ URI 設定と一致

する必要があります。

重要

ディレクト

リ属性

DirectoryURI

BDIDirectoryURI
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ユーザが click-to-xアクションを実行したときに、

連絡先情報を解決するためにクライアントがディ

レクトリのクエリーを実行するかどうかを指定し

ます。

true（デフォルト）

ユーザが click-to-x アクションを実行したと

きに、クライアントはディレクトリのクエ

リーを実行します。

false

click-to-x アクションのために、クライアン

トはディレクトリのクエリーを実行しませ

ん。

このパラメータは、ユーザがExpressway
Mobile and Remote Access を介して社内

ネットワークに接続する場合には適用さ

れません。この場合、UDS が連絡先を

解決し、クライアントはディレクトリの

クエリーを実行できません。

（注）

true

false

ForceC2XDirectoryResolution
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説明値パラメータ

コール ピック アップ グループ番号を入力して、

ユーザが別のコールピックアップグループの着信

コールをピックアップできるかどうか指定します。

true

グループ コール ピックアップを有効にしま

す。

false（デフォルト）

グループ コール ピックアップを無効にしま

す。

true

false

EnableGroupCallPickup

ユーザが、自分のコール ピック アップ グループ

に関連付けられたグループ内の着信コールをピッ

クアップできるかどうか指定します。

true

別グループ コール ピック アップを有効にし

ます

false（デフォルト）

別グループ コール ピック アップを無効にし

ます

true

false

EnableOtherGroupPickup

ユーザがハントグループにログインできるかどう

か指定します。

true

ユーザは、ハント グループにログインでき

ます。

false（デフォルト）

ユーザは、ハント グループにログインでき

ません。

true

false

EnableHuntGroup
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説明値パラメータ

ハントグループに着信コールがあった場合に、[拒
否] ボタンを表示するかどうかを指定します。

true

ハント グループに着信コールがあった場合

に、[拒否] ボタンは表示されません。

false（デフォルト）

ハント グループに着信コールがあった場合

に、[拒否] ボタンが表示されます。

true

false

PreventDeclineOnHuntCall

分析データを収集するかどうかを指定します。

true（デフォルト）

分析データは収集されます。

false

分析データは収集されません。

true

false

TelemetryEnabled

分析情報の送信元を指定します。使用できるのは、

個々の顧客を明示的に特定する文字列、または顧

客を特定せずに共通のソースを特定する文字列で

す。グローバル一意識別子（GUID）生成ユーティ

リティを使用して、36文字の一意識別子を生成す

るか、反転ドメイン名を使用することを推奨しま

す。GUID の生成に使用できるユーティリティは

次のとおりです。

• Mac OS X - uuidgen

• Linux - uuidgen

• MicrosoftWindows - [guid]::NewGuid().ToString()
または（cmd.exe から）powershell -command
"[guid]::NewGuid().ToString()"

• Online - guid.us

GUIDを生成する際に使用した方法には関係なく、

この識別子はグローバルに一意になります。

文字列TelemetryCustomerID
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説明値パラメータ

分析データの送信を Wi-Fi 経由に限定するかどう

かを指定します。

true（デフォルト）

分析データをWi-Fi接続およびモバイルデー

タ接続で送信します。

false

分析データの送信を Wi-Fi 接続に限定しま

す。

このパラメータはオプションです。

true

false

TelemetryEnabledOverCellularData

ciscotel:uri 対応番号をクリックした後に、電話を

かけるかどうかを確認するポップアップウィンド

ウを有効にするかどうかを指定します。

true（デフォルト）

ポップアップウィンドウが有効になり、ユー

ザは電話をかけることを確認するように求め

られます。

false

ポップアップ ウィンドウが無効になり、最

初の確認なしで通話が実行されます。これ

は、間違い電話や迷惑電話の原因になる場合

があります。

CiscoTelProtocolPermissionEnabled パラ

メータは EnableTelProtocolPopupWindow
パラメータに置き換わります。パラメー

タはどちらもクライアント内でサポート

されますが、どちらかのパラメータが

false に設定されるとポップアップ ウィ

ンドウは無効になります。

（注）

true

false

EnableTelProtocolPopupWindowCiscoTelProtocolPermissionEnabled
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http://www.webex.com/webexconnect/orgadmin/help/17427.htm


説明値パラメータ

WebExセッションリンクに参加していなくても、

Microsoft Outlookカレンダー内にミーティングが

ある場合、ユーザのプレゼンスを「WebEx ミー

ティング中」に変更できるようにします。

true

WebExセッションリンクに参加していなく

ても、ユーザのプレゼンスが「WebExミー

ティング中」に変更されます。

false（デフォルト）

プレゼンスを「WebExミーティング中」に

変更するには、ユーザはWebExセッション

リンクに参加する必要があります。そうで

ない場合、Microsoft Outlook カレンダー内

にミーティングがある場合でもプレゼンス

は「応答可能」のままとなります。

true

false

CalendarWebExMeetingPresence

サービスクレデンシャルパラメータ

ユーザが特定のサービスで認証を受ける必要をなくすために、サービスクレデンシャルパラメー

タを指定できます。

ボイスメールサービスのクレデンシャル

ボイスメール 要素内で、ボイスメール サービスのクレデンシャルを設定するために、次のパラ

メータを指定できます。
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関連トピック

サービス クレデンシャル パラメータ, （430 ページ）

ディレクトリ同期および認証のセットアップ

オンプレミス展開をセット アップするときは、次の両方を実行するように Cisco Unified
Communications Manager を設定する必要があります。

• ディレクトリ サーバと同期する。

• ディレクトリ サーバで認証する。

ディレクトリ サーバと同期すると、連絡先データがディレクトリからCiscoUnifiedCommunications
Manager に複製されます。

ディレクトリサーバによる認証を有効にすると、クライアントからディレクトリサーバへのCisco
Unified Communications Manager プロキシ認証が可能になります。これにより、ユーザは Cisco
UnifiedCommunicationsManagerやプレゼンス サーバではなく、ディレクトリ サーバで認証を受け

ます。

関連トピック

「Configuring Cisco Unified Communications Manager Directory Integration」

ディレクトリサーバとの同期

ディレクトリ サーバとの同期により、ディレクトリ サーバ内の連絡先データが Cisco Unified
Communications Manager に複製されます。

同期の有効化

ディレクトリ サーバ内の連絡先データが Cisco Unified Communications Manager に複製されている

ことを確認するには、ディレクトリサーバと同期する必要があります。ディレクトリサーバと同

期する前に、同期を有効にする必要があります。
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ディレクトリ URI の LDAP 属性の指定

CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 9.0(1)以降では、ディレクトリ内の属性からディレ

クトリ URI を生成できます。

はじめる前に

同期の有効化します。

手順

ステップ 1 [システム（System）] > [LDAP] > [LDAP ディレクトリ（LDAP Directory）] を選択します。

ステップ 2 適切な LDAP ディレクトリを選択するか、[新規追加（Add New）] を選択して LDAP ディレクト

リを追加します。

ステップ 3 [同期対象の標準ユーザ フィールド（Standard User Fields To Be Synchronized）] セクションを探し

ます。

ステップ 4 [ディレクトリURI（Directory URI）] ドロップダウン リストで、次の LDAP 属性のいずれかを選

択します。

• msRTCSIP-primaryuseraddress：この属性は、Microsoft Lync または Microsoft OCS が使用され

ている場合に AD 内で生成されます。これがデフォルト属性です。

• メール アドレス

ステップ 5 [保存（Save）] を選択します。

同期の実行

ディレクトリ サーバを追加し、必要なパラメータを指定した後、Cisco Unified Communications
Manager をディレクトリ サーバと同期できます。

はじめる前に

ご使用の環境にプレゼンスサーバが含まれる場合は、ディレクトリサーバと同期する前に次の機

能サービスがアクティブになっていて、開始されていることを確認する必要があります。

• Cisco Unified Presence：Cisco UP Sync Agent

• Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービス：Cisco Sync Agent

このサービスは、プレゼンス サーバと Cisco Unified Communications Manager 間で同期されたデー

タを維持します。ディレクトリサーバとの同期を実行すると、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は次にプレゼンス サーバとデータを同期します。ただし、[Cisco Sync Agent]サービスがアクティ

ブになっていて、開始されている必要があります。
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-maintenance-guides-list.html
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フェデレーション

フェデレーションを使用すれば、Cisco Jabberユーザは、別のシステム上でプロビジョニングされ

たユーザや Cisco Jabber 以外のクライアント アプリケーションを使用しているユーザと通信でき

ます。

ドメイン間フェデレーション

ドメイン間フェデレーションでは、エンタープライズ ドメイン内の Cisco Jabber ユーザは、他の

ドメイン内のユーザとアベイラビリティを共有し、それらのユーザにインスタント メッセージを

送信できます。

• Cisco Jabber ユーザは他のドメインの連絡先を手動で入力する必要があります。

• Cisco Jabber がサポートしているフェデレーション先は次のとおりです。

• Microsoft Office Communications Server

• Microsoft Lync

• IBM Sametime

• Google Talk などの XMPP 標準ベースの環境

Expressway for Mobile and Remote Accessは、XMPP ドメイン間フェデレーショ

ン自体を有効にするものではありません。Expressway for Mobile and Remote
Access 経由で接続された Cisco Jabber クライアントでは、Cisco Unified
Communications Manager IM and Presence で有効になっている XMPP ドメイン

間フェデレーションを使用できます。

（注）

• AOL Instant Messenger

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービスで、Cisco Jabber に対してドメイン

間フェデレーションを設定します。詳細については、該当するサーバのドキュメントを参照して

ください。

関連トピック

Integration Guide for Configuring Cisco Unified Presence Release 8.6 for Interdomain Federation
『Interdomain Federation for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』

ドメイン内フェデレーション

ドメイン内フェデレーションでは、同じドメイン内のユーザはアベイラビリティを共有し、Cisco
Unified CommunicationsManager IM and PresenceサービスとMicrosoft Office Communications Server、
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• ルーム名の指定および変更。

• ルームの最大参加者数の定義。この数は、すでにルームに参加している参加者数未満にはで

きません。

• ルーム メンバーの追加および削除。

• 参加者のブロック、削除、および取り消し。

• ルームの破棄（サーバから削除されますが、履歴は削除されません）。

モデレータの機能

管理者によって、1 つの常設チャットルームごとに最大 30 名のモデレータを定義できます。モデ

レータは次のタスクを実行できます。

• ルームの主題の変更

• メンバーの編集（追加、削除、入出禁止など）

ルームの作成

ルームを作成するときに、次の種類の情報を入力できます。

• ルーム名（必須、最大 200 文字）

• 説明

• ルームのタイプ（パブリックまたは限定的）

ルームのタイプを定義した後は、変更できません。

• [マイルーム（My Rooms）] タブにルームを追加かするかどうかの指定（デフォルトではオ

フ）

• 最大 30 名のモデレータ（ルームの司会をするために有効な Jabber ID を持っている必要のあ

る人物）の追加

• ルーム パスワード

ルームを作成すると、そのルームにすぐにまたは後でメンバーを追加するためのオプションが表

示されます。使用可能なルームのリストに新しいルームを表示するために、[すべてのルーム（All
Rooms）] リストを更新します。

問題のレポート

適用：Cisco Jabber for Windows

問題レポートをセットアップすると、ユーザはクライアントの使用中に発生した問題の概要を送

信できます。次のように、問題レポートを送信する方法は 2 つあります。

• ユーザは、クライアント インターフェイスを使用して問題レポートを直接送信します。
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スタム実装に関する説明は、このマニュアルでは取り扱いません。詳細については、該当する

JavaScript のマニュアルを参照してください。

通知メソッド

クライアントには、JavaScript 通知の次のメソッドを提供するインターフェイスが含まれていま

す。

• SetNotificationBadge：クライアントから JavaScript でこのメソッドを呼び出します。このメ

ソッドの文字列の値は、次のいずれかになります。

• 空：空の値にすると、既存の通知バッジすべてが削除されます。

• 1 ～ 999 の数字

• 2 桁の英数字の組み合わせ（例：A1）

• onPageSelected()：ユーザがカスタム組み込みタブを選択すると、クライアントはこのメソッ

ドを呼び出します。

• onPageDeselected()：ユーザが別のタブを選択すると、クライアントはこのメソッドを呼び出

します。

• onHubResized()：ユーザがクライアント ハブ ウィンドウをサイズ変更または移動すると、ク

ライアントはこのメソッドを呼び出します。

• onHubActivated()：クライアント ハブ ウィンドウがアクティブになると、クライアントはこ

のメソッドを呼び出します。

• onHubDeActivated()：クライアント ハブ ウィンドウが非アクティブになると、クライアント

はこのメソッドを呼び出します。

カスタムタブでのプレゼンスの登録

次の JavaScript関数を使用して、連絡先のプレゼンスを登録し、クライアントからプレゼンスの更

新情報を受信することができます。

• SubscribePresence()：このメソッドにユーザの IM アドレスを使用してストリング値を指定し

ます。

• OnPresenceStateChanged：このメソッドを使用すると、ユーザは連絡先のプレゼンスに関して

クライアントから更新情報を取得できます。文字列として次の値のいずれか 1 つを指定でき

ます。

• IM アドレス

• 基本プレゼンス（Available（対応可）、Away（不在）、Offline（オフライン）、DoNot
Disturb（着信拒否））

• 高度なプレゼンス（会議中、コール中、カスタム プレゼンス状態）
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第 12 章

クライアントのインストール

• Cisco Jabber for Windows のインストール, 457 ページ

• Cisco Jabber for Mac のインストール, 488 ページ

Cisco Jabber for Windows のインストール
Cisco Jabber for Windows は、次のように使用可能な MSI インストール パッケージを提供します。

説明インストールオプション

コマンドラインウィンドウで引数を指定して、

インストール プロパティを設定できます。

複数のインスタンスをインストールする場合

は、このオプションを選択します。

コマンドラインの使用, （461 ページ）

クライアントの起動時に、MSIをクライアント

ワーク ステーションのファイル システムで手

動で実行し、接続プロパティを指定します。

テストまたは評価用に単一インスタンスをイン

ストールする場合は、このオプションを選択し

ます。

MSI の手動による実行, （462 ページ）

デフォルトのインストールパッケージを開き、

必要なインストールプロパティを指定し、カス

タム インストール パッケージを保存します。

同じインストールプロパティを持つインストー

ルパッケージを配布する場合は、このオプショ

ンを選択します。

カスタム インストーラの作成, （463 ページ）

同じドメインの複数のコンピュータにクライア

ントをインストールします。

グループ ポリシーを使用した導入, （467 ペー

ジ）
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はじめる前に

ローカル管理者権限でログインする必要があります。

管理権限

Cisco Jabber for Windows のインストールを完了するには、ローカル管理者権限でログインする必

要があります。

Microsoft Outlook からのローカル連絡先の追加
Cisco Jabber forWindowsを使用すれば、Microsoft Outlook内のローカル連絡先を検索または追加す

ることができます。この Microsoft Outlook との統合を有効にするには、Microsoft Exchange Server
で Exchange キャッシュ モードを有効にします。

クライアントを使用してMicrosoft Outlook内のローカル連絡先を検索するには、Microsoft Outlook
でプロファイルを設定する必要があります。また、ユーザは次のようにする必要があります。

1 [ファイル（File）] > [オプション（Options）] を選択します。

2 [統合（Integration）] タブ（リリース 11.0 以降は [カレンダー（Calendar）]）

3 [なし（None）] または [Microsoft Outlook（Microsoft Outlook）] のいずれかを選択します。

クライアント内の連絡先リストにローカル Microsoft Outlook 連絡先を追加するには、ローカル連

絡先にMicrosoft Outlook内のインスタント メッセージ アドレスが含まれている必要があります。

クライアント インターフェイスで連絡先の写真を表示するには、Microsoft Outlook 内のローカル

連絡先にインスタント メッセージ アドレスが含まれている必要があります。

クライアントを使用して Microsoft Outlook 内のローカル連絡先と通信するには、ローカル接続に

関連情報が含まれている必要があります。連絡先にインスタント メッセージを送信するには、

ローカル連絡先がインスタント メッセージのアドレスを持っている必要があります。Microsoft
Outlook内の連絡先に発信するには、ローカル連絡先に電話番号が含まれている必要があります。

Microsoft Outlook カレンダー統合
適用：Cisco Jabber for Windows

予定表イベントが Cisco Jabber for Windows に表示されるように、Microsoft Outlook で設定を適用

する必要があります。

手順

ステップ 1 次の例のように、Microsoft Outlook で電子メール アカウント設定を開きます。

a) [ファイル（File）] > [アカウント設定（Account Settings）] を選択します
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b) ファイル システム上の場所を選択してインストーラを保存します。

c) インストーラの名前を指定してから、[保存（Save）] を選択します。

関連トピック

インストーラのプロパティ, （484 ページ）

グループポリシーを使用した導入

MicrosoftWindows ServerのMicrosoftグループ ポリシー管理コンソール（GPMC）を使用して、グ

ループ ポリシーと一緒に Cisco Jabber for Windows をインストールします。

グループ ポリシーと一緒に Cisco Jabber for Windows をインストールするには、Cisco Jabber for
Window を展開するすべてのコンピュータまたはユーザが同じドメイン内に存在する必要があ

ります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

MSI が何らかの形で Orca により変更されて

いる場合のみ、この手順を使用して [言語

言語コードの設定, （467ページ）ステップ 1   

（Language）]フィールドを 1033に設定しま

す。

Cisco Jabber for Windows with Group Policy を

導入します。

グループ ポリシーでのクライアン

トの展開, （468 ページ）

ステップ 2   

言語コードの設定

インストール言語の変更は、シスコが提供するMSIファイルを使用するグループ ポリシーの配置

シナリオでは必要ではありません。このような状況において、インストール言語はWindowsユー

ザ ロケール（形式）から決定されます。MSI が何らかの形で Orca により変更されている場合の

み、この手順を使用して [言語（Language）] フィールドを 1033 に設定します。

手順

ステップ 1 Microsoft Orca を起動します。

Microsoft Orca は、Microsoft の Web サイトからダウンロード可能な Microsoft Windows SDK for
Windows 7 と .NET Framework 4 の一部として入手できます。
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グループ ポリシーによって、次回のコンピュータの起動時にコンピュータごとに Cisco Jabber for
Windows がインストールされます。

コマンドライン引数

Cisco Jabber for Windows をインストールする際に指定可能なコマンド ライン引数を確認してくだ

さい。

オーバーライドの引数

次の表では、過去のインストールで得た既存のブートストラップ ファイルを上書きするため、

ユーザが指定する必要があるパラメータについて説明します。

説明値引数

クライアントが以前のインストールからの既存

のブートストラップ ファイルを上書きするかど

うかを指定します。

クライアントは、インストール中に引数と設定

された値をブートストラップ ファイルに保存し

ます。クライアントは起動時に、ブートストラッ

プ ファイルから設定をローディングします。

1CLEAR

CLEAR を指定した場合、インストール中に次が実行されます。

1 クライアントが既存のブートストラップ ファイルを削除する。

2 クライアントが新しいブートストラップ ファイルを作成する。

CLEAR を指定しない場合、クライアントはインストール中に既存のブートストラップ ファイル

があるかどうかをチェックします。

• ブートストラップファイルがない場合、インストール時に、クライアントはブートストラッ

プ ファイルを作成します。

• ブートストラップ ファイルが見つかる場合、クライアントは、ブートストラップ ファイル

を上書きせず、既存の設定を保存します。
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設定から、Cisco Unified Communications Manager をオーセンティケータとして特定します。

ユーザがログインすると、クライアントの再起動は要求されません。

製品モードの変更

製品モードを変更するには、クライアントのオーセンティケータを変更する必要があります。ク

ライアントは、オーセンティケータからの製品モードを決定します。

インストール後の製品モードの変更方法は、ご使用の展開により異なります。

すべての展開において、ユーザは [詳細設定（Advanced settings）] ウィンドウで手動でオーセ

ンティケータを設定できます。

この場合、ユーザには、[詳細設定（Advanced settings）] ウィンドウでオーセンティケータを

変更することによって、製品モードを変更するように指示します。クライアントをアンインス

トールし、その後に再インストールしても、手動設定を上書きすることはできません。

（注）

Cisco Unified Communications Manager バージョン 9.x 以降を使用した製品モードの変更

Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.x以降を使用して製品モードを変更するには、

サービス プロファイルのオーセンティケータを変更します。

手順

ステップ 1 適切なユーザのサービス プロファイルでオーセンティケータを変更します。

[デフォルトモード（Default Mode）] > [電話モード（Phone Mode）]を変更します。

IM and Presence を持つユーザのプロビジョニングを行わないでください。

サービス プロファイルに IM and Presence サービスの設定が含まれていない場合は、Cisco
Unified Communications Manager がオーセンティケータです。

[電話モード（Phone Mode）] > [デフォルトモード（Default Mode）]を変更します。

IM and Presence を持つユーザのプロビジョニングを行います。

IM and Presence プロファイルの [製品タイプ（Product Type）] フィールドの値を次に対して

設定した場合、

• [Unified CM（IM and Presence）（Unified CM (IM and Presence)）]オーセンティケータは

Cisco Unified Communications Manager IM and Presence サービスです。

• [WebEx (IM and Presence)（WebEx (IM and Presence)）]：オーセンティケータは Cisco
WebEx Messenger サービスです。

ステップ 2 ユーザにログアウトをしてから再度ログインするように指示します。
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ユーザがクライアントにログインすると、サービス プロファイルの変更を取得し、オーセンティ

ケータにユーザをログインさせます。クライアントは製品モードを決定すると、クライアントを

再起動するようユーザに指示します。

ユーザがクライアントを再起動した後、製品モードの変更が完了します。

Cisco Unified Communications Manager バージョン 8.x を使用した製品モードの変更

CiscoUnifiedCommunicationsManagerバージョン 8.xを使用して製品モードを変更するには、Cisco
Jabber for Windows をインストールし直してオーセンティケータを変更する必要があります。

[デフォルトモード（Default Mode）] > [電話モード（Phone Mode）]を変更します。

最低限でも、次の引数を設定します。

• CLEAR=1 により、既存のブートストラップ ファイルが削除されます。

• AUTHENTICATOR=CUCMにより、オーセンティケータがCiscoUnifiedCommunications
Manager に設定されます。

• PRODUCT_MODE=Phone_Mode により、電話モードが製品モードに設定されます。

[電話モード（Phone Mode）] > [デフォルトモード（Default Mode）]を変更します。

最低限でも、次の引数を設定します。

• CLEAR=1 により、既存のブートストラップ ファイルが削除されます。

• AUTHENTICATOR= 次のいずれか。

• オーセンティケータを Cisco Unified Presence または Cisco Unified Communications
Manager に設定する場合の CUP。

• オーセンティケータをCiscoWebExMessengerサービスに設定する場合のWebEx。

認証引数

次の表は、認証ソースの指定をユーザが設定できるコマンドライン引数を説明しています。
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1 プレゼンス サーバにあるクライアント設定をホストする TFTP サーバのアドレスを指定しま

す。

2 インストール中に、TFTP引数を使用して Cisco Unified CommunicationsManager TFTPサービス

のアドレスを指定します。

クライアントは、初回起動時に以下を実行します。

1 ブートストラップ ファイルから Cisco Unified Communications Manager TFTP サービスのアドレ

スを取得します。

2 Cisco Unified Communications Manager TFTP サービスからデバイス設定を取得します。

3 プレゼンス サーバに接続します。

4 プレゼンス サーバのクライアント設定をホストするTFTPサービスのアドレスを取得します。

5 TFTP サーバからクライアント設定を取得します。

電話モード展開

このセクションでは、電話モード展開で 2 つの異なる TFTP サーバ アドレスを処理する方法につ

いて説明します。

以下を実行する必要があります。

1 インストール時に、TFTP 引数を使用して、クライアント設定をホストする TFTP サーバのア

ドレスを指定します。

2 クライアント コンフィギュレーション ファイルで TftpServer1 パラメータを使用して、デバイ

ス設定をホストする TFTP サーバのアドレスを指定します。

3 TFTP サーバにあるクライアント設定ファイルをホストします。

クライアントは、初回起動時に以下を実行します。

1 ブートストラップ ファイルから TFTP サーバのアドレスを取得します。

2 TFTP サーバからクライアント設定を取得します。

3 クライアント設定から Cisco Unified Communications Manager TFTP サービスのアドレスを取得

します。

4 Cisco Unified Communications Manager TFTP サービスからデバイス設定を取得します。

共通のインストール引数

次の表は、すべての展開に共通のコマンドライン引数についての説明です。
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説明値引数

リリース 11.1(1) 以降に適用されます。

ユーザがクライアントをインストールしたときに

[Cisco Jabber の起動時にサインイン（Sign me in
when Cisco Jabber starts）] チェックボックスがオ

ンになるかどうかを指定します。

• true：ユーザがクライアントをインストール

したときに [Cisco Jabber の起動時にサイン

イン（Sign me in when Cisco Jabber starts）]
チェックボックスがオンになります。

• false（デフォルト）：ユーザがクライアン

トをインストールしたときに [Cisco Jabber
の起動時にサインイン（Signme inwhenCisco
Jabber starts）]チェックボックスがオフにな

ります。

true

false

AUTOMATIC_SIGN_IN

グループ設定ファイルの一意の名前を指定しま

す。

値として、未修飾か完全修飾のファイル名を指定

できます。この引数の値として指定するファイル

名は、TFTPサーバのその他の設定ファイルより

も優先されます。

この引数は省略可能です。

Cisco Unified Communications Manager の

CSF デバイス設定の [シスコサポート

フィールド（Cisco Support Field）] で、

グループ コンフィギュレーション ファ

イルを指定できます。

メモ

ファイル名TFTP_FILE_NAME
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説明値引数

Cisco Jabber で click-to-x 機能を無効にします。

この引数をインストール中に指定すると、クライ

アントは click-to-x 機能のハンドラとして、オペ

レーティング システムで登録しません。この引

数により、クライアントはインストール中の

Microsoft Windows レジストリへの書き込みがで

きなくなります。

クライアントを再インストールし、インストール

後にクライアントで click-to-x 機能を有効にする

には、この引数を省略します。

DISABLECLICK2X

分析データを収集するかどうかを指定します。デ

フォルト値は true です。

ユーザ エクスペリエンスと製品パフォーマンス

を向上させるために、Cisco Jabber は、個人識別

が不可能な利用状況とパフォーマンスに関する

データを収集してシスコに送信する場合がありま

す。収集されたデータは、シスコによって、Jabber
クライアントがどのように使用され、どのように

役立っているかに関する傾向を把握するために使

用されます。

Cisco Jabber が収集する分析データと、収集しな

い分析データの詳細については、http://
www.cisco.com/web/siteassets/legal/privacy_
02Jun10.htmlの「Cisco Jabber Supplement to Cisco’s
On-Line Privacy Policy」で確認できます。

true

false

Telemetry_Enabled

SSO 引数

このセクションでは、シングル サインオン（SSO）機能を備えた Cisco Jabber for Windows の展開

に使用可能なコマンド ライン引数について説明します。

クラウドベースの SSO 引数

次の表の引数は、クラウドベース展開にのみ適用されます。
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説明値引数

SSO サービスの URL を含む Cisco WebEx 組織の

ドメイン名を指定します。

Cisco Jabber for Windows は、組織から SSO サー

ビスの URL を取得するためにこの引数を使用し

ます。Cisco Jabber for Windows が SSO サービス

URL を取得すると、Cisco WebEx Messenger で認

証するためのログイントークンを要求できます。

CiscoWebEx管理ツールの [カスタマー

SSOサービスログインURL（Customer
SSO Service Login URL）] の値として

SSO サービスの URL を指定します。

（注）

ドメイン名（Domain
Name）

SSO_ORG_DOMAIN

インストーラのプロパティ

次は、カスタム インストーラで変更可能なプロパティです。

• CLEAR

• PRODUCT_MODE

• AUTHENTICATOR

• CUP_ADDRESS

• TFTP

• [CTI]

• CCMCIP

• LANGUAGE

• TFTP_FILE_NAME

• FORGOT_PASSWORD_URL

• SSO_ORG_DOMAIN

• LOGIN_RESOURCE

• LOG_DIRECTORY

• CLICK2X

• SERVICES_DOMAIN

これらのプロパティは、インストールの引数に対応し、同じ値が設定されています。
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Cisco Jabber for Mac のインストール

Cisco Jabber for Mac クライアントの配布
Cisco Jabber for Mac クライアントをダウンロードするには、Cisco Software Center にアクセスして

ください。

MacOSX環境でのアップグレードは、ユーザからの権限でアプリケーションによって自動的に実

行されます。
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